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SG6000 ストレージアプライアンス

SG6000 アプライアンス：概要

StorageGRID SG6000 アプライアンスは、 StorageGRID システムにおいてストレージ
ノードとして機能する、ストレージとコンピューティングを統合したプラットフォーム
です。これらのアプライアンスは、アプライアンスストレージノードと仮想（ソフトウ
ェアベース）ストレージノードを組み合わせたハイブリッドグリッド環境で使用できま
す。

SG6000 アプライアンスには次の機能があります。

• 次の3つのモデルがあります。

◦ SG6060には60ドライブが含まれ、拡張シェルフをサポートし、E2800Aコントローラを使用します。

◦ SG6060Xは60本のドライブを搭載し、拡張シェルフをサポートし、E2800Bコントローラを使用しま
す。

SG6060とSG6060Xの仕様と機能は、ストレージコントローラのインターコネクトポー
トの場所を除いて同じです。

◦ SGF6024 は、 24 本のソリッドステートドライブ（ SSD ）を提供します。

• StorageGRID ストレージノードのストレージ要素とコンピューティング要素を統合します。

• ストレージノードの導入と設定を簡易化するために、 StorageGRID アプライアンスインストーラが搭載
されています。

• ストレージコントローラとドライブを管理および監視するための SANtricity System Manager が搭載され
ています。

• コンピューティングコントローラのハードウェアを監視および診断するためのベースボード管理コントロ
ーラ（ BMC ）が搭載されています。

• StorageGRID のグリッドネットワークとクライアントネットワークとの 10GbE または 25GbE 接続を最
大 4 つサポートします。

• 連邦情報処理標準（ FIPS ）ドライブに対応しています。これらのドライブを SANtricity System Manager
のドライブセキュリティ機能と併用すると、データへの不正アクセスを防止できます。

SG6060とSG6060Xアプライアンス

StorageGRID SG6060とSG6060Xアプライアンスには、それぞれコンピューティングコ
ントローラと、2台のストレージコントローラと60本のドライブを搭載したストレージ
コントローラシェルフが搭載されています。必要に応じて、60ドライブ拡張シェルフを
両方のアプライアンスに追加できます。ストレージコントローラのインターコネクトポ
ートの位置以外に、SG6060とSG6060Xには仕様や機能の違いはありません。

SG6060とSG6060Xのコンポーネント

SG6060とSG660Xアプライアンスには、次のコンポーネントが含まれています。
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コンポーネント 説明

コンピューティングコントローラ SG6000-CN コントローラ、 1 ラックユニット（ 1U ）サーバ。次のも
のが搭載されています。

• 40 コア（ 80 スレッド）

• 192GB の RAM

• 25Gbps アグリゲートイーサネット帯域幅 × 最大 4

• 16Gbps Fibre Channel （ FC ）インターコネクト × 4

• ベースボード管理コントローラ（ BMC ） - ハードウェア管理を簡
素化します

• 冗長電源装置

ストレージコントローラシェルフ E シリーズ E2860 コントローラシェルフ（ストレージアレイ）。 4U
シェルフの 1 つで、構成は次のとおりです。

• E2800シリーズのコントローラ×2（デュプレックス構成）-ストレー
ジコントローラのフェイルオーバーをサポートします

◦ E2800Aストレージコントローラが搭載されます

◦ SG6060Xには、E2800Bのストレージコントローラが含まれて
います

• 5 ドロワードライブシェルフ - 3.5 インチドライブを 60 本（ SSD ×
2 、 NL-SAS ドライブ × 58 ）収容

• 冗長電源装置とファン

オプション：ストレージ拡張シェ
ルフ

• 注：拡張シェルフは、初期導入
時に設置することも、あとで追
加することもできます。

E シリーズ DE460C エンクロージャ： 4U シェルフで、以下を構成：

• 入出力モジュール（ IOM ） × 2

• それぞれに 12 本の NL-SAS ドライブを搭載し、合計 60 本のドラ
イブを搭載したドロワー × 5

• 冗長電源装置とファン

各SG6060とSG6060Xアプライアンスには、合計180本のドライブを搭
載できる拡張シェルフを1台または2台設置できます。

SG6060と6060Xの図

SG6060とSG6060Xの前面は同じです。次の図は、SG6060の前面を示しています。SG6060は、1Uコンピュ
ーティングコントローラ1台、2台のストレージコントローラと5台のドライブドロワーに60本のドライブを搭
載した4Uシェルフ1台で構成されます。

• SG6060の正面図*
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コールアウト 説明

1. 前面ベゼルを取り付けた SG6000-CN コンピューティングコントローラ

2. 前面ベゼルを取り付けた E2860 コントローラシェルフ（オプションの
拡張シェルフも同様）

3. 前面ベゼルを取り外した SG6000-CN のコンピューティングコントロー
ラ

4. 前面ベゼルを取り外した E2860 コントローラシェルフ（オプションの
拡張シェルフも同様）

次の図は、SG6060およびSG6060Xの背面を示しています。コンピューティングコントローラ、ストレージコ
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ントローラ、ファン、電源装置が搭載されています。

• SG6060の背面図*

コールアウト 説明

1. SG6000-CN コンピューティングコントローラの電源装置（ × 2 ）

2. SG6000-CN コンピューティングコントローラのコネクタ

3. E2860 コントローラシェルフのファン（ × 2 ）

4. EシリーズE2800Aストレージコントローラ（×2）とコネクタ

5. E2860 コントローラシェルフの電源装置（ × 2 ）

• SG6060Xの背面図*
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コールアウト 説明

1. SG6000-CN コンピューティングコントローラの電源装置（ × 2 ）

2. SG6000-CN コンピューティングコントローラのコネクタ

3. E2860 コントローラシェルフのファン（ × 2 ）

4. EシリーズE2800Bストレージコントローラ（×2）とコネクタ

5. E2860 コントローラシェルフの電源装置（ × 2 ）

• SG6060とSG6060X拡張シェルフ*

この図は、SG6060とSG6060Xのオプションの拡張シェルフの背面です。これには、入出力モジュール（IOM
）、ファン、電源装置が含まれます。各SG6060およびSG6060Xには、拡張シェルフを1台または2台設置で
きます。拡張シェルフは初期設置時に追加することも、あとから追加することもできます。
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コールアウト 説明

1. 拡張シェルフのファン（ × 2 ）

2. 拡張シェルフの IOM （ × 2 ）

3. 拡張シェルフの電源装置（ × 2 ）

SGF6024 の概要

StorageGRIDWebscale 6024 には、コンピューティングコントローラ、およびソリッド
ステートドライブを 24 本収容できるストレージコントローラシェルフが含まれていま
す。

SGF6024 コンポーネント

SGF6024 アプライアンスには、次のコンポーネントが含まれています。

コンポーネント 説明

コンピューティングコントローラ SG6000-CN コントローラ、 1 ラックユニット（ 1U
）サーバ。次のものが搭載されています。

• 40 コア（ 80 スレッド）

• 192GB の RAM

• 25Gbps アグリゲートイーサネット帯域幅 × 最大
4

• 16Gbps Fibre Channel （ FC ）インターコネクト
× 4

• ベースボード管理コントローラ（ BMC ） - ハー
ドウェア管理を簡素化します

• 冗長電源装置
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コンポーネント 説明

フラッシュアレイ（コントローラシェルフ） E シリーズ EF570 フラッシュアレイ（コントローラ
シェルフとも呼ばれます）。 2U シェルフで、構成は
次のとおりです。

• E シリーズの EF570 コントローラ × 2 （デュプ
レックス構成） - ストレージコントローラのフェ
イルオーバーをサポートします

• ソリッドステートドライブ（ SSD またはフラッ
シュドライブとも呼ばれます） × 24

• 冗長電源装置とファン

SGF6024 の図

次の図は、 SGF6024 の前面です。この SGF6024 には、 1U コンピューティングコントローラ 1 台、 2 台の
ストレージコントローラと 24 本のフラッシュドライブを搭載した 2U エンクロージャ 1 台が含まれていま
す。

コールアウト 説明

1. 前面ベゼルを取り付けた SG6000-CN コンピューテ
ィングコントローラ

2. EF570 フラッシュアレイ、前面ベゼル

3. 前面ベゼルを取り外した SG6000-CN のコンピュー
ティングコントローラ
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コールアウト 説明

4. 前面ベゼルを取り外した EF570 フラッシュアレイ

この図は、コンピューティングコントローラ、ストレージコントローラ、ファン、電源装置を含む SGF6024
の背面を示しています。

コールアウト 説明

1. SG6000-CN コンピューティングコントローラの電源
装置（ × 2 ）

2. SG6000-CN コンピューティングコントローラのコネ
クタ

3. EF570 フラッシュアレイの電源装置（ × 2 ）

4. E シリーズ EF570 ストレージコントローラ（ × 2 ）
とコネクタ

SG6000 アプライアンスのコントローラ

StorageGRID SG6000 アプライアンスの各モデルには、 1U エンクロージャに SG6000-
CN コンピューティングコントローラが搭載され、 2U または 4U エンクロージャにデュ
プレックス E シリーズストレージコントローラが搭載されています。各タイプのコント
ローラの詳細については、次の図を確認してください。

すべてのアプライアンス： SG6000-CN コンピューティングコントローラ

• アプライアンスのコンピューティングリソースを提供します。

• StorageGRID アプライアンスインストーラが搭載されています。
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StorageGRID ソフトウェアは、アプライアンスにプリインストールされていません。この
ソフトウェアは、アプライアンスの導入時に管理ノードから取得されます。

• グリッドネットワーク、管理ネットワーク、クライアントネットワークを含む、 3 つの StorageGRID ネ
ットワークすべてに接続できます。

• E シリーズストレージコントローラに接続し、イニシエータとして機能します。

次の図は、 SG6000-CN の背面にあるコネクタを示しています。

ポート を入力します 使用

1. インターコネクトポート
1~4

16Gb/s Fibre Channel （
FC ）、光ファイバ内蔵

SG6000-CN コントロー
ラを E2800 コントローラ
に接続（各 E2800 に 2 つ
の接続）します。

2. ネットワークポート 1~4 10GbE または 25GbE 。
ケーブルまたは SFP トラ
ンシーバタイプ、スイッ
チ速度、および設定され
たリンク速度に基づきま
す

StorageGRID のグリッド
ネットワークおよびクラ
イアントネットワークに
接続します。

3. BMC 管理ポート 1GbE （ RJ-45 ） SG6000-CN のベースボ
ード管理コントローラに
接続します。

4. 診断とサポート用のポー
ト

• VGA

• シリアル、 115200 8-
N-1

• USB

テクニカルサポート専用
です。

5. 管理ネットワークポート
1

1GbE （ RJ-45 ） SG6000-CN を
StorageGRID の管理ネッ
トワークに接続します。
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ポート を入力します 使用

6. 管理ネットワークポート
2

1GbE （ RJ-45 ） オプション：

• StorageGRID の管理
ネットワークへの冗
長接続を確保するに
は、管理ポート 1 と
ボンディングしま
す。

• 一時的なローカルア
クセス用（ IP
169.254.0.1 ）に空け
ておくことができま
す。

• DHCP によって割り
当てられた IP アドレ
スを使用できない場
合は、設置時の IP 設
定にポート 2 を使用
します。

SG6060とSG6060X：E2800シリーズのストレージコントローラ

• 2 台のコントローラでフェイルオーバーに対応。

• ドライブ上のデータを格納。

• デュプレックス構成では標準の E シリーズコントローラとして機能。

• SANtricity OS ソフトウェア（コントローラファームウェア）を搭載。

• ストレージハードウェアの監視やアラートの管理、 AutoSupport 機能、ドライブセキュリティ機能に対応
した SANtricity System Manager が搭載されています。

• SG6000-CN コントローラに接続して、ストレージへのアクセスを提供します。

SG6060とSG6060Xでは、E2800シリーズのストレージコントローラを使用します。

アプライアンス コントローラ

SG6060 の設計 E2800Aストレージコントローラ×2

SG6060Xの E2800Bストレージコントローラ×2

E2800AにはHICがなく、E2800Bには4ポートのHICが搭載されています。E2800AとE2800Bのストレージコ
ントローラの仕様と機能は、インターコネクトポートの場所を除きます。

同じアプライアンスにE2800AとE2800Bを使用しないでください。

次の図は、E2800シリーズの各コントローラの背面にあるコネクタを示しています。
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• E2800Aストレージコントローラ*

ポート を入力します 使用

1. インターコネクトポート
1 と 2

16Gb/s FC 光ファイバ
SFPA

E2800Aコントローラのそ
れぞれをSG6000-CNコン
トローラに接続しま
す。SG6000-CNコントロ
ーラへの接続は4つ（
各E2800Aから2つ）あり
ます。
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ポート を入力します 使用

2. 管理ポート 1 と 2 1Gb （ RJ-45 ）イーサネ
ット

• ポート 1 のオプショ
ン：

◦ 管理ネットワーク
に接続して、
SANtricity System
Manager に
TCP/IP で直接ア
クセスできるよう
にします

◦ スイッチポートと
IP アドレスを保存
する場合は、有線
を使用しないでく
ださ
い。SANtricity
System Manager
には、グリッドマ
ネージャまたはス
トレージグリッド
アプライアンスイ
ンストーラの UI
を使用してアクセ
スします。

• 注 * ：正確なログタイ
ムスタンプのための
NTP 同期など、オプ
ションの SANtricity 機
能の一部は、ポート 1
を有線接続しないま
まにする場合は使用
できません。

• 注：ポート 1 を有線
接続しない場合は、
StorageGRID 11.5 以
降および SANtricity
11.70 以降が必要で
す。

• ポート 2 はテクニカ
ルサポート専用で
す。

3. 診断とサポート用のポー
ト

• RJ-45 シリアルポート

• マイクロ USB シリア
ルポート

• USB ポート

テクニカルサポート専用
です。
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ポート を入力します 使用

4. ドライブ拡張ポート 1 と
2

12Gb/ 秒 SAS の場合 拡張シェルフの IOM のド
ライブ拡張ポートに接続
します。

• E2800Bストレージコントローラ×

ポート を入力します 使用

1. インターコネクトポート
1 と 2

16Gb/s FC 光ファイバ
SFPA

E2800Bコントローラのそ
れぞれをSG6000-CNコン
トローラに接続しま
す。SG6000-CNコントロ
ーラへの接続は4つ（
各E2800Bから2つ）あり
ます。
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ポート を入力します 使用

2. 管理ポート 1 と 2 1Gb （ RJ-45 ）イーサネ
ット

• ポート 1 のオプショ
ン：

◦ 管理ネットワーク
に接続して、
SANtricity System
Manager に
TCP/IP で直接ア
クセスできるよう
にします

◦ スイッチポートと
IP アドレスを保存
する場合は、有線
を使用しないでく
ださ
い。SANtricity
System Manager
には、グリッドマ
ネージャまたはス
トレージグリッド
アプライアンスイ
ンストーラの UI
を使用してアクセ
スします。

• 注 * ：正確なログタイ
ムスタンプのための
NTP 同期など、オプ
ションの SANtricity 機
能の一部は、ポート 1
を有線接続しないま
まにする場合は使用
できません。

• 注：ポート 1 を有線
接続しない場合は、
StorageGRID 11.5 以
降および SANtricity
11.70 以降が必要で
す。

• ポート 2 はテクニカ
ルサポート専用で
す。

3. 診断とサポート用のポー
ト

• RJ-45 シリアルポート

• マイクロ USB シリア
ルポート

• USB ポート

テクニカルサポート専用
です。
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ポート を入力します 使用

4. ドライブ拡張ポート 1 と
2

12Gb/ 秒 SAS の場合 拡張シェルフの IOM のド
ライブ拡張ポートに接続
します。

SGF6024 ： EF570 ストレージコントローラ

• 2 台のコントローラでフェイルオーバーに対応。

• ドライブ上のデータを格納。

• デュプレックス構成では標準の E シリーズコントローラとして機能。

• SANtricity OS ソフトウェア（コントローラファームウェア）を搭載。

• ストレージハードウェアの監視やアラートの管理、 AutoSupport 機能、ドライブセキュリティ機能に対応
した SANtricity System Manager が搭載されています。

• SG6000-CN コントローラに接続して、フラッシュストレージへのアクセスを提供します。

次の図は、各 EF570 コントローラ背面のコネクタを示しています。

ポート を入力します 使用

1. インターコネクトポート
1 と 2

16Gb/s FC 光ファイバ
SFPA

各 EF570 コントローラを
SG6000-CN コントローラ
に接続します。SG6000-
CN コントローラへの接続
は 4 つ（各 EF570 から 2
つ）あります。

2. 診断とサポート用のポー
ト

• RJ-45 シリアルポート

• マイクロ USB シリア
ルポート

• USB ポート

テクニカルサポート専用
です。

3. ドライブ拡張ポート 12Gb/ 秒 SAS の場合 使用されませ
ん。SGF6024 アプライア
ンスでは、拡張ドライブ
シェルフはサポートされ
ません。
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ポート を入力します 使用

4. 管理ポート 1 と 2 1Gb （ RJ-45 ）イーサネ
ット

• ポート 1 は、ブラウ
ザから SANtricity
System Manager にア
クセスするネットワ
ークに接続します。

• ポート 2 はテクニカ
ルサポート専用で
す。

SG6060とSG6060X：オプションの拡張シェルフの入出力モジュール

拡張シェルフには、ストレージコントローラまたはその他の拡張シェルフに接続する入出力モジュール（
IOM ）が 2 台搭載されています。

ポート を入力します 使用

1. ドライブ拡張ポート 1~4 12Gb/ 秒 SAS の場合 各ポートをストレージコ
ントローラまたは追加の
拡張シェルフ（ある場合
）に接続します。

インストールと導入の概要

StorageGRID ストレージアプライアンスは StorageGRID の初回導入時に設置すること
も、後日拡張の一環として追加することもできます。リカバリ処理の一環としてアプラ
イアンスストレージノードの設置が必要となる場合もあります。

必要なもの

StorageGRID システムが、必要なバージョンの StorageGRID ソフトウェアを使用している。

アプライアンス 必要な StorageGRID のバージョン

SG6060とSG6060X、拡張シェルフがない 11.1.1 以降
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アプライアンス 必要な StorageGRID のバージョン

SG6060とSG6060X（拡張シェルフを使用）（1台ま
たは2台）

11.3 以降

• 注： * 初期導入後に拡張シェルフを追加する場合
は、バージョン 11.4 以降を使用する必要があり
ます。

SGF6024 11.3 以降

インストールと導入のタスク

StorageGRID システムに StorageGRID ストレージアプライアンスを追加するには、主に次の 4 つの手順を実
行します。

1. 設置の準備：

◦ 設置場所の準備

◦ 開梱と内容の確認

◦ 追加機器および工具の入手方法

◦ IP アドレスとネットワーク情報を収集しています

◦ オプション：すべてのアプライアンスデータを暗号化する場合は、外部キー管理サーバ（ KMS ）を
設定します。外部キー管理の詳細については、 StorageGRID の管理手順を参照してください。

2. ハードウェアの設置

◦ ハードウェアの登録

◦ キャビネットまたはラックへのアプライアンスの設置

◦ ドライブを取り付けます

◦ オプションの拡張シェルフの設置（モデルSG6060とSG6060Xのみ、最大2台の拡張シェルフ）

◦ アプライアンスのケーブル接続

◦ 電源コードの接続と電源の投入

◦ ブート時のステータスコードの確認

3. ハードウェアの設定

◦ SANtricity System Manager にアクセスして、 SANtricity システムマネージャを設定します

◦ StorageGRID アプライアンスインストーラへのアクセス、ストレージコントローラの管理ポート 1 の
静的 IP アドレスの設定、および StorageGRID ネットワークへの接続に必要なリンクとネットワーク
IP の設定を行います

◦ SG6000-CN コントローラのベースボード管理コントローラ（ BMC ）インターフェイスへのアクセス

◦ オプション：外部 KMS を使用してアプライアンスデータを暗号化する場合は、ノード暗号化を有効
にします。

◦ オプション： RAID モードを変更する

4. アプライアンスをストレージノードとして導入する：
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タスク 手順

新しい StorageGRID システムにアプライアンスス
トレージノードを導入する

アプライアンスストレージノードを導入する

既存の StorageGRID システムへのアプライアンス
ストレージノードの追加

StorageGRID システムの拡張手順

ストレージノードのリカバリ処理の一環としてアプ
ライアンスストレージノードを導入する

リカバリとメンテナンスの手順

関連情報

設置を準備（ SG6000 ）

ハードウェア（ SG6000 ）を設置

ハードウェア（ SG6000 ）の設定

グリッドを展開します

リカバリとメンテナンス

StorageGRID の管理

設置を準備（ SG6000 ）

StorageGRID アプライアンスを設置するための準備では、設置場所を準備し、必要なす
べてのハードウェア、ケーブル、工具を揃えます。また、 IP アドレスとネットワーク情
報を収集する必要があります。

関連情報

Web ブラウザの要件

サイト（ SG6000 ）を準備する

アプライアンスを設置する前に、設置場所および使用するキャビネットやラックが
StorageGRID アプライアンスの仕様を満たしていることを確認する必要があります。

手順

1. 設置場所の温度、湿度、高度範囲、通気、熱放散の要件を満たしていることを確認します。 配線、電源、
およびアース。詳細については、 NetApp Hardware Universe を参照してください。

2. 設置場所に SGF6024 の SG6060 または 120V AC 電源が 240V になっていることを確認します。

3. 次のサイズのシェルフ（ケーブルなし）が収まる 48.3cm （ 19 インチ）のキャビネットまたはラックを
用意します。
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シェルフのタイプ 高さ 幅 奥行き 最大重量

• SG6060 の
E2860 コントロ
ーラシェルフ *

6.87 インチ

（ 17.46 cm ）

17.66 インチ

（ 44.86 cm ）

38.25 インチ

（ 97.16 cm ）

250 ポンド

（ 113 kg ）

• SG6060 のオプ
ションの拡張シ
ェルフ * （ 1 台
または 2 台）

6.87 インチ

（ 17.46 cm ）

17.66 インチ

（ 44.86 cm ）

38.25 インチ

（ 97.16 cm ）

250 ポンド

（ 113 kg ）

• EF570 コント
ローラシェルフ
* SGF6024

3.35 インチ

（ 8.50 cm ）

17.66 インチ

（ 44.86 cm ）

19.00 インチ

（ 48.26cm ）

51.74 ポンド

（ 23.47 kg ）

• 各アプライアン
スの SG6000-
CN コントロー
ラ *

1.70 インチ

（ 4.32 cm ）

17.32 インチ

（ 44.0 cm ）

32.0 インチ

（ 81.3 cm ）

39 ポンド

（ 17.7 kg ）

4. アプライアンスの設置場所を決定します。

E2860 コントローラシェルフまたはオプションの拡張シェルフを設置する場合は、機器の
転倒を防ぐために、ラックまたはキャビネットの一番下から順にハードウェアを設置して
ください。最も重い機器をキャビネットまたはラックの一番下に設置するには、 E2860 コ
ントローラシェルフおよび拡張シェルフの上に SG6000-CN コントローラを設置します。

設置作業を行う前に、アプライアンスに付属の 0.5m 光ケーブル、または用意したケーブル
の長さが、計画したレイアウトに十分であることを確認してください。

関連情報

"NetApp Hardware Universe の略"

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

開梱（ SG6000 ）

StorageGRID アプライアンスを設置する前にすべて開梱し、内容物を納品書の項目と比
較します。

SG6060とSG6060X

• * SG6000-CN コントローラ *

• * ドライブを取り付けていない E2860 コントローラシェルフ *
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• ※前面ベゼル × 2

• * レールキット 2 個、取扱説明書付き *

• * ドライブ 60 台（ SSD 2 台、 NL-SAS 58 台） *

• * ハンドル 4 個 *

• * 角穴ラック取り付け用のバックブラケットとケージナット *
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SG6060とSG6060X拡張シェルフ

• * ドライブを取り付けていない拡張シェルフ *

• * フロントベゼル *

• *60 NL-SAS ドライブ *

• * レールキット 1 個、取扱説明書付き *

• * ハンドル 4 個 *
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• * 角穴ラック取り付け用のバックブラケットとケージナット *

SGF6024

• * SG6000-CN コントローラ *

• * 24 本のソリッドステート（フラッシュ）ドライブを搭載した EF570 フラッシュアレイ *

• ※前面ベゼル × 2

• * レールキット 2 個、取扱説明書付き *

• * シェルフエンドキャップ *
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ケーブルとコネクタ

StorageGRID アプライアンスには、出荷時に次のケーブルとコネクタが付属しています。

• * お住まいの国に対応した電源コード 4 本 *

キャビネットによっては、アプライアンスに付属している電源コードではなく特別な電源コードを使用す
る場合があります。

• * 光ケーブルと SFP トランシーバ *

FC インターコネクトポート用の光ケーブル × 4

16Gb/s FC 対応の SFP+ トランシーバ × 4

• *オプション：各SG6060またはSG6060X拡張シェルフ*を接続するためのSASケーブル2本

追加の機器と工具（ SG6000 ）の入手

StorageGRID アプライアンスを設置する前に、必要な追加機器や工具がすべて揃ってい
ることを確認します。

ハードウェアの設置と設定を行うには、次の追加機器が必要です。

• * ドライバ *

フィリップス番号2 本のドライバ

23



中型マイナスドライバ

• * 静電気防止用リストストラップ *

• * 光ケーブルと SFP トランシーバ *

次のいずれかを用意する必要があります。

◦ SG6000-CN コントローラで使用する 10 / 25GbE ポート用に TwinAx ケーブルまたは光ケーブルを
1~4 本

◦ 光ケーブルを 10GbE のリンク速度で使用する場合は、 10 / 25GbE ポート用に SFP+ トランシーバを
1~4 個

◦ 光ケーブルを 25GbE のリンク速度で使用する場合は、 10 / 25GbE ポート用に SFP28 トランシーバ
を 1~4 個

• * RJ-45 （ Cat5 / Cat5e / Cat6 ）イーサネットケーブル *

• * サービスラップトップ *

サポートされている Web ブラウザ

1GbE （ RJ-45 ）ポート
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• * オプションのツール *

ヘッドビット付き電源ドリル

懐中電灯

60 ドライブシェルフのリフト機を使用します

アプライアンスのネットワーク接続（ SG6000 ）を確認する

StorageGRID アプライアンスを設置する前に、アプライアンスに接続できるネットワー
クを確認しておく必要があります。

StorageGRID アプライアンスを StorageGRID システムのストレージノードとして導入する場合は、次のネッ
トワークに接続できます。

• * StorageGRID のグリッドネットワーク * ：グリッドネットワークは、すべての内部 StorageGRID トラ
フィックに使用されます。このネットワークによって、グリッド内のすべてのノードが、すべてのサイト
およびサブネットにわたって相互に接続されます。グリッドネットワークは必須です。

• * StorageGRID の管理ネットワーク * ：管理ネットワークは、システムの管理とメンテナンスに使用する
クローズドネットワークです。管理ネットワークは通常はプライベートネットワークであり、サイト間で
ルーティング可能にする必要はありません。管理ネットワークはオプションです。

• * StorageGRID のクライアントネットワーク： * クライアントネットワークは、 S3 や Swift などのクライ
アントアプリケーションへのアクセスを可能にするオープンネットワークです。クライアントネットワー
クはグリッドへのクライアントプロトコルアクセスを提供するため、グリッドネットワークを分離してセ
キュリティを確保できます。クライアントネットワークはオプションです。

• * SANtricity System Manager 用管理ネットワーク * （オプション）：このネットワークは、ストレージコ
ントローラ上の SANtricity システムマネージャへのアクセスを提供し、ストレージコントローラシェルフ
内のハードウェアコンポーネントの監視と管理を可能にします。この管理ネットワークは、 StorageGRID
の管理ネットワークと同じにすることも、独立した管理ネットワークにすることもできます。

オプションの SANtricity System Manager ネットワークが接続されていないと、 SANtricity の一部の機能
を使用できない場合があります。

• * SG6000-CN コントローラの BMC 管理ネットワーク * （オプション）：このネットワークは SG6000-
CN 内のベースボード管理コントローラへのアクセスを提供し、 SG6000-CN コントローラのハードウェ
アコンポーネントの監視と管理を可能にします。この管理ネットワークは、 StorageGRID の管理ネット
ワークと同じにすることも、独立した管理ネットワークにすることもできます。

オプションの BMC 管理ネットワークが接続されていないと、一部のサポート手順およびメンテナンス手
順の実行が困難になります。BMC 管理ネットワークは、サポート目的で必要な場合を除き、接続しない
でください。
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StorageGRID ネットワークの詳細については、 _ グリッド入門 _ を参照してください。

関連情報

設置情報（ SG6000 ）の収集

アプライアンスをケーブル接続（ SG6000 ）

SG6000-CN コントローラのポートボンディングモード

ネットワークガイドライン

SG6000-CN コントローラのポートボンディングモード

SG6000-CN のネットワークリンクを設定する場合は、グリッドネットワークとオプシ
ョンのクライアントネットワークに接続する 10 / 25GbE ポート、およびオプションの管
理ネットワークに接続する 1GbE 管理ポートに対してポートボンディングを使用できま
す。ポートボンディングを使用すると、 StorageGRID ネットワークとアプライアンスの
間のパスが冗長化されるため、データの保護に役立ちます。

関連情報

ネットワークリンク（ SG6000 ）の設定

10 / 25GbE ポートのネットワークボンディングモード

SG6000-CN コントローラの 10 / 25GbE ネットワークポートは、グリッドネットワーク
およびクライアントネットワーク接続用に、 Fixed または Aggregate のポートボンディ
ングモードをサポートします。

Fixed ポートボンディングモード

固定モードは、 10 / 25GbE ネットワークポートのデフォルトの設定です。

コールアウト ボンディングされるポート

C このネットワークを使用する場合、ポート 1 とポー
ト 3 がクライアントネットワーク用にボンディング
されます。

G ポート 2 とポート 4 がグリッドネットワーク用にボ
ンディングされます。
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Fixed ポートボンディングモードを使用する場合は、 Active-Backup モードまたは Link Aggregation Control
Protocol （ LACP ）（ 802.3ad ）モードを使用してポートをボンディングできます。

• Active-Backup モード（デフォルト）では、一度に 1 つのポートのみがアクティブになります。アクティ
ブポートで障害が発生すると、バックアップポートが自動的にフェイルオーバーして接続が継続されま
す。ポート 4 がポート 2 のバックアップパスとなり（グリッドネットワーク）、ポート 3 がポート 1 の
バックアップパスとなります（クライアントネットワーク）。

• LACP モードでは、各ポートペアでコントローラとネットワークの間の論理チャネルが形成され、スルー
プットが向上します。一方のポートで障害が発生しても、もう一方のポートは引き続きチャネルを提供し
ます。スループットは低下しますが、接続に影響はありません。

冗長な接続が不要な場合は、各ネットワークで使用できるポートは 1 つだけです。ただし、
StorageGRID のインストール後に Grid Manager でアラートがトリガーされてリンクが停止し
たことが通知される。このポートは切断されているため、このアラートは安全に無効にするこ
とができます。Grid Manager から * Alert * > * Rules * を選択し、ルールを選択して * Edit rule
* をクリックします。次に、 [enabled] チェックボックスをオフにします。

Aggregate ポートボンディングモード

アグリゲートポートボンディングモードを使用すると、各 StorageGRID ネットワークのスループットが大幅
に向上し、追加のフェイルオーバーパスも確保されます。

コールアウト ボンディングされるポート

1. 接続されたすべてのポートを 1 つの LACP ボンドに
グループ化して、すべてのポートをグリッドネット
ワークとクライアントネットワークのトラフィック
に使用できるようにします。

アグリゲートポートボンディングモードを使用する場合は、次の点に注意してください。

• LACP ネットワークボンディングモードを使用する必要があります。

• 各ネットワークに一意の VLAN タグを指定する必要があります。この VLAN タグが各ネットワークパケッ
トに追加され、ネットワークトラフィックが正しいネットワークにルーティングされます。

• VLAN と LACP をサポートするスイッチにポートを接続する必要があります。複数のスイッチを LACP ボ
ンドに加える場合は、対象のスイッチが Multi-Chassis Link Aggregation （ MLAG ）グループまたは同等
の機能をサポートしていることが必要です。

• VLAN 、 LACP 、 MLAG などを使用するようにスイッチを設定する方法について理解しておく必要があ
ります。

4 つの 10 / 25GbE ポートをすべて使用する必要がない場合、使用するポートの数は 1~3 のいくつでもかまい
ません。複数のポートを使用すると、 10 / 25GbE ポートの 1 つに障害が発生した場合でも、ネットワーク接
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続を確保できる可能性が高くなります。

4つのポート全部を使用しない場合は、アプライアンスノードをインストールしたあとに、ケー
ブルが取り外されていることを示す*サービスアプライアンスリンク停止*アラートがGrid
Managerでトリガーされることがあります。トリガーされたアラートに対してこのアラートル
ールを安全に無効にすることができます。Grid Manager で * alerts * > * Rules * を選択し、ル
ールを選択して * Edit rule * をクリックします。次に、 [enabled] チェックボックスをオフにし
ます。

1GbE 管理ポートのネットワークボンディングモード

SG6000-CN コントローラの 2 つの 1GbE 管理ポートでは、独立したネットワークボン
ディングモードまたは Active-Backup ネットワークボンディングモードを選択してオプ
ションの管理ネットワークに接続できます。

Independent モードでは、左側の管理ポートだけが管理ネットワークに接続されます。このモードではパスは
冗長化されません。右側の管理ポートは接続されず、一時的なローカル接続（ IP アドレス 169.254.0.1 ）に
使用できます。

Active-Backup モードでは、両方の管理ポートが管理ネットワークに接続されます。一度に 1 つのポートのみ
がアクティブになります。アクティブポートで障害が発生すると、バックアップポートが自動的にフェイルオ
ーバーして接続が継続されます。これら 2 つの物理ポートを 1 つの論理管理ポートにボンディングすること
で、管理ネットワークへのパスが冗長化されます。

1GbE 管理ポートが Active-Backup モードに設定されている場合に SG6000-CN コントローラ
への一時的なローカル接続が必要となった場合は、両方の管理ポートからケーブルを取り外
し、一時的なケーブルを右側の管理ポートに接続し、 IP アドレス 169.254.0.1 を使用してアプ
ライアンスにアクセスしてください。

コールアウト ネットワークボンディングモード

A 両方の管理ポートが、管理ネットワークに接続され
た 1 つの論理管理ポートにボンディングされます。

私 左側のポートが管理ネットワークに接続されます。
右側のポートは一時的なローカル接続（ IP アドレス
169.254.0.1 ）に使用できます。

設置情報（ SG6000 ）の収集

StorageGRID アプライアンスを設置および設定する際に、イーサネットスイッチポー
ト、 IP アドレス、およびポートとネットワークのボンディングモードについて決定し、
関連情報を収集する必要があります。
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このタスクについて

次の表を使用して、アプライアンスに接続する各ネットワークの必要な情報を記録できます。これらの値は、
ハードウェアの設置と設定に必要です。

ストレージコントローラの SANtricity System Manager に接続するために必要な情報

アプライアンスの両方のストレージコントローラ（E2800シリーズコントローラまたはEF570コントローラ）
を、SANtricity System Managerで使用する管理ネットワークに接続する必要があります。コントローラは次
のように各アプライアンスに配置されています。

• SG6060とSG6060X：コントローラAが上部に、コントローラBが下部に配置されています。

• SGF6024 ：コントローラ A が左側、コントローラ B が右側にあります。

必要な情報 コントローラ A の値 コントローラ B の値

管理ポート1に接続するイーサネッ
トスイッチポート（E2800Aコント
ローラのP1、E2800Bコントローラ
の0aにラベル）

管理ポート1のMACアドレス
（E2800AコントローラのポートP1
の近くのラベルに記載、E2800Bコ
ントローラのポート0aに記載）

DHCP によって管理ポート 1 に割
り当てられた IP アドレス（電源投
入後に使用可能な場合）

• 注： * ストレージコントローラ
に接続するネットワークに
DHCP サーバがある場合、ネ
ットワーク管理者は MAC アド
レスを使用して DHCP サーバ
によって割り当てられた IP ア
ドレスを特定できます。

29



必要な情報 コントローラ A の値 コントローラ B の値

管理ネットワークでアプライアン
スに使用する静的 IP アドレス

IPv4 の場合：

• IPv4 アドレス：

• サブネットマスク：

• ゲートウェイ

IPv6 の場合：

• IPv6 アドレス：

• ルーティング可能な IP アドレ
ス：

• ストレージコントローラルータ
の IP アドレス：

IPv4 の場合：

• IPv4 アドレス：

• サブネットマスク：

• ゲートウェイ

IPv6 の場合：

• IPv6 アドレス：

• ルーティング可能な IP アドレ
ス：

• ストレージコントローラルータ
の IP アドレス：

IP アドレスの形式 1 つ選択してください：

• IPv4

• IPv6

1 つ選択してください：

• IPv4

• IPv6

速度と二重モード

• 注： SANtricity システムマネー
ジャ管理ネットワークのイーサ
ネットスイッチが自動ネゴシエ
ーションに設定されていること
を確認してください。

次の値でなければなりません

• Autonegotiate （デフォルト）

次の値でなければなりません

• Autonegotiate （デフォルト）

SG6000-CN コントローラを管理ネットワークに接続するために必要な情報

StorageGRID の管理ネットワークは、システムの管理とメンテナンスに使用するオプションのネットワーク
です。アプライアンスは、 SG6000-CN コントローラの次の 1GbE 管理ポートを使用して管理ネットワーク
に接続します。

必要な情報 あなたの価値

管理ネットワークが有効になりました 1 つ選択してください：

• いいえ

• ○（デフォルト）
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必要な情報 あなたの価値

ネットワークボンディングモード 1 つ選択してください：

• Independent （デフォルト）

• アクティブ / バックアップ

図の赤い丸で示された左側のポートのスイッチポー
ト（ Independent ネットワークボンディングモード
のデフォルトのアクティブポート）

図の赤い丸で示されている右側のポートのスイッチ
ポート（ Active-Backup ネットワークボンディングモ
ードの場合のみ）

管理ネットワークポートの MAC アドレス

• 注： SG6000-CN コントローラの前面にある
MAC アドレスラベルには、 BMC 管理ポートの
MAC アドレスが記載されています。管理ネット
ワークポートの MAC アドレスを特定するには、
ラベルに記載された 16 進数に * 2 * を追加する必
要があります。たとえば、ラベルに記載されてい
る MAC アドレスの末尾が * 09 * の場合、管理ポ
ートの MAC アドレスの末尾は * 0B * となりま
す。ラベルに記載された MAC アドレスの末尾が
* （ y） FF* の場合、管理ポートの MAC アドレ
スの末尾は * （ y+1 ） 01 * となります。この計
算を簡単に行うには、 Windows で Calculator を
開き、 Programmer モードに設定して Hex を選
択し、 MAC アドレスを入力してから、 +2= と入
力します。

DHCP によって割り当てられた管理ネットワークポ
ートの IP アドレス（電源投入後に使用可能な場合）

• 注： * DHCP によって割り当てられた IP アドレ
スは、 MAC アドレスを使用して特定できます。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

管理ネットワークでアプライアンスストレージノー
ドに使用する静的 IP アドレス

• 注： * ネットワークにゲートウェイがない場合
は、同じ静的 IPv4 アドレスをゲートウェイに指
定してください。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

管理ネットワークのサブネット（ CIDR ）
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SG6000-CN コントローラの 10 / 25GbE ポートの接続と設定に必要な情報

SG6000-CN コントローラの 4 つの 10 / 25GbE ポートは、 StorageGRID のグリッドネットワーク、およびオ
プションのクライアントネットワークに接続します。

必要な情報 あなたの価値

リンク速度 1 つ選択してください：

• auto （デフォルト）

• 10GbE の場合

• 25GbE

ポートボンディングモード 1 つ選択してください：

• Fixed （デフォルト）

• アグリゲート

ポート 1 のスイッチポート（固定モードのクライア
ントネットワーク）

ポート 2 のスイッチポート（ Fixed モードのグリッ
ドネットワーク）

ポート 3 のスイッチポート（固定モードのクライア
ントネットワーク）

ポート 4 のスイッチポート（ Fixed モードのグリッ
ドネットワーク）

SG6000-CN コントローラをグリッドネットワークに接続するために必要な情報

StorageGRID のグリッドネットワークは、内部のすべての StorageGRID トラフィックに使用される必須のネ
ットワークです。アプライアンスは、 SG6000-CN コントローラの 10 / 25GbE ポートを使用してグリッドネ
ットワークに接続します。

必要な情報 あなたの価値

ネットワークボンディングモード 1 つ選択してください：

• Active-Backup （デフォルト）

• LACP （ 802.3ad ）
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必要な情報 あなたの価値

VLAN タギングが有効です 1 つ選択してください：

• いいえ（デフォルト）

• はい。

VLAN タグ（ VLAN タギングが有効な場合） 0~4095 の値を入力してください：

電源投入後に使用可能な場合、 DHCP によってグリ
ッドネットワークに割り当てられた IP アドレス

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

グリッドネットワークでアプライアンスストレージ
ノードに使用する静的 IP アドレス

• 注： * ネットワークにゲートウェイがない場合
は、同じ静的 IPv4 アドレスをゲートウェイに指
定してください。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

グリッドネットワークのサブネット（ CIDRs ）

SG6000-CN コントローラをクライアントネットワークに接続するために必要な情報

StorageGRID のクライアントネットワークは、一般にグリッドへのクライアントプロトコルアクセスを可能
にするために使用する、オプションのネットワークです。アプライアンスは、 SG6000-CN コントローラの
10 / 25GbE ポートを使用してクライアントネットワークに接続します。

必要な情報 あなたの価値

クライアントネットワークが有効になりました 1 つ選択してください：

• いいえ（デフォルト）

• はい。

ネットワークボンディングモード 1 つ選択してください：

• Active-Backup （デフォルト）

• LACP （ 802.3ad ）

VLAN タギングが有効です 1 つ選択してください：

• いいえ（デフォルト）

• はい。

VLAN タグ（ VLAN タギングが有効な場合） 0~4095 の値を入力してください：
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必要な情報 あなたの価値

電源投入後に DHCP によってクライアントネットワ
ークに割り当てられた IP アドレスがある場合は

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

クライアントネットワークでアプライアンスストレ
ージノードに使用する静的 IP アドレス

• 注： * クライアントネットワークが有効になって
いる場合、コントローラのデフォルトルートでは
ここで指定したゲートウェイが使用されます。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

SG6000-CN コントローラを BMC 管理ネットワークに接続するために必要な情報

SG6000-CN コントローラの BMC インターフェイスには、次の 1GbE 管理ポートを使用してアクセスできま
す。このポートは、 Intelligent Platform Management Interface （ IPMI ）標準を使用した、イーサネット経由
でのコントローラハードウェアのリモート管理をサポートします。

必要な情報 あなたの価値

BMC 管理ポートに接続するイーサネットスイッチポ
ート（赤枠内）

電源投入後に DHCP によって BMC 管理ネットワー
クに割り当てられた IP アドレスがある場合は

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

BMC 管理ポートに使用する静的 IP アドレス • IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

関連情報

SG6000 アプライアンスのコントローラ

アプライアンスのネットワーク接続（ SG6000 ）を確認する

SG6000-CN コントローラのポートボンディングモード

アプライアンスをケーブル接続（ SG6000 ）

StorageGRID IP アドレスを設定する

34



ハードウェア（ SG6000 ）を設置

ハードウェアの設置作業では、 SG6000-CN コントローラとストレージコントローラシ
ェルフをキャビネットまたはラックに設置し、ケーブルを接続し、電源を投入します。

ハードウェアを登録

アプライアンスハードウェアを登録するとサポートを受けられるようになります。

手順

1. ストレージコントローラシェルフのシャーシのシリアル番号を確認します。

この番号は、納品書や確認用 E メールで確認できるほか、開梱したアプライアンスにも記載されていま
す。

ストレージアプライアンスには複数のシリアル番号があります。ストレージコントローラ
シェルフのシリアル番号は、アプライアンスのサービスまたはサポートを受けるために登
録して使用する必要がある番号です。

2. ネットアップサポートサイトにアクセスします "mysupport.netapp.com"。

3. ハードウェアの登録が必要かどうかを確認します。

ユーザのタイプとアクセス方法 実行する手順

ネットアップの既存のお客様 a. ユーザ名とパスワードを使用してサインインし
ます。

b. [ 製品 >*My Products ] を選択します。

c. 新しいシリアル番号が表示されていることを確
認します。

d. 表示されていない場合は、ネットアップの新規
のお客様向けの手順に従ってください。

ネットアップの新規のお客様 a. [ 今すぐ登録 ] をクリックしてアカウントを作成
します。

b. [Products>*Register Products*] を選択しま
す。

c. 製品のシリアル番号と要求された詳細情報を入
力します。

登録が承認されると、必要なソフトウェアをダウン
ロードできます。承認プロセスには最大 24 時間か
かる場合があります。
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SG6060とSG6060X：60ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置

キャビネットまたはラックに E2860 コントローラシェルフ用のレール一式を取り付け、
レールにコントローラシェルフをスライドさせます。60 ドライブ拡張シェルフを設置す
る場合は、同じ手順 が適用されます。

必要なもの

• 同梱されている安全上の注意に関するドキュメントを確認し、ハードウェアの移動と設置に関する注意事
項を理解しておきます。

• レールキットに手順書が同梱されていることを確認します。

ドライブが取り付けられていない状態の 60 ドライブシェルフの重量は、約 60kg （ 132 ポンド
）です。シェルフを安全に移動するには、 4 名の人員または電動リフトが必要です。

ハードウェアの損傷を避けるため、ドライブを取り付けた状態でシェルフを移動しないでくだ
さい。シェルフを移動する前に、ドライブをすべて取り外す必要があります。

E2860 コントローラシェルフまたはオプションの拡張シェルフを設置する場合は、機器の転倒
を防ぐために、ラックまたはキャビネットの一番下から順にハードウェアを設置してくださ
い。最も重い機器をキャビネットまたはラックの一番下に設置するには、 E2860 コントローラ
シェルフおよび拡張シェルフの上に SG6000-CN コントローラを設置します。

設置作業を行う前に、アプライアンスに付属の 0.5m 光ケーブル、または用意したケーブルの
長さが、計画したレイアウトに十分であることを確認してください。

手順

1. キャビネットまたはラックにレールを取り付ける際には、レールキットの手順書に慎重に従ってくださ
い。

角穴キャビネットの場合は、最初に付属のケージナットを取り付けて、シェルフの前面と背面をネジで固
定する必要があります。

2. アプライアンスの外箱を取り外します。次に、内側のボックスのフラップを折りたたみます。

3. アプライアンスを手で持ち上げる場合は、シャーシの側面に 4 つのハンドルを取り付けます。

各ハンドルをカチッと所定の位置に収まるまで押し上げます。
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4. シェルフの背面（コネクタ側）をレールに配置します。

5. シェルフを底から支えながら、キャビネットにスライドさせます。ハンドルを使用している場合は、サム
ラッチを使用して、シェルフをスライドさせながら一度に 1 つずつハンドルを外します。

ハンドルを取り外すには、リリースラッチを後方に引き、押し下げてシェルフから引き出します。

6. シェルフをキャビネットの前面に固定します。

シェルフの両側の上部から 1 番目と 3 番目の穴にネジを差し込みます。

7. シェルフをキャビネットの背面に固定します。

シェルフの背面上部の両側に 2 つの後部ブラケットを配置します。各ブラケットの 1 番目と 3 番目の穴に
ネジを差し込みます。
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8. すべての拡張シェルフについて、上記の手順を繰り返します。

SG6060とSG6060X：ドライブの設置

60 ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置したら、シェルフに 60 本のド
ライブをすべて取り付ける必要があります。E2860 コントローラシェルフには SSD ド
ライブが 2 本同梱されており、これらをコントローラシェルフ上段のドロワーに取り付
ける必要があります。オプションの拡張シェルフには HDD ドライブが 60 本同梱されて
いますが、 SSD ドライブは同梱され

必要なもの

E2860 コントローラシェルフまたはオプションの拡張シェルフ（ 1 台または 2 台）をキャビネットまたはラ
ックに設置しておきます。

ハードウェアの損傷を避けるため、ドライブを取り付けた状態でシェルフを移動しないでくだ
さい。シェルフを移動する前に、ドライブをすべて取り外す必要があります。

手順

1. ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメタル
アースに固定します。

2. ドライブをパッケージから取り出します。

3. 上部ドライブドロワーのレバーを解放し、レバーを使用してドロワーを引き出します。

4. 2 本の SSD ドライブを確認します。

拡張シェルフでは SSD ドライブを使用しません。

5. 各ドライブのハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。

6. 2 本の SSD ドライブをスロット 0 と 1 （ドロワーの左側にある最初の 2 つのスロット）に取り付けま
す。
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7. 各ドライブをスロットに慎重に配置し、持ち上げたドライブのハンドルをカチッと所定の位置に収まるま
で下げます。

8. 10 本の HDD ドライブを上段のドロワーに取り付けます。

9. ドロワーの中央を押し、両方のレバーを静かに閉じてドロワーを元の位置に戻します。

しっかりはまったら、ドロワーを押すのを止めます。ドロワーの前面にあるリリースレバ
ーを使ってドロワーを引き出します。次に、ドロワーを慎重にスロットに挿入し直しま
す。

10. 残りの 4 つのドロワーに HDD ドライブを取り付ける場合は、上記の手順を繰り返します。

正しく動作させるためには、 60 本のドライブをすべて取り付ける必要があります。

11. 前面ベゼルをシェルフに取り付けます。

12. 拡張シェルフを使用する場合は、上記の手順を繰り返して、それぞれの拡張シェルフの各ドロワーに
HDD ドライブを 12 本取り付けます。

13. キャビネットまたはラックに SG6000-CN を設置する手順に進みます。

SGF6024 ： 24 ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置します

EF570 コントローラシェルフ用のレールをキャビネットまたはラックに取り付け、レー
ルにアレイをスライドさせます。

必要なもの
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• 同梱されている安全上の注意に関するドキュメントを確認し、ハードウェアの移動と設置に関する注意事
項を理解しておきます。

• レールキットに手順書が同梱されていることを確認します。

手順

1. キャビネットまたはラックにレールを取り付ける際には、レールキットの手順書に慎重に従ってくださ
い。

角穴キャビネットの場合は、最初に付属のケージナットを取り付けて、シェルフの前面と背面をネジで固
定する必要があります。

2. アプライアンスの外箱を取り外します。次に、内側のボックスのフラップを折りたたみます。

3. シェルフの背面（コネクタ側）をレールに配置します。

フル装備のシェルフの重量は、約 24kg （ 52 ポンド）です。エンクロージャを安全に移動
するには、 2 名で運搬する必要があります。

4. シェルフを慎重にレールにスライドさせて、奥まで押し込みます。

シェルフを奥まで入るよう、レールの調整が必要になる場合があります。

シェルフの設置が完了したあとにレールにその他の機器を置かないでください。レールは
シェルフ以外の機器の重量を支えるようには設計されていません。

必要に応じて、シェルフのエンドキャップやシステムベゼルを取り外してエンクロージャ
をラックポストに固定しなければならない場合があります。その場合は、作業が終わった
らエンドキャップやベゼルを交換する必要があります。

5. 取り付け用ブラケット（エンクロージャ前面の両側に取り付け済み）、ラックまたはシステムキャビネッ
トの穴、およびレール前面の穴に 2 本の M5 ネジを通し、エンクロージャをキャビネットまたはラックと
レールの前面に固定します。
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6. シェルフのブラケットとレールキットブラケットに 2 本の M5 ネジを通して、エンクロージャをレールの
背面に固定します。

7. 必要に応じて、シェルフのエンドキャップまたはシステムベゼルを交換します。

SG6000-CN ：キャビネットまたはラックに設置します

キャビネットまたはラックに SG6000-CN コントローラのレールを 1 組取り付け、レー
ルにコントローラをスライドさせます。

必要なもの

• 同梱されている安全上の注意に関するドキュメントを確認し、ハードウェアの移動と設置に関する注意事
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項を理解しておきます。

• レールキットに手順書が同梱されていることを確認します。

• E2860 コントローラシェルフとドライブまたは EF570 コントローラシェルフを取り付けておきます。

手順

1. キャビネットまたはラックにレールを取り付ける際には、レールキットの手順書に慎重に従ってくださ
い。

2. キャビネットまたはラックに取り付けた 2 本のレールで、カチッという音がするまでレールの可動部分を
伸ばします。

3. SG6000-CN コントローラをレールに挿入します。

4. コントローラをキャビネットまたはラックにスライドさせます。

コントローラが途中でひっかかる場合は、シャーシの両側にある青いラッチを引いて、コントローラを奥
までスライドさせます。
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コントローラの電源を入れるまでは、前面ベゼルを取り付けないでください。

5. コントローラの前面パネルの非脱落型ネジを締めて、コントローラをラックに固定します。

アプライアンスをケーブル接続（ SG6000 ）

ストレージコントローラを SG6000-CN コントローラに接続し、 3 台すべてのコントロ
ーラの管理ポートを接続して、 SG6000-CN コントローラのネットワークポートを
StorageGRID のグリッドネットワークとオプションのクライアントネットワークに接続
する必要があります。

必要なもの

• アプライアンスに付属する 4 本の光ケーブルを使用して、 2 台のストレージコントローラを SG6000-CN
コントローラに接続します。

• 管理ポートを接続するための RJ-45 イーサネットケーブルを最低 4 本用意しておきます。

• ネットワークポートに次のいずれかを設定しておきます。これらはアプライアンスには付属していませ
ん。

43



◦ 4 つのネットワークポートを接続するための TwinAx ケーブルを 1~4 本。

◦ ポートに光ケーブルを使用する場合は、 SFP+ または SFP28 トランシーバを 1~4 個。

* レーザー被ばくの危険性 * — SFP トランシーバを分解したり部品を取り外したりしな
いでください。レーザー被ばくのおそれがあります。

このタスクについて

ここでは、次のアプライアンスのケーブル接続手順について説明します。

• SG6060とSG6060X

• SGF6024

SG6060またはSG6060Xをケーブル接続します

次の図は、SG6060とSG6060Xアプライアンスの3台のコントローラと、SG6000-CNのコンピューティングコ
ントローラが上部に、E2800の2台のストレージコントローラが下部にある構成を示しています。

SG6060にはE2800Aコントローラ、SG6060XにはE2800Bコントローラが搭載されていま
す。E2800コントローラの仕様と機能はどちらのバージョンもインターコネクトポートの場所
を除いて同じです。

同じアプライアンスにE2800AコントローラとE2800Bコントローラを使用しないでください。

• SG6060からE2800Aへの接続*

• SG6060XからE2800Bへの接続*
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SGF6024をケーブル接続します

次の図は、 SGF6024 アプライアンスの 3 台のコントローラを示しています。 SG6000-CN コンピューティン
グコントローラが上部に、 2 台の EF570 ストレージコントローラがコンピューティングコントローラの下側
にそれぞれ配置されています。

ポート ポートのタイプ 機能

1. SG6000-CN コントロー
ラの BMC 管理ポート

1GbE （ RJ-45 ） BMC インターフェイスにアクセスする
ネットワークに接続します。
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ポート ポートのタイプ 機能

2. FC 接続ポート：

• SG6000-CN コントロ
ーラで 4 つ

• 各ストレージコント
ローラに 2 つ

16Gb/s FC 光ファイバ
SFP+

各ストレージコントローラを SG6000-
CN コントローラに接続します。

3. SG6000-CN コントロー
ラの 4 つのネットワーク
ポート

10 / 25GbE StorageGRID のグリッドネットワーク
およびクライアントネットワークに接
続します。

4. SG6000-CN コントロー
ラの管理ネットワークポ
ート（図の P1 ）

1GbE （ RJ-45 ）

• 重要： * このポートは
1000BASE-T / 全二重
でのみ動作し、 10 メ
ガビットまたは 100
メガビットの速度は
サポートしません。

SG6000-CN コントローラを
StorageGRID の管理ネットワークに接
続します。

SG6000-CN コントロー
ラの右端の RJ-45 ポート

1GbE （ RJ-45 ）

• 重要： * このポートは
1000BASE-T / 全二重
でのみ動作し、 10 メ
ガビットまたは 100
メガビットの速度は
サポートしません。

• 管理ネットワークへの冗長接続が必
要な場合は、管理ポート 1 とボンデ
ィングできます。

• 一時的なローカルアクセス用（ IP
169.254.0.1 ）に空けておくことが
できます。

• DHCP によって割り当てられた IP
アドレスを使用できない場合は、設
置時に SG6000-CN コントローラを
サービスラップトップに接続するた
めにを使用できます。

5. 各ストレージコントロー
ラの管理ポート 1

1GbE （ RJ-45 ） SANtricity System Manager にアクセス
するネットワークに接続します。

各ストレージコントロー
ラの管理ポート 2

1GbE （ RJ-45 ） テクニカルサポート専用です。

手順

1. イーサネットケーブルを使用して、 SG6000-CN コントローラの BMC 管理ポートを管理ネットワークに
接続します。

この接続はオプションですが、サポート用に接続することを推奨します。

2. ストレージコントローラの 4 本の光ケーブルと 4 個の SFP+ トランシーバを使用して、各ストレージコン
トローラの 2 つの FC ポートを SG6000-CN コントローラの FC ポートに接続します。
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3. SG6000-CN コントローラのネットワークポートを、 TwinAx ケーブル、または光ケーブルと SFP+ また
は SFP28 トランシーバを使用して、適切なネットワークスイッチに接続します。

4 つのネットワークポートで同じリンク速度を使用する必要があります。10GbE のリンク
速度を使用する場合は、 SFP+ トランシーバを取り付けます。25GbE のリンク速度を使用
する場合は、 SFP28 トランシーバを取り付けます。

◦ 固定ポートボンディングモード（デフォルト）を使用する場合は、次の表のように各ポートを
StorageGRID のグリッドネットワークまたはクライアントネットワークに接続します。

ポート 接続先

ポート 1 クライアントネットワーク（オプション）

ポート 2 Grid ネットワーク

ポート 3 クライアントネットワーク（オプション）

ポート 4. Grid ネットワーク

◦ アグリゲートポートボンディングモードを使用する場合は、 1 つ以上のネットワークポートを 1 つ以
上のスイッチに接続します。単一点障害を回避するために、 4 つのポートのうち少なくとも 2 つを接
続する必要があります。1 つの LACP ボンドに複数のスイッチを使用する場合は、スイッチが MLAG
または同等の機能をサポートしている必要があります。

4. StorageGRID の管理ネットワークを使用する場合は、 SG6000-CN コントローラの管理ネットワークポー
トをイーサネットケーブルで管理ネットワークに接続します。

5. SANtricity System Managerの管理ネットワークを使用する場合は、イーサネットケーブルを使用して、各
ストレージコントローラ（左側のRJ-45ポート）の管理ポート1（E2800AのP1とE2800Bの0a）
をSANtricity System Managerの管理ネットワークに接続します。

ストレージコントローラ（右側のRJ-45ポート）の管理ポート2（E2800A上にP2、E2800B上に0b）を使
用しないでください。このポートはテクニカルサポート専用です。

関連情報

SG6000-CN コントローラのポートボンディングモード

SG6000-CN コントローラをキャビネットまたはラックに再度取り付けます

SG6060とSG6060X：オプションの拡張シェルフのケーブル接続

拡張シェルフを使用する場合は、 E2860 コントローラシェルフに拡張シェルフを接続す
る必要があります。SG6060またはSG6060Xアプライアンスごとに、最大2台の拡張シェ
ルフを用意できます。

必要なもの

• それぞれの拡張シェルフに付属の 2 本の SAS ケーブルを用意しておきます。
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• E2860 コントローラシェルフが搭載されたキャビネットまたはラックに拡張シェルフを設置しておきま
す。

SG6060とSG6060X：60ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置

ステップ

次の図に示すように、各拡張シェルフを E2860 コントローラシェルフに接続します。

この図は、SG6060での2台の拡張シェルフのケーブル接続を示しています（SG6060Xの拡張ケーブル接続は
同じです）。拡張シェルフが1台しかない場合は、IOM AをコントローラAに接続し、IOM BをコントローラB
に接続します
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コールアウト 説明

1. SG6000-CN の情報
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コールアウト 説明

2. E2860 コントローラシェルフです

3. コントローラ A

4. コントローラ B

5. 拡張シェルフ 1

6. 拡張シェルフ 1 の IOM A

7. 拡張シェルフ 1 の IOM B

8. 拡張シェルフ 2

9. 拡張シェルフ 2 の IOM A

10. 拡張シェルフ 2 の IOM B

電源コードを接続して電源（ SG6000 ）を投入

ネットワークケーブルを接続したら、 SG6000-CN コントローラと 2 台のストレージコ
ントローラまたはオプションの拡張シェルフの電源を入れることができます。

手順

1. ストレージコントローラシェルフの両方のコントローラがオフになっていることを確認します。

* 感電の危険性 * — 電源コードを接続する前に、 2 台の各ストレージコントローラの電源ス
イッチがオフになっていることを確認してください。

2. 拡張シェルフがある場合は、両方の IOM の電源スイッチがオフになっていることを確認します。

* 感電の危険性 * — 電源コードを接続する前に、各拡張シェルフの 2 つの電源スイッチがオ
フになっていることを確認してください。

3. SG6000-CN コントローラの 2 つ電源装置のそれぞれに電源コードを接続します。

4. これらの 2 本の電源コードを、キャビネットまたはラック内の別々の配電ユニット（ PDU ）に接続しま
す。

5. ストレージコントローラシェルフの 2 つ電源装置のそれぞれに電源コードを接続します。

6. 拡張シェルフがある場合は、各拡張シェルフの 2 つ電源装置のそれぞれに電源コードを接続します。

7. 各ストレージシェルフ（オプションの拡張シェルフを含む）の 2 本の電源コードを、キャビネットまたは
ラック内の別々の PDU に接続します。
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8. SG6000-CN コントローラの前面にある電源ボタンが青色に点灯していない場合は、ボタンを押してコン
トローラの電源をオンにします。

電源投入プロセス中は、電源ボタンを再度押さないでください。

9. ストレージコントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。拡張シェルフがある
場合は、各シェルフの 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。

◦ ストレージコントローラシェルフとオプションの拡張シェルフのファンは、初回起動時に大きな音を
立てることがあります。起動時に大きな音がしても問題はありません。

10. コンポーネントが起動したら、ステータスを確認します。

◦ 各ストレージコントローラの背面のデジタル表示ディスプレイを確認します。詳細については、起動
時のステータスコードの表示に関する記事を参照してください。

◦ SG6000-CN コントローラの前面にある電源ボタンが点灯していることを確認します。

11. エラーが発生した場合は、問題を修正します。

12. 前面ベゼルを取り外してある場合は、 SG6000-CN コントローラに取り付けます。

関連情報

SG6000 ストレージコントローラのブート時のステータスコードを確認します

SG6000-CN コントローラのステータスインジケータとボタンを表示します

SG6000-CN コントローラをキャビネットまたはラックに再度取り付けます

SG6000-CN コントローラのステータスインジケータとボタンを表示します

SG6000-CN コントローラには、次のインジケータやボタンなど、コントローラのステ
ータスの確認に役立つインジケータが搭載されています。

表示 説明

1. 電源ボタン • 青色：コントローラの電源がオンになっていま
す。

• off ：コントローラの電源がオフになっていま
す。

2. リセットボタン _ インジケータなし _

このボタンを使用して、コントローラのハードリセ
ットを実行します。
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表示 説明

3. 識別ボタン • 点滅または青で点灯：キャビネットまたはラック
内のコントローラを示します。

• 消灯：キャビネットやラック内のコントローラを
目視で識別できません。

このボタンは、点滅、点灯、または消灯に設定でき
ます。

4. アラーム LED • アンバー：エラーが発生しました。

• 注： * ブート時のコードとエラーコードを確認す
るには、 BMC インターフェイスにアクセスする
必要があります。

• 消灯：エラーはありません。

一般的なブートコード

SG6000-CN コントローラのブート時またはハードリセット後、次の処理が実行されます。

1. ベースボード管理コントローラ（ BMC ）が、ブート処理のコード（発生したエラーを含む）を記録しま
す。

2. 電源ボタンが点灯します。

3. ブート中にエラーが発生した場合は、アラーム LED が点灯します。

ブート時のコードとエラーコードを表示するには、 BMC インターフェイスにアクセスする必要がありま
す。

関連情報

ハードウェアの設置（ SG6000 ）のトラブルシューティング

BMC インターフェイス（ SG6000 ）の設定

SG6000-CN コントローラの電源をオンにして、動作を確認します

SG6000 ストレージコントローラのブート時のステータスコードを確認します

各ストレージコントローラにはデジタル表示ディスプレイがあり、電源投入時にステー
タスコードが表示されます。ステータスコードは、 E2800 コントローラと EF570 コン
トローラで同じです。

このタスクについて

これらのコードの説明については、使用しているストレージコントローラタイプの E シリーズシステムの監
視に関する情報を参照してください。

手順
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1. ブート時に、各ストレージコントローラのデジタル表示ディスプレイに表示されるコードを確認して進行
状況を監視します。

各ストレージコントローラのデジタル表示ディスプレイに、コントローラで一日の最初の処理が実行され
ていることを示す * OS * 、 * SD * 、「 * _ blank_* 」が繰り返し表示されます。

2. コントローラがブートすると、各ストレージコントローラに E シリーズコントローラシェルフのデフォル
ト ID である 99 が表示されます。

この値が両方のストレージコントローラに表示されていることを確認してください。以下は E2800 コン
トローラの例です。

3. 一方または両方のコントローラに別の値が表示される場合は、を参照してください ハードウェアの設置（
SG6000 ）のトラブルシューティング インストール手順が正しく完了したことを確認します。問題を解決
できない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

関連情報

"E5700 and E2800 System Monitoring Guide 』を参照してください"

"ネットアップサポート"

SG6000-CN コントローラの電源をオンにして、動作を確認します

ハードウェア（ SG6000 ）の設定

アプライアンスの電源を入れたら、 StorageGRID で使用するネットワーク接続を設定す
る必要があります。SANtricity System Manager を設定する必要があります。これは、コ
ントローラシェルフのストレージコントローラとその他のハードウェアを監視するため
のソフトウェアです。また、 SG6000-CN コントローラの BMC インターフェイスにア
クセスできることを確認する必要もあります。

StorageGRID 接続（ SG6000 ）の設定

StorageGRID アプライアンスをストレージノードとして StorageGRID システムに導入
するには、アプライアンスと使用するネットワークの間の接続を設定する必要がありま
す。ネットワークを設定するには、 SG6000-CN コントローラ（コンピューティングコ
ントローラ）に事前にインストールされている StorageGRID アプライアンスインストー
ラにアクセスします。
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StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスします

インストーラのバージョンを確認し、アプライアンスと 3 つの StorageGRID ネットワ
ーク（グリッドネットワーク、管理ネットワーク（オプション）、クライアントネット
ワーク（オプション））の間の接続を設定するには、 StorageGRID アプライアンスイン
ストーラにアクセスする必要があります。

必要なもの

• StorageGRID 管理ネットワークに接続できる管理クライアントを使用しているか、サービスラップトップ
を使用している必要があります。

• クライアントまたはサービスラップトップに、サポートされている Web ブラウザをインストールしてお
きます。

• SG6000-CN コントローラは、使用するすべての StorageGRID ネットワークに接続されています。

• これらのネットワーク上の SG6000-CN コントローラの IP アドレス、ゲートウェイ、およびサブネット
を確認しておきます。

• 使用するネットワークスイッチを設定しておきます。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスインストーラに最初にアクセスするには、 DHCP によって SG6000-CN コント
ローラの管理ネットワークポートに割り当てられた IP アドレスを使用するか（コントローラが管理ネットワ
ークに接続されている場合）、サービスラップトップを SG6000-CN コントローラに直接接続します。

手順

1. 可能であれば、 SG6000-CN コントローラの管理ネットワークポートの DHCP アドレスを使用して
StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスします。

a. SG6000-CN コントローラの前面にある MAC アドレスラベルを確認し、管理ネットワークポートの
MAC アドレスを特定します。

MAC アドレスラベルには、 BMC 管理ポートの MAC アドレスが記載されています。

管理ネットワークポートの MAC アドレスを特定するには、ラベルに記載された 16 進数に * 2 * を追
加する必要があります。たとえば、ラベルに記載されている MAC アドレスの末尾が * 09 * の場合、
管理ポートの MAC アドレスの末尾は * 0B * となります。ラベルに記載された MAC アドレスの末尾が
* （ y） FF* の場合、管理ポートの MAC アドレスの末尾は * （ y+1 ） 01 * となります。この計算を
簡単に行うには、 Windows で Calculator を開き、 Programmer モードに設定して Hex を選択し、
MAC アドレスを入力してから、 +2= と入力します。

b. MAC アドレスをネットワーク管理者に伝え、管理者が管理ネットワークでのアプライアンスの DHCP
アドレスを確認できるようにします。

c. クライアントから、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの URL +

https://Appliance_Controller_IP:8443 を入力します

「 SG6000 -CN_Controller_IP` 」の場合は、 DHCP アドレスを使用します。
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d. セキュリティアラートが表示された場合は、ブラウザのインストールウィザードを使用して証明書を
表示およびインストールします。

次回この URL にアクセスしたときに、アラートは表示されません。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。このページに最初にアク
セスしたときに表示される情報とメッセージは、アプライアンスと StorageGRID ネットワークの現在
の接続状況によって異なります。エラーメッセージが表示された場合は、以降の手順で解決されま
す。
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2. DHCP を使用して IP アドレスを取得できない場合は、リンクローカル接続を使用できます。

a. イーサネットケーブルを使用して、サービスラップトップを SG6000-CN コントローラの右端の RJ-
45 ポートに直接接続します。

b. サービスラップトップで Web ブラウザを開きます。

c. StorageGRID アプライアンス・インストーラの URL +https://169.254.0.1:8443 を入力します

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。このページに最初にアク
セスしたときに表示される情報とメッセージは、アプライアンスの現在の接続状況によって異なりま
す。

リンクローカル接続を介してホームページにアクセスできない場合は、サービスラップト
ップの IP アドレスを 169.254.0.2 と設定し、再試行してください。

完了後

StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスしたあとに、次の手順を実行

• アプライアンスの StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンが StorageGRID システムにイ
ンストールされているソフトウェアのバージョンと一致していることを確認します。必要に応じて、
StorageGRID アプライアンスインストーラをアップグレードします。

StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンを確認してアップグレードします

• StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページに表示されるメッセージを確認し、必要に応じ
てリンク設定と IP 設定を行います。

関連情報

Web ブラウザの要件

StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンを確認してアップグレードします

StorageGRID のすべての機能がサポートされるようにするには、アプライアンスの
StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンと StorageGRID システムにイ
ンストールされているソフトウェアのバージョンが一致している必要があります。

必要なもの

StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスしておきます。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスは、 StorageGRID アプライアンスインストーラがプリインストールされた状態
で出荷されます。最近アップグレードした StorageGRID システムにアプライアンスを追加する場合は、その
アプライアンスを新しいノードとしてインストールする前に、 StorageGRID アプライアンスインストーラの
手動アップグレードが必要になることがあります。
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新しい StorageGRID バージョンにアップグレードすると、 StorageGRID アプライアンスインストーラが
自動的にアップグレードされます。インストールされているアプライアンスノードでは、 StorageGRID アプ
ライアンスインストーラをアップグレードする必要はありません。この手順 が必要になるのは、以前のバー
ジョンの StorageGRID アプライアンスインストーラを搭載したアプライアンスをインストールする場合のみ
です。

手順

1. StorageGRID アプライアンス・インストーラから、 * アドバンスト * > * アップグレード・ファームウェ
ア * を選択します。

2. 現在のファームウェアバージョンと StorageGRID システムにインストールされているソフトウェアバー
ジョンを比較します。（ Grid Manager の上部からヘルプアイコンを選択し、 * バージョン情報 * を選択
します）。

2 つのバージョンの 2 桁目の数字が一致している必要があります。たとえば、 StorageGRID システムで
バージョン 11.* 6 * 。 x.y_y__ を実行している場合、 StorageGRID アプライアンスインストーラのバージ
ョンは 3.* 6 * .z である必要があります。

3. アプライアンスのStorageGRID アプライアンスインストーラの下位バージョンがある場合は、に進みます
"ネットアップのダウンロード：StorageGRID アプライアンス"。

ネットアップアカウントのユーザ名とパスワードを使用してサインインします。

4. StorageGRID アプライアンス * 対応するバージョンのサポート・ファイルと対応するチェックサム・ファ
イルをダウンロードします。

StorageGRID アプライアンス・ファイルのサポート・ファイルは '.zip アーカイブであり ' すべての
StorageGRID アプライアンス・モデルの最新および以前のファームウェア・バージョンが ' 各コントロー
ラ・タイプのサブディレクトリに格納されています

StorageGRID アプライアンス・ファイルのサポート・ファイルをダウンロードした後 '.zip アーカイブを
展開し 'README ファイルを参照して StorageGRID アプライアンス・インストーラのインストールに関
する重要な情報を入手してください

5. の Upgrade Firmware ページの手順に従ってください StorageGRID アプライアンスインストーラ 次の手
順を実行します。

a. コントローラタイプとチェックサムファイルに適したサポートファイル（ファームウェアイメージ）
をアップロードします。

b. 非アクティブなパーティションをアップグレードします。

c. パーティションを再起動してスワップします。

d. 2 つ目の（非アクティブな）パーティションをアップグレードします。

ネットワークリンクの設定（SG6000シリーズ）

アプライアンスをグリッドネットワーク、クライアントネットワーク、および管理ネッ
トワークに接続するために使用するポートのネットワークリンクを設定できます。リン
ク速度およびポートボンディングモードとネットワークボンディングモードを設定でき
ます。

必要なもの
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アプライアンスノードをクローニングする場合は、ソースアプライアンスノードで使用されるすべてのリンク
について、ターゲットアプライアンスのネットワークリンクを設定します。

25GbE のリンク速度を使用する場合は、次の要件があります。

• SFP28 TwinAx ケーブルを使用するか、使用するネットワークポートに SFP28 トランシーバを取り付け
ておきます。

• この速度をサポートするスイッチにネットワークポートを接続しておきます。

• この速度を使用するようにスイッチを設定する方法を理解しておきます。

アグリゲートポートボンディングモード、 LACP ネットワークボンディングモード、または VLAN タギング
を使用する場合

• アプライアンスのネットワークポートを、 VLAN と LACP をサポートするスイッチに接続しておきます。

• 複数のスイッチを LACP ボンドに加える場合は、 Multi-Chassis Link Aggregation （ MLAG ）グループま
たは同等の機能をサポートするスイッチを使用します。

• VLAN 、 LACP 、 MLAG などを使用するようにスイッチを設定する方法について理解しておく必要があ
ります。

• 各ネットワークに使用する一意の VLAN タグを確認しておきます。この VLAN タグが各ネットワークパケ
ットに追加され、ネットワークトラフィックが正しいネットワークにルーティングされます。

このタスクについて

次の図では、 4 つのネットワークポートが Fixed ポートボンディングモードでボンディングされています（
デフォルトの構成）。

コールアウト ボンディングされるポート

C このネットワークを使用する場合、ポート 1 とポート 3 がクライアントネットワ
ーク用にボンディングされます。

G ポート 2 とポート 4 がグリッドネットワーク用にボンディングされます。

次の図では、 4 つのネットワークポートが Aggregate ポートボンディングモードでボンディングされていま
す。
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コールアウト ボンディングされるポート

1. 4 つのポートすべてを 1 つの LACP ボンドにグループ化して、すべてのポートを
グリッドネットワークとクライアントネットワークのトラフィックに使用できる
ようにします。

次の表に、 4 つのネットワークポートを設定するためのオプションをまとめます。デフォルトの設定は太字
で示しています。デフォルト以外の設定を使用する場合にのみ、 Link Configuration ページで設定を行う必要
があります。

• * 固定（デフォルト）ポートボンディングモード *

ネットワーク
ボンディング
モード

クライアントネットワークが無効な場合（
デフォルト）

クライアントネットワークが有効になりま
した

Active-
Backup （デ
フォルト）

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
にアクティブ / バックアップボンドを使
用します。

• ポート 1 と 3 は使用されません。

• VLAN タグはオプションです。

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
にアクティブ / バックアップボンドを使
用します。

• ポート 1 と 3 がクライアントネットワ
ークに Active-Backup ボンドを使用しま
す。

• 両方のネットワークにVLANタグを指定
できます。

LACP （
802.3ad ）

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
に LACP ボンドを使用します。

• ポート 1 と 3 は使用されません。

• VLAN タグはオプションです。

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
に LACP ボンドを使用します。

• ポート 1 と 3 がクライアントネットワ
ークに LACP ボンドを使用します。

• 両方のネットワークにVLANタグを指定
できます。

• * アグリゲートポートボンディングモード *

ネットワーク
ボンディング
モード

クライアントネットワークが無効な場合（
デフォルト）

クライアントネットワークが有効になりま
した

LACP （
802.3ad ）の
み

• ポート 1~4 がグリッドネットワークに
単一の LACP ボンドを使用します。

• 単一の VLAN タグでグリッドネットワ
ークのパケットが識別されます。

• ポート 1~4 がグリッドネットワークと
クライアントネットワークに単一の
LACP ボンドを使用します。

• 2 つの VLAN タグで、グリッドネットワ
ークのパケットとクライアントネットワ
ークのパケットを分離できます。

を参照してください SG6000-CN コントローラのポートボンディングモード ポートボンディングモードとネ
ットワークボンディングモードの詳細については、を参照してください。
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次の図では、 SG6000-CN コントローラの 2 つの 1GbE 管理ポートが管理ネットワーク用に Active-Backup
ネットワークボンディングモードでボンディングされています。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking *>*Link Configuration をクリ
ックします。

Network Link Configuration ページには、アプライアンスの図と、ネットワークポートおよび管理ポートの
番号が表示されます。

Link Status テーブルには、番号が付けられたポートのリンクステート（アップ / ダウン）と速度（
1/10/25 / 40/100Gbps ）が表示されます。

このページに初めてアクセスしたときの動作は次のとおりです。

◦ * リンク速度 * は * 自動 * に設定されています。

◦ * ポートボンディングモード * は「 * Fixed 」に設定されます。

◦ * グリッドネットワークの場合、ネットワークボンディングモード * が「アクティブ / バックアップ」
に設定されます。
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◦ 管理ネットワーク * が有効になっており、ネットワークボンディングモードが * Independent * に設定
されています。

◦ クライアントネットワーク * が無効になっています。

2. ネットワークポートに 25GbE のリンク速度を使用する場合は、リンク速度のドロップダウンリストから *
Auto * を選択します。
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グリッドネットワークとクライアントネットワークに使用するネットワークスイッチも、この速度をサポ
ートし、この速度に対応するように設定する必要があります。また、 SFP28 TwinAx ケーブル、または光
ケーブルと SFP28 トランシーバを使用する必要があります。

3. 使用する StorageGRID ネットワークを有効または無効にします。

グリッドネットワークは必須です。このネットワークは無効にできません。

a. アプライアンスが管理ネットワークに接続されていない場合は、管理ネットワークの * ネットワーク
を有効にする * チェックボックスの選択を解除します。

b. アプライアンスがクライアントネットワークに接続されている場合は、クライアントネットワークの *
ネットワークを有効にする * チェックボックスをオンにします。

これで、ネットワークポートでのクライアントネットワークの設定が表示されます。

4. 表を参照して、ポートボンディングモードとネットワークボンディングモードを設定します。

次の例では、次のよう

◦ * グリッドネットワークとクライアントネットワークでアグリゲート * と * LACP * が選択されまし
た。各ネットワークに一意の VLAN タグを指定する必要があります。値は 0~4095 の間で選択できま
す。

◦ * 管理ネットワーク用に選択されたアクティブ / バックアップ * 。
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5. 選択に問題がなければ、 * 保存 * をクリックします。

接続しているネットワークまたはリンクを変更すると、接続が失われる可能性がありま
す。1 分以内に再接続されない場合は、他のいずれかの URL を使用して StorageGRID ア
プライアンスインストーラの URL を再入力します IP アドレス アプライアンスに割り当て
られています： https://SG6000-CN_Controller_IP:8443*`

StorageGRID IP アドレスを設定する

StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して、 StorageGRID のグリッドネッ
トワーク、管理ネットワーク、クライアントネットワークでアプライアンスストレージ
ノードに使用される IP アドレスとルーティング情報を設定します。

このタスクについて
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接続された各ネットワークでアプライアンスの静的 IP を割り当てるか、 DHCP サーバでアドレスの永久リ
ースを割り当てる必要があります。

リンク設定を変更する場合は、を参照してください SG6000-CN コントローラのリンク設定を変更する手順。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラで、 * ネットワークの設定 * > * IP 構成 * を選択します。

[IP Configuration] ページが表示されます。

2. グリッドネットワークを設定するには、ページの * グリッドネットワーク * セクションで * 静的 * または
* DHCP * のいずれかを選択します。
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3. 「 * Static * 」を選択した場合は、次の手順に従ってグリッドネットワークを設定します。

a. CIDR 表記を使用して静的 IPv4 アドレスを入力します。

b. ゲートウェイを入力します。

ネットワークにゲートウェイがない場合は、同じ静的 IPv4 アドレスを再入力します。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

ネットワークのパフォーマンスを最大限に高めるには、すべてのノードのグリッドネッ
トワークインターフェイスで MTU 値がほぼ同じになるように設定する必要がありま
す。個々のノードのグリッドネットワークの MTU 設定に大きな違いがある場合は、 *
Grid Network MTU mismatch * アラートがトリガーされます。MTU 値はすべてのネッ
トワークタイプで同じである必要はありません。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

IP アドレスを変更すると、ゲートウェイとサブネットのリストも変更される可能性があります。

StorageGRID アプライアンスインストーラへの接続が失われた場合は、割り当てた新しい静的 IP ア

ドレスを使用して URL を再入力します。たとえば、 +https://services_appliance_IP:8443
と入力します

e. グリッドネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

グリッドサブネットがある場合は、グリッドネットワークゲートウェイが必要です。指定するすべて
のグリッドサブネットが、このゲートウェイ経由でアクセス可能であることが必要で
す。StorageGRID のインストールを開始するときに、プライマリ管理ノードのグリッドネットワーク
サブネットリストでこれらのサブネットも定義する必要があります。

デフォルトルートはリストされません。クライアントネットワークが有効になっていな
い場合は、デフォルトルートがグリッドネットワークゲートウェイを使用します。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。

▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

f. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

4. 「 * DHCP * 」を選択した場合は、次の手順に従ってグリッドネットワークを設定します。

a. [DHCP] ラジオボタンを選択した後、 [Save] をクリックします。

[* IPv4 アドレス * ] 、 [ * ゲートウェイ * ] 、および [ * サブネット * ] フィールドには、自動的に値が
入力されます。DHCP サーバが MTU 値を割り当てるように設定されている場合は、 MTU フィールド
にその値が入力され、フィールドは読み取り専用になります。

Web ブラウザは、 StorageGRID アプライアンスインストーラの新しい IP アドレスに自動的にリダイ
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レクトされます。

b. グリッドネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

グリッドサブネットがある場合は、グリッドネットワークゲートウェイが必要です。指定するすべて
のグリッドサブネットが、このゲートウェイ経由でアクセス可能であることが必要で
す。StorageGRID のインストールを開始するときに、プライマリ管理ノードのグリッドネットワーク
サブネットリストでこれらのサブネットも定義する必要があります。

デフォルトルートはリストされません。クライアントネットワークが有効になっていな
い場合は、デフォルトルートがグリッドネットワークゲートウェイを使用します。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。

▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

ネットワークのパフォーマンスを最大限に高めるには、すべてのノードのグリッドネット
ワークインターフェイスで MTU 値がほぼ同じになるように設定する必要があります。個々
のノードのグリッドネットワークの MTU 設定に大きな違いがある場合は、 * Grid Network
MTU mismatch * アラートがトリガーされます。MTU 値はすべてのネットワークタイプで
同じである必要はありません。

a. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

5. 管理ネットワークを設定するには、ページの * 管理ネットワーク * セクションで * 静的 * または * DHCP *
のいずれかを選択します。

管理ネットワークを設定するには、 Link Configuration ページで管理ネットワークを有効に
する必要があります。
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6. 「 * Static * 」を選択した場合は、次の手順に従って管理ネットワークを設定します。

a. アプライアンスの管理ポート 1 に対して、 CIDR 表記を使用して静的 IPv4 アドレスを入力します。

管理ポート 1 は、アプライアンス右端にある 2 つの 1GbE RJ45 ポートのうち、左側のポートです。

b. ゲートウェイを入力します。

ネットワークにゲートウェイがない場合は、同じ静的 IPv4 アドレスを再入力します。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

IP アドレスを変更すると、ゲートウェイとサブネットのリストも変更される可能性があります。

StorageGRID アプライアンスインストーラへの接続が失われた場合は、割り当てた新しい静的 IP ア

ドレスを使用して URL を再入力します。たとえば、 +https://services_appliance:8443 と入
力します

e. 管理ネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。
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指定したゲートウェイを使用してすべてのサブネットにアクセスできることを確認する必要がありま
す。

管理ネットワークゲートウェイを使用するデフォルトルートは作成できません。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。

▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

f. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

7. [DHCP] を選択した場合は、次の手順に従って管理ネットワークを設定します。

a. [DHCP] ラジオボタンを選択した後、 [Save] をクリックします。

[* IPv4 アドレス * ] 、 [ * ゲートウェイ * ] 、および [ * サブネット * ] フィールドには、自動的に値が
入力されます。DHCP サーバが MTU 値を割り当てるように設定されている場合は、 MTU フィールド
にその値が入力され、フィールドは読み取り専用になります。

Web ブラウザは、 StorageGRID アプライアンスインストーラの新しい IP アドレスに自動的にリダイ
レクトされます。

b. 管理ネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

指定したゲートウェイを使用してすべてのサブネットにアクセスできることを確認する必要がありま
す。

管理ネットワークゲートウェイを使用するデフォルトルートは作成できません。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。

▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

8. クライアントネットワークを設定するには、ページの * クライアントネットワーク * セクションで * 静的
* または * DHCP * のいずれかを選択します。

クライアントネットワークを設定するには、 Link Configuration ページで Client Network を
有効にする必要があります。
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9. * Static * を選択した場合は、次の手順に従ってクライアントネットワークを設定します。

a. CIDR 表記を使用して静的 IPv4 アドレスを入力します。

b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

c. クライアントネットワークゲートウェイの IP アドレスが正しいことを確認します。

クライアントネットワークが有効になっている場合は、デフォルトルートが表示されま
す。デフォルトルートはクライアントネットワークゲートウェイを使用し、クライアン
トネットワークが有効になっている間は別のインターフェイスに移動できません。

d. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

e. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

10. [DHCP] を選択した場合は、次の手順に従ってクライアントネットワークを設定します。

a. [DHCP] ラジオボタンを選択した後、 [Save] をクリックします。

[IPv4 Address] フィールドと [Gateway] フィールドが自動的に入力されます。DHCP サーバが MTU
値を割り当てるように設定されている場合は、 MTU フィールドにその値が入力され、フィールドは
読み取り専用になります。
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Web ブラウザは、 StorageGRID アプライアンスインストーラの新しい IP アドレスに自動的にリダイレ
クトされます。

a. ゲートウェイが正しいことを確認します。

クライアントネットワークが有効になっている場合は、デフォルトルートが表示されま
す。デフォルトルートはクライアントネットワークゲートウェイを使用し、クライアン
トネットワークが有効になっている間は別のインターフェイスに移動できません。

b. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

ネットワーク接続を確認します

使用する StorageGRID ネットワークに、アプライアンスからアクセスできることを確認
する必要があります。ネットワークゲートウェイ経由のルーティングを検証するには、
StorageGRID アプライアンスインストーラと異なるサブネット上の IP アドレスとの接
続をテストする必要があります。MTU 設定を確認することもできます。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラのメニューバーから、 *Configure Networking *>*Ping and
MTU Test * をクリックします。

[Ping and MTU Test] ページが表示されます。

2. [* ネットワーク *] ドロップダウンボックスから、テストするネットワークを選択します。グリッド、管
理、またはクライアント。
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3. そのネットワーク上のホストの IPv4 アドレスまたは完全修飾ドメイン名（ FQDN ）を入力します。

たとえば、ネットワーク上のゲートウェイやプライマリ管理ノードに ping を送信できます。

4. 必要に応じて、 * Test MTU * チェックボックスをオンにして、ネットワーク経由でデスティネーションへ
のパス全体の MTU 設定を確認します。

たとえば、アプライアンスノードと別のサイトのノードの間のパスをテストできます。

5. [ 接続のテスト * ] をクリックします。

ネットワーク接続が有効な場合は、「 Ping test passed 」メッセージと ping コマンドの出力が表示され
ます。

関連情報

ネットワークリンク（ SG6000 ）の設定

MTU 設定を変更します
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ポートレベルのネットワーク接続を確認

StorageGRID アプライアンスインストーラとその他のノードの間のアクセスがファイア
ウォールの妨げにならないように、 StorageGRID アプライアンスインストーラが指定し
た IP アドレスまたはアドレス範囲にある特定の TCP ポートまたはポートセットに接続
できることを確認します。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスインストーラに付属のポートのリストを使用して、アプライアンスとグリッド
ネットワーク内の他のノードの間の接続をテストできます。

また、外部 NFS サーバや DNS サーバで使用されるポートなど、管理ネットワークとクライアントネットワ
ーク、および UDP ポートで接続をテストすることもできます。これらのポートの一覧については、
StorageGRID ネットワークのガイドラインにあるポートリファレンスを参照してください。

ポート接続テーブルに表示されているグリッドネットワークポートは、 StorageGRID バージョ
ン 11.6.1 でのみ有効です。各ノードタイプに適したポートを確認するには、使用している
StorageGRID のバージョンに対応したネットワークガイドラインを確認する必要があります。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking *> Port Connectivity Test
(nmap)* をクリックします。

Port Connectivity Test ページが表示されます。

ポート接続テーブルには、グリッドネットワークでの TCP 接続を必要とするノードタイプが表示されま
す。各ノードタイプについて、アプライアンスにアクセスできる必要があるグリッドネットワークのポー
トがテーブルに表示されます。

表に記載されたアプライアンスポートとグリッドネットワーク内のその他のノードの間の接続をテストで
きます。

2. [* ネットワーク *] ドロップダウンから、テストするネットワークを選択します。 * グリッド * 、 * 管理者
* 、または * クライアント * 。

3. そのネットワーク上のホストの IPv4 アドレスの範囲を指定します。

たとえば、ネットワーク上のゲートウェイやプライマリ管理ノードをプローブできます。

次の例に示すように、ハイフンを使用して範囲を指定します。

4. TCP ポート番号、カンマで区切ったポートのリスト、またはポートの範囲を入力します。
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5. [ 接続のテスト * ] をクリックします。

◦ 選択したポートレベルのネットワーク接続が有効な場合は、「 Port connectivity test passed 」という
メッセージが緑色のバナーに表示されます。nmap コマンドの出力は、バナーの下に表示されます。

◦ ポートレベルのネットワーク接続がリモートホストに確立されても ' ホストが選択したポートの 1 つ
以上をリッスンしていない場合は ' ポート接続テストに失敗しましたというメッセージが黄色のバナ
ーに表示されますnmap コマンドの出力は、バナーの下に表示されます。

ホストがリッスンしていないリモート・ポートの状態はすべて「 closed 」です。 たとえば、接続し
ようとしているノードがインストール済みの状態で、 StorageGRID NMS サービスがまだ実行されて
いない場合に、黄色のバナーが表示されることがあります。
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◦ 選択した 1 つ以上のポートに対してポートレベルのネットワーク接続を確立できない場合は、「 Port
connectivity test failed 」というメッセージが赤いバナーに表示されます。nmap コマンドの出力は、
バナーの下に表示されます。

赤いバナーは、リモートホストのポートへの TCP 接続試行が行われたが、送信者には何も返されなか
ったことを示します。応答が返されない場合、ポートの状態は「 filtered 」となり、ファイアウォール
によってブロックされている可能性があります。

「閉」のポートも一覧表示されます。

関連情報

ネットワークのガイドライン
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SANtricity System Manager （ SG6000 ）へのアクセスと設定

SANtricity System Manager を使用して、ストレージコントローラシェルフのストレージ
コントローラ、ストレージディスク、その他のハードウェアコンポーネントのステータ
スを監視できます。E シリーズ AutoSupport のプロキシを設定することもできます。管
理ポートを使用せずにアプライアンスから AutoSupport メッセージを送信できます。

SANtricity System Manager をセットアップしてアクセスします

ストレージコントローラシェルフのハードウェアを監視したり、 E シリーズ
AutoSupport を設定したりするために、ストレージコントローラの SANtricity System
Manager へのアクセスが必要になる場合があります。

必要なもの

• を使用している サポートされている Web ブラウザ。

• グリッドマネージャから SANtricity システムマネージャにアクセスするには、 StorageGRID をインスト
ールし、ストレージアプライアンスの管理者権限またはルートアクセス権限が必要です。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity System Manager にアクセスするには、
SANtricity System Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

• Web ブラウザを使用して SANtricity System Manager に直接アクセスするには、 SANtricity System
Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

グリッドマネージャまたはStorageGRID アプライアンスインストーラを使用してSANtricity
System Managerにアクセスするには、SANtricity ファームウェア8.70（11.70）以降が必要で
す。StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用してファームウェアのバージョンを確
認し、 * Help * > * About * を選択します。

グリッドマネージャまたはアプライアンスインストーラから SANtricity システムマネージャに
アクセスする方法は、通常、ハードウェアを監視して E シリーズ AutoSupport を設定すること
だけを目的としています。ファームウェアのアップグレードなど、 SANtricity System Manager
内の多くの機能や操作は、 StorageGRID アプライアンスの監視には適用されません。問題を回
避するには、アプライアンスのハードウェアの設置とメンテナンスの手順に必ず従ってくださ
い。

このタスクについて

SANtricity System Manager にアクセスする方法は 3 種類あり、その方法はインストールおよび設定のどの段
階にあるかによって異なります。

• アプライアンスが StorageGRID システムにノードとして導入されていない場合は、 StorageGRID アプラ
イアンスインストーラの Advanced タブを使用します。

導入されたノードは、 StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity シ
ステムマネージャにアクセスできなくなります。

• アプライアンスを StorageGRID システムにノードとして導入している場合は、グリッドマネージャのノ
ードページにある SANtricity システムマネージャタブを使用します。

• StorageGRID アプライアンスインストーラまたはグリッドマネージャを使用できない場合は、管理ポート
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に接続された Web ブラウザを使用して SANtricity System Manager に直接アクセスできます。

この手順 には、 SANtricity システムマネージャに最初にアクセスする手順が含まれています。SANtricity
System Manager をすでにセットアップしている場合は、に進みます ハードウェアアラートの設定手順。

グリッドマネージャまたは StorageGRID アプライアンスインストーラを使用すると、アプライ
アンスの管理ポートを設定または接続しなくても SANtricity System Manager にアクセスでき
ます。

SANtricity System Manager を使用して次の項目を監視します。

• ストレージアレイレベルのパフォーマンス、 I/O レイテンシ、 CPU 利用率、スループットなどのパフォ
ーマンスデータ

• ハードウェアコンポーネントのステータス

• 診断データの表示などの機能をサポートします

SANtricity System Manager を使用して、次の設定を行うことができます。

• ストレージコントローラシェルフのコンポーネントの E メールアラート、 SNMP アラート、または
syslog アラート

• ストレージコントローラシェルフのコンポーネントの E シリーズ AutoSupport の設定。

E シリーズ AutoSupport の詳細については、を参照してください "NetApp E シリーズシステムのドキュメ
ントのサイト"。

• セキュリティ保護されたドライブのロックを解除するために必要なドライブセキュリティキー（ドライブ
セキュリティ機能が有効になっている場合はロックの解除が必要）

• SANtricity システムマネージャにアクセスするための管理者パスワード

手順

1. StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用して、 * アドバンスト * > * SANtricity システム・マネ
ージャ * を選択します

StorageGRID アプライアンスインストーラが使用できない場合やログインページが表示さ
れない場合は、を使用する必要があります ストレージコントローラの IP アドレス
。SANtricity System Manager にアクセスするには、ストレージコントローラの IP にアク
セスします。

2. 管理者パスワードを設定または入力します。

SANtricity System Manager では、すべてのユーザで共有する管理者パスワードを 1 つ使用します。
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3. 「 * キャンセル * 」を選択してウィザードを閉じます。

StorageGRID アプライアンスにはセットアップ・ウィザードを実行しないでください。

4.  ハードウェアアラートを設定します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。
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b. オンラインヘルプの「 * Settings * > * Alerts * 」（ * 設定 * > * アラート * ）セクションを使用して、
アラートについて学習します。

c. How To の指示に従って ' メール・アラート 'SNMP アラート ' または syslog アラートを設定します

5. ストレージコントローラシェルフのコンポーネントの AutoSupport を管理します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの「 * support * > * Support Center * 」セクションで、 AutoSupport 機能について学
習します。

c. 「 How To 」の指示に従って、 AutoSupport を管理します。

管理ポートを使用せずに E シリーズ AutoSupport メッセージを送信するための StorageGRID プロキ
シを設定する手順については、を参照してください ストレージプロキシの設定手順。

6. アプライアンスでドライブセキュリティ機能が有効になっている場合は、セキュリティキーを作成して管
理します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの「 * Settings * > * System * > * Security key management * 」セクションでドライ
ブセキュリティについて学習します。

c. 「 How To 」の指示に従って、セキュリティキーを作成および管理します。

7. 必要に応じて、管理者パスワードを変更します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの * Home * > * Storage array administration * セクションで、管理者パスワードを確
認してください。

c. 「 How To 」の指示に従ってパスワードを変更します。

SANtricity システムマネージャでハードウェアステータスを確認します

SANtricity System Manager を使用して、ストレージコントローラシェルフの個々のハー
ドウェアコンポーネントを監視および管理したり、コンポーネントの温度やドライブに
関連する問題など、ハードウェア診断および環境に関する情報を確認したりできます。

必要なもの

• を使用している サポートされている Web ブラウザ。

• グリッドマネージャを介して SANtricity システムマネージャにアクセスするには、ストレージアプライア
ンス管理者の権限またはルートアクセス権限が必要です。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity System Manager にアクセスするには、
SANtricity System Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

• Web ブラウザを使用して SANtricity System Manager に直接アクセスするには、 SANtricity System
Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

グリッドマネージャまたはStorageGRID アプライアンスインストーラを使用してSANtricity
System Managerにアクセスするには、SANtricity ファームウェア8.70（11.70）以降が必要で
す。
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グリッドマネージャまたはアプライアンスインストーラから SANtricity システムマネージャに
アクセスする方法は、通常、ハードウェアを監視して E シリーズ AutoSupport を設定すること
だけを目的としています。ファームウェアのアップグレードなど、 SANtricity System Manager
内の多くの機能や操作は、 StorageGRID アプライアンスの監視には適用されません。問題を回
避するには、アプライアンスのハードウェアの設置とメンテナンスの手順に必ず従ってくださ
い。

手順

1. SANtricity システムマネージャにアクセスします。

2. 必要に応じて、管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

3. セットアップウィザードを閉じて SANtricity システムマネージャのホームページを表示するには、 *
Cancel * をクリックします。

SANtricity の System Manager ホームページが表示されます。SANtricity System Manager では、コントロ
ーラシェルフがストレージアレイと表示されます。

4. アプライアンスハードウェアについて表示された情報を確認し、すべてのハードウェアコンポーネントの
ステータスが「 Optimal 」であることを確認します。

a. [* ハードウェア * ] タブをクリックします。

b. Show back of shelf* （シェルフの背面を表示）をクリックします。
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シェルフの背面から、両方のストレージコントローラ、各ストレージコントローラのバッテリ、電源キャ
ニスター 2 台、ファンキャニスター 2 台、および拡張シェルフ（ある場合）を確認できます。構成部品の
温度を表示することもできます。

a. 各ストレージコントローラの設定を表示するには、コントローラを選択し、コンテキストメニューか
ら * 設定の表示 * を選択します。

b. シェルフの背面にある他のコンポーネントの設定を確認するには、対象となるコンポーネントを選択
します。

c. [Show front of shelf* （シェルフの前面を表示） ] をクリックし、表示するコンポーネントを選択しま
す。

シェルフの前面からは、ストレージコントローラシェルフまたは拡張シェルフ（ある場合）のドライ
ブとドライブドロワーを確認できます。

ステータスが「 Needs Attention 」になっているコンポーネントがある場合は、 Recovery Guru に示される手
順に従って問題 を解決するか、テクニカルサポートに連絡してください。

StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してストレージコントローラの IP アドレスを設定します

各ストレージコントローラの管理ポート 1 を使用して、アプライアンスを SANtricity
System Manager の管理ネットワークに接続します。StorageGRID アプライアンスイン
ストーラからSANtricity System Managerにアクセスできない場合は、各ストレージコン
トローラの静的IPアドレスを設定して、コントローラシェルフのハードウェアおよびコ
ントローラファームウェアへの管理接続が失われないようにする必要があります。

必要なもの

• StorageGRID 管理ネットワークに接続できる管理クライアントを使用しているか、サービスラップトップ
を使用している必要があります。
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• クライアントまたはサービスラップトップに、サポートされている Web ブラウザをインストールしてお
きます。

このタスクについて

DHCP によって割り当てられたアドレスは、いつ変更されるかわかりません。一貫したアクセスを確保する
ために、コントローラには静的 IP アドレスを割り当ててください。

この手順 は、 StorageGRID アプライアンスインストーラ（ * アドバンスト * > * SANtricity シ
ステムマネージャ * ）またはグリッドマネージャ（ * ノード * > * SANtricity システムマネージ
ャ * ）から SANtricity システムマネージャにアクセスできない場合にのみ使用してください。

手順

1. クライアントから、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの URL を +

https://Appliance_Controller_IP:8443 と入力します

「 Appliance-Controller_IP` 」の場合は、任意の StorageGRID ネットワーク上のアプライアンスの IP ア
ドレスを使用します。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. Configure Hardware * > * Storage Controller Network Configuration * を選択します。

Storage Controller Network Configuration ページが表示されます。

3. ネットワーク構成に応じて、 IPv4 、 IPv6 、またはその両方で * Enabled * を選択します。

4. 自動的に表示される IPv4 アドレスを書き留めます。

ストレージコントローラの管理ポートに IP アドレスを割り当てるためのデフォルトの方法は、 DHCP で
す。

DHCP 値が表示されるまでに数分かかる場合があります。

5. 必要に応じて、ストレージコントローラの管理ポートに静的 IP アドレスを設定します。

管理ポートに静的 IP を割り当てるか、 DHCP サーバでアドレスの永久リースを割り当てる
必要があります。

a. 「 * Static * 」を選択します。

b. CIDR 表記を使用して IPv4 アドレスを入力します。

c. デフォルトゲートウェイを入力します。
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d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

変更が適用されるまで数分かかる場合があります。

SANtricity System Manager に接続するときは、新しい静的 IP アドレスを URL ： +*

https://Storage_Controller_IP* として使用します

BMC インターフェイス（ SG6000 ）の設定

SG6000-CN コントローラのベースボード管理コントローラ（ BMC ）のユーザインター
フェイスは、ハードウェアに関するステータス情報を提供し、 SG6000-CN コントロー
ラの SNMP 設定やその他のオプションを設定できます。

BMC インターフェイスの root パスワードを変更します

セキュリティを確保するために、 BMC の root ユーザのパスワードを変更する必要があ
ります。

必要なもの

• 管理クライアントがを使用している必要があります サポートされている Web ブラウザ。

このタスクについて

最初にアプライアンスをインストールすると、 BMC は root ユーザ（「 root/calvin 」）のデフォルトパスワ
ードを使用します。システムを保護するために、 root ユーザのパスワードを変更する必要があります。

手順

1. クライアントから、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの URL を +

https://Appliance_Controller_IP:8443 と入力します

「 Appliance-Controller_IP` 」の場合は、任意の StorageGRID ネットワーク上のアプライアンスの IP ア
ドレスを使用します。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. [ ハードウェアの設定 *>*BMC 構成 *] を選択します。
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[Baseboard Management Controller Configuration] ページが表示されます。

3. root アカウントの新しいパスワードを 2 つのフィールドに入力します。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

BMC 管理ポートの IP アドレスを設定します

BMC インターフェイスにアクセスするには、 SG6000-CN コントローラの BMC 管理ポ
ートの IP アドレスを設定する必要があります。

必要なもの

• 管理クライアントがを使用している必要があります サポートされている Web ブラウザ。

• StorageGRID ネットワークに接続できる管理クライアントを使用している必要があります。

• BMC 管理ポートが、使用する管理ネットワークに接続されている必要があります。

このタスクについて

BMC 管理ポートでは、サポート目的で下位レベルのハードウェアアクセスが許可されます。

このポートは、信頼されているセキュアな内部管理ネットワークにのみ接続してください。該
当するネットワークがない場合は、テクニカルサポートから BMC 接続の要請があった場合を
除き、 BMC ポートを接続しないか、またはブロックしたままにしてください。
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手順

1. クライアントから、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの URL を +https://SG6000-

CN_Controller_IP:8443 と入力します

「 SG6000-CN 」の場合は、任意の StorageGRID ネットワークでアプライアンスの IP アドレスを使用し
ます。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. [ ハードウェアの設定 *>*BMC 構成 *] を選択します。

[Baseboard Management Controller Configuration] ページが表示されます。

3. 自動的に表示される IPv4 アドレスを書き留めます。

このポートに IP アドレスを割り当てるためのデフォルトの方法は、 DHCP です。

DHCP 値が表示されるまでに数分かかる場合があります。

4. 必要に応じて、 BMC 管理ポートに静的 IP アドレスを設定します。

BMC 管理ポートに静的 IP を割り当てるか、 DHCP サーバでアドレスの永久リースを割り
当てる必要があります。

a. 「 * Static * 」を選択します。

b. CIDR 表記を使用して IPv4 アドレスを入力します。
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c. デフォルトゲートウェイを入力します。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

変更が適用されるまで数分かかる場合があります。

BMC インターフェイスにアクセスします

BMC 管理ポートの DHCP または静的 IP アドレスを使用して、 SG6000-CN コントロー
ラの BMC インターフェイスにアクセスできます。

必要なもの

• SG6000-CN コントローラの BMC 管理ポートが、使用する管理ネットワークに接続されている。

• 管理クライアントがを使用している必要があります サポートされている Web ブラウザ。

手順

1. BMC インターフェイスの URL を入力します： +https://BMC_Port_IP

「 BMC_Port_IP` 」の場合は、 BMC 管理ポートの DHCP または静的 IP アドレスを使用します。

BMC のサインインページが表示されます。
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「 BMC_Port_IP 」をまだ設定していない場合は、の手順に従います BMC インターフェイ
ス（ SG6000 ）の設定。ハードウェアの問題が原因で手順 を使用できず、 BMC の IP アド
レスを設定していない場合でも、 BMC にアクセスできる可能性があります。デフォルトで
は、 BMC は DHCP を使用して IP アドレスを取得します。BMC ネットワークで DHCP が
有効になっている場合は、ネットワーク管理者が、 SG6000-CN コントローラの前面のラ
ベルに記載された BMC MAC に割り当てられた IP アドレスを指定できます。BMC ネット
ワークで DHCP が有効になっていない場合、 BMC は数分後に応答せず、デフォルトの静
的 IP アドレス 192.168.0.120` を割り当てます。「 192.168.0.120 」を参照するには、ラッ
プトップを BMC ポートに直接接続し、ラップトップに「 192.168.0.200/24 」などの IP ア
ドレスを割り当てるようにネットワーク設定を変更する必要がある場合があります。

2. root のユーザ名とパスワードを入力します。このときに設定したパスワードを使用します デフォルトの
root パスワードが変更されました：

3. 「 * サインイン * 」を選択します。
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4. 必要に応じて、 Settings>*User Management* を選択し、「 disabled 」ユーザをクリックして、追加のユ
ーザを作成します。

ユーザが初めてサインインすると、セキュリティを強化するためにパスワードの変更を求
められる場合があります。

SG6000-CN コントローラの SNMP を設定します

ハードウェアの SNMP の設定に精通している場合は、 BMC インターフェイスを使用し
て SG6000-CN コントローラの SNMP 設定を行うことができます。セキュリティで保護
されたコミュニティストリングを指定し、 SNMP トラップを有効にし、 SNMP の送信
先を最大 5 つ指定できます。

必要なもの

• BMC ダッシュボードへのアクセス方法を確認しておく必要があります。

• SNMPv1-v2c 機器の SNMP 設定経験が必要です。

この手順 で作成された BMC 設定は、 SG6000-CN に障害が発生して交換する必要がある場合
は保持されないことがあります。適用したすべての設定を記録し、必要に応じてハードウェア
の交換後に簡単に再適用できるようにします。

手順

1. BMC ダッシュボードで、 * Settings * > * SNMP Settings * を選択します。

2. SNMP 設定ページで、 * SNMP V1/V2* を有効にするを選択し、読み取り専用コミュニティストリングと
読み取り / 書き込みコミュニティストリングを指定します。

読み取り専用コミュニティストリングは、ユーザ ID やパスワードのようなものです。侵入者がネットワ
ーク設定に関する情報を取得できないようにするには、この値を変更する必要があります。読み取り / 書
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き込みコミュニティストリングは、不正な変更からデバイスを保護します。

3. 必要に応じて、 * トラップを有効にする * を選択し、必要な情報を入力します。

IP アドレスを使用して、各 SNMP トラップの送信先 IP を入力します。完全修飾ドメイン
名はサポートされません。

SG6000-CN コントローラが異常な状態になったときに SNMP コンソールにすぐに通知を送信するには、
トラップを有効にします。トラップは、さまざまなコンポーネントや温度のしきい値のハードウェア障害
を示している場合があります。

4. 必要に応じて、 [ テストトラップの送信 ] をクリックして設定をテストします。

5. 設定が正しい場合は、 * 保存 * をクリックします。

アラート用の E メール通知を設定します

アラート発生時に E メール通知が送信されるようにするには、 BMC インターフェイス
を使用して SMTP 設定、ユーザ、 LAN 宛先、アラートポリシー、およびイベントフィ
ルタを設定する必要があります。

この手順 で作成された BMC 設定は、 SG6000-CN に障害が発生して交換する必要がある場合
は保持されないことがあります。適用したすべての設定を記録し、必要に応じてハードウェア
の交換後に簡単に再適用できるようにします。

必要なもの

BMC ダッシュボードへのアクセス方法を確認しておく必要があります。

このタスクについて

BMC インターフェイスでは、 [ 設定 ] ページの *SMTP 設定 * 、 * ユーザー管理 * 、および * プラットフォー
ム・イベント・フィルタ * オプションを使用して、電子メール通知を設定します。

手順

1. SMTP を設定します。

a. [ * 設定 * > * SMTP 設定 * ] を選択します。
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b. [ 送信者電子メール ID] に、有効な電子メールアドレスを入力します。

この E メールアドレスは、 BMC が E メールを送信したときの送信元アドレスとして提供されます。

2. アラートを受信するようにユーザを設定します。

a. BMC ダッシュボードで、 * Settings * > * User Management * を選択します。

b. アラート通知を受信するユーザを少なくとも 1 人追加してください。

ユーザに設定する E メールアドレスは、 BMC がアラート通知の送信先アドレスです。たとえば、「
notification-user 」などの一般的なユーザーを追加し、テクニカルサポートチームの Email宛先リスト
の電子メールアドレスを使用できます。

3. LAN 宛先にアラートを設定します。

a. [ * 設定 * > * プラットフォーム・イベント・フィルタ * > * LAN 宛先 * ] を選択します。

b. LAN 宛先を少なくとも 1 つ設定します。

▪ [ 宛先の種類 ] で [Email] を選択します。

▪ BMC Username には、前に追加したユーザ名を選択します。

▪ 複数のユーザを追加し、すべてのユーザが通知メールを受信できるようにするには、ユーザごと
に LAN 宛先を追加する必要があります。

c. テストアラートを送信します。

4. アラートポリシーを設定して、 BMC がアラートを送信するタイミングと場所を定義できるようにしま
す。

a. [ * 設定 * > * プラットフォーム・イベント・フィルタ * > * アラート・ポリシー * ] を選択します。

b. LAN 宛先ごとに少なくとも 1 つのアラートポリシーを設定します。

▪ [ ポリシーグループ番号（ Policy Group Number ） ] で、 * 1 * を選択します。

▪ ［ ポリシーアクション ］ で、 ［ * 常にこの宛先にアラートを送信する * ］ を選択します。

▪ LAN チャンネルの場合、 * 1 * を選択します。

▪ [Destination Selector] で、ポリシーの LAN 宛先を選択します。

5. イベントフィルタを設定して、さまざまなイベントタイプのアラートを適切なユーザに送信します。

a. [ * 設定 * > * プラットフォーム・イベント・フィルタ * > * イベント・フィルタ * ] を選択します。

b. Alert Policy Group Number （アラートポリシーグループ番号）に * 1 * を入力します。

c. アラートポリシーグループに通知するイベントごとにフィルタを作成します。

▪ 電源アクション、特定のセンサーイベント、またはすべてのイベントのイベントフィルタを作成
できます。

▪ 監視するイベントが不明な場合は、センサーの種類として「 * すべてのセンサー * 」を選択し、イ
ベントオプションとして「すべてのイベント * 」を選択します。不要な通知を受け取った場合は、
選択内容をあとで変更できます。

オプション：ノード暗号化を有効にします

ノードの暗号化を有効にすると、アプライアンス内のディスクを安全なキー管理サーバ
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（ KMS ）暗号化によってサイト内での物理的な損失やデータの削除から保護するこ
とができます。アプライアンスのインストール時にノード暗号化を選択して有効にする
必要があります。また、 KMS 暗号化プロセスが開始されると、ノード暗号化の選択を
解除できません。

必要なもの

StorageGRID の管理手順の KMS に関する情報を確認します。

このタスクについて

ノード暗号化が有効になっているアプライアンスは、 StorageGRID サイト用に設定されている外部キー管理
サーバ（ KMS ）に接続します。各 KMS （または KMS クラスタ）は、サイトにあるすべてのアプライアン
スノードの暗号化キーを管理します。これらのキーは、ノード暗号化が有効なアプライアンスで、各ディスク
上のデータを暗号化および復号化します。

Grid Manager StorageGRID では、アプライアンスのインストール前またはインストール後に KMS を設定で
きます。詳細については、 StorageGRID の管理手順の KMS とアプライアンスの設定に関する情報を参照し
てください。

• アプライアンスをインストールする前に KMS を設定すると、 KMS で制御される暗号化が開始されま
す。この暗号化は、アプライアンスでノード暗号化を有効にし、 KMS が設定されている StorageGRID サ
イトに追加します。

• アプライアンスをインストールする前に KMS が設定されていない場合は、 KMS が設定され、アプライ
アンスノードを含むサイトで利用可能になった時点で、ノード暗号化が有効になっている各アプライアン
スで KMS 制御された暗号化が実行されます。

ノード暗号化が有効になっているアプライアンスで KMS に接続する前に存在するデータは、
セキュアでない一時キーで暗号化されます。キーが KMS から提供される値に設定されるま
で、アプライアンスの取り外しや盗難は防止されません。

ディスクの復号化に KMS キーが必要な場合を除いて、アプライアンス上のデータを取得することはできず、
データが実質的に失われます。これは、 KMS から復号化キーを取得できない場合に発生します。このキーに
アクセスできなくなるのは、KMSの設定をクリアするか、KMSキーの有効期限が切れるか、KMSへの接続が
失われるか、KMSキーがインストールされているStorageGRID システムからアプライアンスを削除するとで
す。

手順

1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し
ます。

「 * https://Controller_IP:8443*` 」と入力します

「 Controller_IP` 」は、 3 つの StorageGRID ネットワークのいずれか上のコンピューティング・コントロ
ーラ（ストレージ・コントローラではない）の IP アドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

アプライアンスを KMS キーで暗号化すると、アプライアンスディスクを復号化する際に同
じ KMS キーを使用する必要がなくなります。

2. Configure Hardware * > * Node Encryption * を選択します。

90



3. [ ノード暗号化を有効にする *] を選択します。

アプライアンスをインストールする前に、データ損失のリスクなしにノード暗号化を有効にする * を選択
解除できます。インストールが開始されると、アプライアンスノードは StorageGRID システム内の KMS
暗号化キーにアクセスして、ディスク暗号化を開始します。アプライアンスのインストール後、ノード暗
号化を無効にすることはできません。

KMS を含む StorageGRID サイトにノード暗号化が有効になっているアプライアンスを追
加すると、そのノードで KMS 暗号化を使用するのを停止することはできません。

4. [ 保存（ Save ） ] を選択します。

5. アプライアンスを StorageGRID システムのノードとして導入します。

KMS で制御される暗号化は、アプライアンスが StorageGRID サイト用に設定されている KMS キーにア
クセスすると開始されます。KMS 暗号化プロセス中にインストーラによって進捗状況のメッセージが表
示されます。この処理には、アプライアンス内のディスクボリュームの数によっては数分かかることがあ
ります。

アプライアンスは、最初に各ディスクボリュームにランダムな KMS 以外の暗号化キーを割
り当てて構成します。ディスクはこの一時的な暗号化キーを使用して暗号化されます。こ
のキーは、ノード暗号化が有効になっているアプライアンスが StorageGRID サイト用に設
定されている KMS キーにアクセスするまではセキュリティ保護されません。

完了後

アプライアンスノードがメンテナンスモードのときに使用されているノード暗号化ステータス、 KMS の詳
細、および証明書を確認できます。

関連情報

StorageGRID の管理

メンテナンスモード（ SG6000 ）でのノード暗号化の監視
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オプション： RAID モードを変更（ SG6000 のみ）

アプライアンスでは、ストレージとリカバリの要件に応じて別の RAID モードに変更で
きます。モードを変更できるのは、アプライアンスストレージノードを導入する前だけ
です。

必要なもの

• StorageGRID に接続できるクライアントを使用している必要があります。

• クライアントにはがあります サポートされている Web ブラウザ。

このタスクについて

アプライアンスをストレージノードとして導入する前に、次のいずれかのボリューム設定オプションを選択で
きます。

• * DDP * ：データドライブ 8 本につきパリティドライブを 2 本使用します。すべてのアプライアンスに推
奨されるデフォルトのモードです。RAID6 よりもシステムパフォーマンスに優れ、ドライブ障害が発生し
たあとのリビルド時間も短く、管理も簡単です。

SG6060アプライアンスではSSDが2本あるため、DDPはドロワー損失からの保護を提供し
ません。ドロワー損失の保護は、SG6060に追加するすべての拡張シェルフで有効です。

• * DDP16 * ：このモードはデータドライブ 16 本につきパリティドライブを 2 本使用するため、 DDP より
もストレージ効率が高くなります。RAID6 よりもシステムパフォーマンスに優れ、ドライブ障害が発生し
たあとのリビルド時間も短く、管理も簡単です。ストレージ効率は RAID6 と同等です。DDP16 モードを
使用するには、構成にドライブが 20 本以上含まれている必要があります。ドロワー損失からの保護は提
供しません。

• *RAID6 *: このモードは 16 台以上のデータドライブごとに 2 本のパリティドライブを使用します。RAID
6 モードを使用するには、構成にドライブが 20 本以上含まれている必要があります。DDP よりもアプラ
イアンスのストレージ効率を上げることができますが、ほとんどの StorageGRID 環境では推奨されませ
ん。

ボリュームがすでに構成されている場合や StorageGRID が事前にインストールされている場合
に RAID モードを変更すると、ボリュームが削除されて置き換えられます。対象となったボリ
ュームのデータはすべて失われます。

手順

1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し
ます。

「 * https://Controller_IP:8443*` 」と入力します

「 Controller_IP` 」は、 3 つの StorageGRID ネットワークのいずれか上のコンピューティング・コントロ
ーラ（ストレージ・コントローラではない）の IP アドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. 「 * アドバンスト * 」 > 「 * RAID モード * 」の順に選択します。

3. [Configure RAID Mode*] ページで、 [Mode] ドロップダウンリストから目的の RAID モードを選択しま
す。
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4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

オプション：アプライアンスのネットワークポートの再マッピング

アプライアンスストレージノードの内部ポートを別の外部ポートに再マッピングするこ
とが必要になる場合があります。たとえば、ファイアウォールの問題 が原因でポートの
再マッピングが必要になることがあります。

必要なもの

• 以前に StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスしていた場合。

• ロードバランサエンドポイントを設定しておらず、設定する予定もない状態である必要があります。

ポートを再マッピングする場合、同じポートを使用してロードバランサエンドポイントを
設定することはできません。ポートを再マッピング済みの場合にロードバランサエンドポ
イントを設定するには、の手順を実行します ポートの再マッピングを削除。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking *> Remap Port* をクリックし
ます。

Remap Port ページが表示されます。

2. Network * ドロップダウンボックスから、再マッピングするポートのネットワーク（ Grid 、 Admin 、ま
たは Client ）を選択します。

3. [Protocol] ドロップダウンボックスから、 IP プロトコルとして [TCP] または [UDP] を選択します。

4. [* Remap Direction] * ドロップダウンボックスから、このポートに再マッピングするトラフィック方向（
インバウンド、アウトバウンド、または双方向）を選択します。

5. 「 * Original Port * 」に、再マッピングするポートの番号を入力します。

6. 「 * mapped-to Port * 」には、代わりに使用するポートの番号を入力します。

7. [ * ルールの追加 * ] をクリックします。

新しいポートマッピングがテーブルに追加され、新しいマッピングがただちに有効になります。
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8. ポートマッピングを削除するには、削除するルールのオプションボタンを選択し、 * 選択したルールの削
除 * をクリックします。

アプライアンスストレージノードを導入する

ストレージアプライアンスを設置して設定したら、 StorageGRID システムにストレージ
ノードとして導入できます。アプライアンスをストレージノードとして導入する場合
は、アプライアンスに搭載されている StorageGRID アプライアンスインストーラを使用
します。

必要なもの

• アプライアンスノードのクローンを作成する場合は、リカバリとメンテナンスの手順を続行します。

リカバリとメンテナンス

• アプライアンスをラックまたはキャビネットに設置し、ネットワークに接続し、電源を投入しておきま
す。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して、アプライアンスのネットワークリンク、 IP アド
レス、ポートの再マッピング（必要な場合）を設定しておきます。

• アプライアンスのコンピューティングコントローラに割り当てられている IP アドレスのいずれかを確認
しておきます。接続されているどの StorageGRID ネットワークの IP アドレスでも使用できます。

• StorageGRID システムのプライマリ管理ノードを導入しておきます。

• StorageGRID アプライアンスインストーラの IP 設定ページに表示されるすべてのグリッドネットワーク
サブネットが、プライマリ管理ノードのグリッドネットワークサブネットリストで定義されている。

• サポートされている Web ブラウザがインストールされたサービスラップトップを用意しておきます。

このタスクについて

各ストレージアプライアンスは単一のストレージノードとして機能します。すべてのアプライアンスは、グリ
ッドネットワーク、管理ネットワーク、およびクライアントネットワークに接続できます

StorageGRID システムにアプライアンスストレージノードを導入するには、 StorageGRID アプライアンスイ
ンストーラにアクセスして次の手順を実行します。
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• プライマリ管理ノードの IP アドレスおよびストレージノードの名前を指定または確認します。

• 導入を開始し、ボリュームの設定とソフトウェアのインストールが完了するまで待機します。

• アプライアンスインストールタスクの途中でインストールが一時停止した場合は、 Grid Manager にサイ
ンインしてすべてのグリッドノードを承認し、 StorageGRID のインストールプロセスと導入プロセスを
完了すると、インストールを再開できます。

一度に複数のアプライアンス・ノードを導入する必要がある場合は 'configure-sSGA .py アプラ
イアンス・インストール・スクリプトを使用して ' インストール・プロセスを自動化できます

• 拡張またはリカバリ処理を実行する場合は、該当する手順に従います。

◦ 既存の StorageGRID システムにアプライアンスストレージノードを追加する場合は、 StorageGRID
システムの拡張手順を参照してください。

◦ リカバリ処理の一環としてアプライアンスストレージノードを導入する場合は、リカバリとメンテナ
ンスの手順を参照してください。

手順

1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。+* https://Controller_IP:8443*

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。
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2. 「 * プライマリ管理ノード接続 * 」セクションで、プライマリ管理ノードの IP アドレスを指定する必要
があるかどうかを判断します。

このデータセンターに他のノードがすでにインストールされている場合は、プライマリ管理ノードまたは
ADMIN_IP が設定された少なくとも 1 つのグリッドノードが同じサブネットにあるという想定で、
StorageGRID アプライアンスインストーラがこの IP アドレスを自動的に検出します。

3. この IP アドレスが表示されない場合や変更する必要がある場合は、アドレスを指定します。
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オプション 説明

IP を手動で入力します a. Enable Admin Node discovery * チェックボック
スの選択を解除します。

b. IP アドレスを手動で入力します。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

d. 新しい IP アドレスの接続状態が READY にな
るまで待ちます。

接続されたすべてのプライマリ管理ノードの自動検
出

a. Enable Admin Node discovery * チェックボック
スを選択します。

b. 検出された IP アドレスのリストが表示される
まで待ちます。

c. このアプライアンスストレージノードを導入す
るグリッドのプライマリ管理ノードを選択しま
す。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

e. 新しい IP アドレスの接続状態が READY にな
るまで待ちます。

4. [* Node name* （ノード名 * ） ] フィールドに、このアプライアンスノードに使用する名前を入力し、 [ *
Save * （保存） ] をクリックします。

このノード名は、 StorageGRID システムでこのアプライアンスノードに割り当てられ、このタブは、
Grid Manager のノードページ（概要タブ）に表示されます。ノードを承認するときに、必要に応じて、
この名前を変更できます。

5. [Installation ] セクションで、現在の状態が「プライマリ管理ノード「 admin_ip` 」を使用したグリッドへ
の 'node name' のインストールを開始する準備ができている」であり、「インストールの開始」ボタンが
有効になっていることを確認します。

[Start Installation* （インストールの開始） ] ボタンが有効になっていない場合は、ネットワーク設定また
はポート設定の変更が必要になることがあります。手順については、使用しているアプライアンスのイン
ストールとメンテナンスの手順を参照してください。

ストレージノードアプライアンスをノードクローニングターゲットとして導入する場合
は、ここで導入プロセスを停止して、リカバリとメンテナンスのためにノードクローニン
グ手順 を継続します。[+]リカバリとメンテナンス

6. StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページで、 * インストールの開始 * をクリックしま
す。

現在の状態が「 Installation is in progress 」に変わり、「 Monitor Installation 」ページが表示されます。

モニタのインストールページに手動でアクセスする必要がある場合は、 * モニタのインス
トール * をクリックします。
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7. グリッドに複数のアプライアンスストレージノードがある場合は、アプライアンスごとに上記の手順を繰
り返します。

一度に複数のアプライアンス・ストレージ・ノードを導入する必要がある場合は
'configure-sSGA .py アプライアンス・インストール・スクリプトを使用して ' インストール
・プロセスを自動化できます

関連情報

グリッドを展開します

リカバリとメンテナンス

ストレージアプライアンスの設置を監視する

StorageGRID アプライアンスインストーラでは、インストールが完了するまでステータ
スが提供されます。ソフトウェアのインストールが完了すると、アプライアンスがリブ
ートされます。

手順

1. インストールの進行状況を監視するには、 * インストールの監視 * をクリックします。

Monitor Installation ページにインストールの進行状況が表示されます。

青色のステータスバーは、現在進行中のタスクを示します。緑のステータスバーは、正常に完了したタス
クを示します。

インストーラは、以前のインストールで完了したタスクが再実行されないようにします。
インストールを再実行している場合 ' 再実行する必要のないタスクは ' 緑色のステータスバ
ーとステータスが [ スキップ済み ] と表示されます

2. インストールの最初の 2 つのステージの進行状況を確認します。

◦ 1 。ストレージの構成 *

インストーラがストレージコントローラに接続し、既存の設定があれば消去し、 SANtricity ソフトウ
ェアと通信してボリュームを設定し、ホストを設定します。
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※ 2OS * をインストールします

インストーラが StorageGRID のベースとなるオペレーティングシステムイメージをアプライアンスにコ
ピーします。

3. インストールの進行状況の監視を継続して、組み込みコンソールに「 Install StorageGRID * 」ステージが
一時停止し、グリッドマネージャを使用して管理ノードでこのノードを承認するように求めるメッセージ
が表示されるまで続けます。次の手順に進みます。

4. プライマリ管理ノードのグリッドマネージャに移動し、保留中のストレージノードを承認して、
StorageGRID のインストールプロセスを完了します。

Grid Manager から * Install * をクリックすると、ステージ 3 が完了し、ステージ 4 * Finalize Installation *
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が開始されます。ステージ 4 が完了すると、コントローラがリブートされます。

アプライアンスのインストールと設定（ SG6000 ）を自動化す
る

アプライアンスのインストールと設定、および StorageGRID システム全体の設定を自動
化することができます。

このタスクについて

インストールと設定を自動化すると、複数の StorageGRID インスタンス、または大規模で複雑な
StorageGRID インスタンスを 1 つ導入する場合に便利です。

インストールと設定を自動化するには、次のオプションを 1 つ以上使用します。

• アプライアンスの構成設定を指定した JSON ファイルを作成します。StorageGRID アプライアンスイン
ストーラを使用して JSON ファイルをアップロードします。

同じファイルを使用して、複数のアプライアンスを設定できます。

• StorageGRID の configure -sSGA .py Python スクリプトを使用して、アプライアンスの設定を自動化しま
す。

• 追加の Python スクリプトを使用して、 StorageGRID システム全体の他のコンポーネント（「グリッド」
）を設定します。

Python スクリプトを StorageGRID 自動化で直接使用することも、 StorageGRID インストール
REST API を独自に開発するグリッド導入および設定ツールで使用する例として使用すること
もできます。の情報を参照してください StorageGRID インストールファイルのダウンロードと
展開。

StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してアプライアンスの設定を自動化す
る

設定情報を含む JSON ファイルを使用して、アプライアンスの設定を自動化することが
できます。ファイルは StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してアップロー
ドします。

必要なもの

• アプライアンスは、 StorageGRID 11.5 以降と互換性のある最新のファームウェアを使用している必要が
あります。

• を使用して設定するアプライアンスで StorageGRID アプライアンスインストーラに接続する必要があり
ます サポートされている Web ブラウザ。

このタスクについて

次の設定など、アプライアンスの設定作業を自動化することができます。

• グリッドネットワーク、管理ネットワーク、およびクライアントネットワークの IP アドレス
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• BMC インターフェイス

• ネットワークリンク

◦ ポートボンディングモード

◦ ネットワークボンディングモード

◦ リンク速度

アップロードした JSON ファイルを使用してアプライアンスを設定する方が、 StorageGRID アプライアンス
インストーラの複数のページを使用して手動で設定を行うよりも効率的です。特に、多数のノードを設定する
必要がある場合は効果的です。構成ファイルはノードごとに 1 つずつ適用する必要があります。

アプライアンスのインストールと設定の両方を自動化したい経験のあるユーザは、「 configure
-sSGA .py 」スクリプトを使用できます。[+]configure-sga.py スクリプトを使用して、アプラ
イアンスノードのインストールと設定を自動化します

手順

1. 次のいずれかの方法で JSON ファイルを生成します。

◦ ConfigBuilder アプリケーション

"ConfigBuilder.netapp.com"

◦ configure -SGA .py アプライアンスの構成スクリプトスクリプトは、 StorageGRID アプライアンスイ
ンストーラ（ * Help * > * アプライアンス構成スクリプト * ）からダウンロードできます。configure-
sga.py スクリプトを使用して設定を自動化する手順を参照してください。

configure-sga.py スクリプトを使用して、アプライアンスノードのインストールと設定を自動化します

JSON ファイル内のノード名は、次の要件に従う必要があります。

◦ 1 文字以上 32 文字以下の有効なホスト名を指定する必要があります

◦ アルファベット、数字、およびハイフンを使用できます

◦ 1 文字目または最後の文字をハイフンにすることはできません

◦ 数字だけを含めることはできません

JSON ファイル内のノード名（最上位の名前）が一意であることを確認してください。
一意でないと、 JSON ファイルを使用して複数のノードを設定できません。

2. 「 * Advanced * > * Update Appliance Configuration * 」を選択します。

[Update Appliance Configuration] ページが表示されます。
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3. アップロードする設定の JSON ファイルを選択します。

a. [ * 参照 * ] を選択します。

b. ファイルを探して選択します。

c. 「 * 開く * 」を選択します。

ファイルがアップロードされて検証されます。検証プロセスが完了すると、ファイル名が緑色のチェ
ックマークの横に表示されます。

JSON ファイルの構成に「 link_config 」、「 networks 」、またはその両方のセクショ
ンが含まれている場合は、アプライアンスへの接続が失われる可能性があります。1 分
以内に再接続されない場合は、アプライアンスに割り当てられている他の IP アドレス
のいずれかを使用して、アプライアンスの URL を再入力します。

ノード名 * ドロップダウンには、 JSON ファイルで定義された最上位のノード名が表示されます。
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ファイルが有効でない場合、ファイル名は赤色で表示され、黄色のバナーにエラーメッセ
ージが表示されます。無効なファイルはアプライアンスに適用されません。ConfigBuilder
を使用して、有効な JSON ファイルを作成できます。

4. ノード名 * ドロップダウンのリストからノードを選択します。

Apply JSON configuration * ボタンが有効になっている。

5. Apply JSON configuration * を選択します。

選択したノードに構成が適用されます。

configure-sga.py スクリプトを使用して、アプライアンスノードのインストールと設定
を自動化します

configure -sSGA .py スクリプトを使用すると、プライマリ管理ノードのインストールや
設定など、 StorageGRID アプライアンスノードのインストールタスクや設定タスクの多
くを自動化できます。このスクリプトは、設定するアプライアンスが多数ある場合に役
立ちます。スクリプトを使用して、アプライアンスの設定情報を含む JSON ファイルを
生成することもできます。

必要なもの

• アプライアンスをラックに設置し、ネットワークに接続し、電源を投入しておきます。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してプライマリ管理ノードのネットワークリンクと IP
アドレスを設定しておきます。

• プライマリ管理ノードをインストールする場合は、その IP アドレスを確認しておきます。

• 他のノードをインストールして設定する場合は、プライマリ管理ノードが導入され、その IP アドレスを
確認しておきます。

• プライマリ管理ノード以外のすべてのノードについて、 StorageGRID アプライアンスインストーラの IP
設定ページに表示されるすべてのグリッドネットワークサブネットが、プライマリ管理ノードのグリッド
ネットワークサブネットリストで定義されている。

• 「 configure-sSGA .py 」ファイルがダウンロードされています。このファイルはインストール・アーカイ
ブに含まれています。または、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの * Help * > * Appliance
Installation Script * をクリックしてアクセスできます。
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この手順 は、コマンドラインインターフェイスを使用した経験のある上級ユーザを対象と
しています。また、 StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して設定を自動化す
ることもできます。[+]StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してアプライアン
スの設定を自動化する

手順

1. Python スクリプトを実行するために使用する Linux マシンにログインします。

2. スクリプト構文に関する一般的なヘルプおよび使用可能なパラメータの一覧を表示するには、次のように
入力します。

configure-sga.py --help

「 configure -SGA .py 」スクリプトでは、次の 5 つのサブコマンドが使用されています。

◦ StorageGRID アプライアンスの高度な操作（ BMC の設定、アプライアンスの現在の設定を含む
JSON ファイルの作成など

◦ RAID モード ' ノード名 ' およびネットワーク・パラメータを構成するための configure

◦ StorageGRID のインストールを開始するためのインストール

◦ StorageGRID のインストールを監視するための「 monitor 」

◦ アプライアンスを再起動するための再起動

サブコマンド（ advanced 、 configure 、 install 、 monitor 、または reboot ）引数に続けて「 --help 」オ
プションを入力すると、そのサブコマンド内で使用可能なオプションの詳細を示す別のヘルプテキストが

表示されます。 +configure-sga.py _subcommand _ --help

3. アプライアンス・ノードの現在の構成を確認するには ' 次のように入力しますここで 'sSGA -install-ip は '
アプライアンス・ノードのいずれかの IP アドレスです +`configure-sga.py configure_SGA -install-ip_

この結果には、プライマリ管理ノードの IP アドレスや管理、グリッド、クライアントネットワークに関
する情報など、アプライアンスの現在の IP 情報が表示されます。

Connecting to +https://10.224.2.30:8443+ (Checking version and

connectivity.)

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/versions... Received 200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/system-info... Received

200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/admin-connection...

Received 200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/link-config... Received

200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/networks... Received 200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/system-config... Received

200

  StorageGRID Appliance
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    Name:        LAB-SGA-2-30

    Node type:   storage

  StorageGRID primary Admin Node

    IP:        172.16.1.170

    State:     unknown

    Message:   Initializing...

    Version:   Unknown

  Network Link Configuration

    Link Status

          Link      State      Speed (Gbps)

          ----      -----      -----

          1         Up         10

          2         Up         10

          3         Up         10

          4         Up         10

          5         Up         1

          6         Down       N/A

    Link Settings

        Port bond mode:      FIXED

        Link speed:          10GBE

        Grid Network:        ENABLED

            Bonding mode:    active-backup

            VLAN:            novlan

            MAC Addresses:   00:a0:98:59:8e:8a  00:a0:98:59:8e:82

        Admin Network:       ENABLED

            Bonding mode:    no-bond

            MAC Addresses:   00:80:e5:29:70:f4

        Client Network:      ENABLED

            Bonding mode:    active-backup

            VLAN:            novlan

            MAC Addresses:   00:a0:98:59:8e:89  00:a0:98:59:8e:81

  Grid Network

    CIDR:      172.16.2.30/21 (Static)

    MAC:       00:A0:98:59:8E:8A

    Gateway:   172.16.0.1

    Subnets:   172.17.0.0/21

               172.18.0.0/21

               192.168.0.0/21

    MTU:       1500
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  Admin Network

    CIDR:      10.224.2.30/21 (Static)

    MAC:       00:80:E5:29:70:F4

    Gateway:   10.224.0.1

    Subnets:   10.0.0.0/8

               172.19.0.0/16

               172.21.0.0/16

    MTU:       1500

  Client Network

    CIDR:      47.47.2.30/21 (Static)

    MAC:       00:A0:98:59:8E:89

    Gateway:   47.47.0.1

    MTU:       2000

##############################################################

#####   If you are satisfied with this configuration,    #####

##### execute the script with the "install" sub-command. #####

##############################################################

4. 現在の設定のいずれかの値を変更する必要がある場合は、 configure サブコマンドを使用して値を更新し
ます。たとえば、アプライアンスがプライマリ管理ノードへの接続に使用する IP アドレスを「

172.16.2.99 」に変更する場合は、 +configure-sga.py configure --admin-IP

172.16.2.99_SGA -install-ip_ を入力します

5. アプライアンス構成を JSON ファイルにバックアップする場合は 'advanced' および backup-file' サブコマ
ンドを使用しますたとえば、 IP アドレスが「 SGA -install-ip 」のアプライアンスの設定を「 apply-
SG1000 」という名前のファイルにバックアップする場合は、「 configure-sga.py advanced --backup-file
appliance -SG1000 -sSGA -install-ip_ 」と入力します

設定情報が格納された JSON ファイルは、スクリプトの実行元と同じディレクトリに書き込まれます。

生成された JSON ファイルの最上位のノード名がアプライアンス名と一致していることを
確認します。経験豊富なユーザで StorageGRID API について十分な知識がある場合を除
き、このファイルに変更を加えないでください。

6. アプライアンスの構成に問題がなければ 'install' および 'monitor' サブコマンドを使用してアプライアンス
をインストールします +`configure-sga.py install --monitor_sSGA -install-ip_

7. アプライアンスを再起動する場合は、 +configure-sga.py reboot_sSGA -install-ip_ を入力し
ます

StorageGRID の設定を自動化

グリッドノードを導入したら、 StorageGRID システムの設定を自動化できます。

必要なもの

• インストールアーカイブにある次のファイルの場所を確認しておきます。
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ファイル名 説明

「 configure -storagegrid.py 」があります 設定を自動化するための Python スクリプト

「 configure -storagegrid-sample.json スクリプトで使用するサンプル構成ファイル

「 configure -storagegrid-bank.json 」 スクリプトで使用する空の構成ファイルです

• 構成ファイル configure -storagegrid.json を作成しました。このファイルを作成するには、サンプル構成
ファイル（「 configure -storagegrid-sample.json 」）または空の構成ファイル（「 configure
-storagegridBlank.json 」）を変更します。

このタスクについて

configure -storagegrid.py Python スクリプトと、 configure -storagegrid.json 構成ファイルを使用して、
StorageGRID システムの設定を自動化できます。

また、 Grid Manager またはインストール API を使用してシステムを設定することもできま
す。

手順

1. Python スクリプトを実行するために使用する Linux マシンにログインします。

2. インストールアーカイブを展開したディレクトリに移動します。

例： +cd StorageGRID -Webscale --version/platform

ここで 'platform` は 'debs’rps’vSphere' です

3. Python スクリプトを実行し、作成した構成ファイルを使用します。

例：

./configure-storagegrid.py ./configure-storagegrid.json --start-install

完了後

リカバリ・パッケージの .zip ファイルは ' 構成プロセス中に生成され ' インストールおよび構成プロセスを実
行しているディレクトリにダウンロードされますグリッドノードで障害が発生した場合に StorageGRID シス
テムをリカバリできるようにするために、リカバリパッケージファイルをバックアップする必要があります。
たとえば、バックアップされたセキュアなネットワーク上の場所や、安全なクラウドストレージ上の場所にコ
ピーします。

リカバリパッケージファイルには StorageGRID システムからデータを取得するための暗号キー
とパスワードが含まれているため、安全に保管する必要があります。

ランダムなパスワードを生成するように指定した場合は、「 passwords.txt 」ファイルを抽出し、
StorageGRID システムへのアクセスに必要なパスワードを探す必要があります。
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######################################################################

##### The StorageGRID "recovery package" has been downloaded as: #####

#####           ./sgws-recovery-package-994078-rev1.zip          #####

#####   Safeguard this file as it will be needed in case of a    #####

#####                 StorageGRID node recovery.                 #####

######################################################################

StorageGRID システムがインストールおよび設定されると、確認メッセージが表示されます。

StorageGRID has been configured and installed.

インストール REST API の概要

StorageGRID には、インストールタスクを実行するための REST API として、
StorageGRID インストール API と StorageGRID アプライアンスインストーラ API の 2
つが用意されています。

どちらの API も、 Swagger オープンソース API プラットフォームを使用して API のドキュメントを提供して
います。Swagger では、ユーザインターフェイスを使用してパラメータやオプションを変更した場合の API
の動作を確認しながら、 API の開発を進めることができます。このドキュメントは、標準的な Web テクノロ
ジと JavaScript Object Notation （ JSON ）データ形式について十分理解していることを前提としています。

API Docs Web ページを使用して実行する API 処理はすべてその場で実行されます。設定デー
タやその他のデータを誤って作成、更新、または削除しないように注意してください。

各 REST API コマンドは、 API の URL 、 HTTP アクション、必須またはオプションの URL パラメータ、お
よび想定される API 応答で構成されます。

StorageGRID インストール API

StorageGRID インストール API は、 StorageGRID システムを最初に設定するとき、およびプライマリ管理ノ
ードのリカバリを実行する必要がある場合にのみ使用できます。インストール API には、 Grid Manager から
HTTPS 経由でアクセスできます。

API のドキュメントにアクセスするには、プライマリ管理ノードのインストール用 Web ページに移動し、メ
ニューバーから * Help * > * API Documentation * を選択します。

StorageGRID インストール API には次のセクションがあります。

• *config *-- API の製品リリースとバージョンに関連する操作。製品リリースバージョンおよびそのリリー
スでサポートされる API のメジャーバージョンを一覧表示できます。

• * grid * — グリッドレベルの設定操作。グリッドの詳細、グリッドネットワークのサブネット、グリッド
パスワード、 NTP および DNS サーバの IP アドレスなど、グリッド設定を取得および更新できます。

• *nodes * — ノードレベルの設定操作。グリッドノードのリストを取得できるほか、グリッドノードの削
除、設定、表示、およびグリッドノードの設定のリセットを行うことができます。
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• *provision * — プロビジョニング操作。プロビジョニング処理を開始し、プロビジョニング処理のステー
タスを表示できます。

• * recovery * - プライマリ管理ノードのリカバリ処理。情報のリセット、リカバリパッケージのアップロー
ド、リカバリの開始、およびリカバリ処理のステータスの表示を行うことができます。

• * recovery-package * — リカバリパッケージをダウンロードする処理。

• *sites * — サイトレベルの設定操作。サイトを作成、表示、削除、および変更できます。

StorageGRID アプライアンスインストーラ API

StorageGRID アプライアンス・インストーラ API には 'Controller_IP:8443 から HTTPS 経由でアクセスでき
ます

API ドキュメントにアクセスするには、アプライアンスの StorageGRID アプライアンスインストーラのメニ
ューバーから * Help * > * API Docs * を選択します。

StorageGRID アプライアンスインストーラ API には、次のセクションがあります。

• * clone * — ノードのクローニングを構成および制御するための処理。

• *encryption * — 暗号化を管理し、暗号化ステータスを表示するための処理。

• * ハードウェア構成 * — 接続されたハードウェアでシステム設定を構成するための操作。

• *installation * ：アプライアンスのインストールを開始し、インストール・ステータスを監視するための処
理。

• * networking * — StorageGRID アプライアンスのグリッドネットワーク、管理ネットワーク、クライアン
トネットワークの設定、およびアプライアンスのポート設定に関連する処理です。

• * setup * - システムに関する情報の取得やプライマリ管理ノード IP の更新要求など、アプライアンスの初
期インストール設定に役立つ処理。

• *support * — コントローラのリブートとログ取得のための処理。

• * upgrade * ：アプライアンス・ファームウェアのアップグレードに関連する操作

• uploadsg — StorageGRID インストールファイルをアップロードするための操作。

ハードウェアの設置（ SG6000 ）のトラブルシューティング

設置作業で問題が発生した場合は、ハードウェアのセットアップや接続の問題に関する
トラブルシューティング情報を確認すると役立つことがあります。

SG6000-CN コントローラのブート時のコードを確認します

アプライアンスの電源を入れると、 BMC は SG6000-CN コントローラの一連のブート
時のコードを記録します。これらのコードはいくつかの方法で確認できます。

必要なもの

• BMC ダッシュボードへのアクセス方法を確認しておく必要があります。

• Serial-Over-LAN （ SOL ）を使用する場合は、 IPMI SOL コンソールアプリケーションの使用経験が必要
です。
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手順

1. アプライアンスコントローラのブート時のコードを確認するための方法を選択し、必要な機器を揃えま
す。

メソッド 必要な機器

VGA コンソール • VGA 対応モニタ

• VGA ケーブル

KVM の略 • RJ-45 ケーブル

シリアルポート • DB-9 シリアルケーブル

• 仮想シリアルターミナル

ソル • 仮想シリアルターミナル

2. VGA コンソールを使用する場合は、次の手順を実行します。

a. VGA 対応モニタをアプライアンス背面の VGA ポートに接続します。

b. モニタに表示されるコードを確認します。

3. BMC KVM を使用する場合は、次の手順を実行します。

a. BMC 管理ポートに接続し、 BMC の Web インターフェイスにログインします。

b. 「 * リモートコントロール * 」を選択します。

c. KVM を起動します。

d. 仮想モニタのコードを確認します。

4. シリアルポートと端末を使用している場合は、次の手順を実行します。

a. アプライアンス背面の DB-9 シリアルポートに接続します。

b. 設定として 115200 8-N-1 を使用します

c. シリアルターミナルに印刷されているコードを確認します。

5. SOL を使用する場合は、次の手順を実行します。

a. BMC の IP アドレスとログインクレデンシャルを使用して IPMI SOL に接続します。

BMC root アカウントのパスワードを変更していない場合、工場出荷時のデフォルト値
は「 calvin 」です。

ipmitool-i lanplus -H_BMC_Port_IP_-U root-P_Password_sol activate'

b. 仮想シリアルターミナルのコードを確認します。

6. 次の表を使用して、アプライアンスのコードを確認します。
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コード を示します

こんにちは マスターブートスクリプトが開始されました。

HP ネットワークインターフェイスカード（ NIC ）の
更新が必要かどうかをシステムがチェックしていま
す。

朝食付き ファームウェアの更新の適用が完了し、システムが
リブートしています。

FP ハードウェアサブシステムのファームウェアの更新
の確認が完了しました。コントローラ間の通信サー
ビスが開始されています。

彼 アプライアンスストレージノードの場合のみ：

システムがストレージコントローラとの接続待ち
で、 SANtricity オペレーティングシステムと同期し
ています。

• 注：この段階でブート手順 が進行しない場合
は、次の手順を実行します。

a. SG6000-CN コントローラと 2 台のストレ
ージコントローラの間の 4 本のインターコ
ネクトケーブルがしっかり接続されている
ことを確認します。

b. 必要に応じて、 1 本以上のケーブルを交換
し、再試行します。

c. この方法で問題 が解決しない場合は、テク
ニカルサポートにお問い合わせください。

HC 既存の StorageGRID のインストールデータがチェ
ックされています。

HO StorageGRID アプライアンスインストーラが実行
されている。

高可用性 StorageGRID が実行されています。

SG6000-CN コントローラのエラーコードを確認します

SG6000-CN コントローラのブート時にハードウェアエラーが発生すると、 BMC にエラ
ーコードが記録されます。必要に応じて BMC インターフェイスを使用してこれらのエ
ラーコードを確認し、テクニカルサポートと協力して問題 を解決できます。
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必要なもの

• BMC ダッシュボードへのアクセス方法を確認しておく必要があります。

手順

1. BMC ダッシュボードで、 * BIOS POST Code * を選択します。

2. 現在のコードと前のコードについて表示された情報を確認します。

次のいずれかのエラーコードが表示された場合は、テクニカルサポートに連絡して問題 を解決してくださ
い。

コード を示します

0x0E マイクロコードが見つかりません

0x0F マイクロコードがロードされません

0x50 メモリの初期化エラー。メモリタイプが無効か、メ
モリ速度に互換性がありません。

0x51 メモリの初期化エラー。SPD の読み取りに失敗し
ました。

0x52 メモリの初期化エラー。メモリサイズが無効か、メ
モリモジュールが一致しません。

0x53 メモリの初期化エラー。使用可能なメモリが検出さ
れませんでし

0x54 不明なメモリ初期化エラー

0x55 メモリが取り付けられていません

0x56 CPU のタイプまたは速度が無効です

0x57 CPU が一致しません

0x58 CPU セルフテストに失敗したか、 CPU キャッシュ
エラーの可能性があります

0x59 CPU マイクロコードが見つからないか、マイクロ
コードの更新に失敗しました

0x5A 内部 CPU エラー

0x5B リセット PPI が使用できません
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コード を示します

0x5C PEI フェーズの BMC セルフテストに失敗しました

0xD0 CPU の初期化エラー

0xD1 ノースブリッジの初期化エラー

0xD2 サウスブリッジの初期化エラー

0xd3 一部のアーキテクチャプロトコルが使用できません

0xD4 PCI リソースの割り当てエラー。リソース不足で
す。

0xD5 レガシーオプション ROM 用のスペースがありませ
ん

0xD6 コンソール出力デバイスが見つかりません

0xD7 コンソール入力デバイスが見つかりません

0xD8 パスワードが無効です

0xD9 ブートオプションのロードエラー（ LoadImage が
エラーを返しました）

0xda ブートオプションが失敗しました（ StartImage が
エラーを返しました）。

0xDB フラッシュの更新に失敗しました

0xDC リセットプロトコルは使用できません

0xDD DXE フェーズの BMC セルフテストに失敗しました

0xE8 MRC ： ERR_NO_MEMORY

0xE9 MRC ： ERR_LT_LOCK

0xEA MRC ： ERR_DDR_INIT

0xEB MRC ： ERR_MEM_TEST
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コード を示します

0xEC MRC ： ERR_VENDER_Specific

0xED MRC ： ERR_DIMM_COMPAT

0xEE MRC ： ERR_MRC_compatibility

0xef MRC ： ERR_MRC_STRUCT

0xF0 MRC ： ERR_SET_VDD

0xf1 MRC ： ERR_IOT_MEM_BUFFER

0xF2 MRC ： ERR_RC_INTERNAL

0xF3 MRC ： ERR_INVALL_REG_ACCESS

0xF4 MRC ： ERR_SET_MC_Freq

0xf5 MRC ： ERR_READ_MC_Freq

0x70 MRC ： ERR_DIMM_CHANNEL

0x74 MRC ： ERR_BIST チェック

0xF6 MRC ： ERR_SMBus

0xF7 MRC ： ERR_PCU

0xf8 MRC ： ERR_NGN

0xF9 MRC ： ERR_interleave_failure

ハードウェアのセットアップがハングしたように見える（ SG6000 ）

ハードウェア障害やケーブル接続エラーによってストレージコントローラまたは
SG6000-CN コントローラのブート処理が完了しなかった場合は、 StorageGRID アプラ
イアンスインストーラを使用できなくなることがあります。

手順

1. ストレージコントローラの場合は、デジタル表示ディスプレイのコードを監視します。
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電源投入時にハードウェアが初期化される際に、 2 つのデジタル表示ディスプレイに一連のコードが表
示されます。ハードウェアが正常に起動すると、デジタル表示ディスプレイに「 99 」と表示されます。

2. SG6000-CN コントローラの LED と、 BMC に表示されたブート時のコードとエラーコードを確認しま
す。

3. 問題 の解決にサポートが必要な場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

関連情報

SG6000 ストレージコントローラのブート時のステータスコードを確認します

"E5700 and E2800 System Monitoring Guide 』を参照してください"

SG6000-CN コントローラのステータスインジケータとボタンを表示します

SG6000-CN コントローラのブート時のコードを確認します

SG6000-CN コントローラのエラーコードを確認します

接続の問題（ SG6000 ）のトラブルシューティング

StorageGRID アプライアンスのインストール時に接続の問題が発生した場合は、以下に
記載する対処策を実施する必要があります。

アプライアンスに接続できません

アプライアンスに接続できない場合は、ネットワーク問題 があるか、またはハードウェ
アの設置が正常に完了していない可能性があります。

手順

1. SANtricity システムマネージャに接続できない場合は、次の手順を実行します。

a. SANtricity システムマネージャの管理ネットワークで、どちらかのストレージコントローラの IP アド

レスを使用してアプライアンスに ping を送信します。 +ping_Storage_Controller_IP_

b. ping からの応答がない場合は、正しい IP アドレスを使用していることを確認します。

どちらかのストレージコントローラの管理ポート 1 の IP アドレスを使用してください。

c. IP アドレスが正しい場合は、アプライアンスのケーブル接続とネットワークのセットアップを確認し
ます。

この手順で問題 が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

d. ping が成功した場合は、 Web ブラウザを開きます。

e. SANtricity System Manager:+https://Storage_Controller_IP の URL を入力します

SANtricity System Manager のログインページが表示されます。

2. SG6000-CN コントローラに接続できない場合は、次の手順を実行します。

a. SG6000-CN コントローラの IP アドレス「 * ping_SG6000-CN - CN_Controller_IP_* 」を使用してア
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プライアンスに ping を送信してみます

b. ping からの応答がない場合は、正しい IP アドレスを使用していることを確認します。

グリッドネットワーク、管理ネットワーク、またはクライアントネットワークでのアプライアンスの
IP アドレスを使用できます。

c. IP アドレスが正しい場合は、アプライアンスのケーブル接続、 SFP トランシーバ、およびネットワ
ークのセットアップを確認します。

d. SG6000-CN への物理的なアクセスが可能な場合は、永続的なリンクローカル IP 169.254.0.1 への直
接接続を使用して、コントローラのネットワーク設定を確認し、必要に応じて更新できます。詳細な
手順については、のステップ 2 を参照してください StorageGRID アプライアンスインストーラへのア
クセス。

この手順で問題 が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

e. ping が成功した場合は、 Web ブラウザを開きます。

f. StorageGRID アプライアンスインストーラの URL を入力します :+https://SG6000-

CN_Controller_IP:8443

ホームページが表示されます。

拡張シェルフはアプライアンスインストーラに表示されません

SG6060またはSG6060Xの拡張シェルフを設置し、StorageGRID アプライアンスインス
トーラに拡張シェルフが表示されない場合は、シェルフの設置が完了していて、電源が
オンになっていることを確認する必要があります。

このタスクについて

拡張シェルフがアプライアンスに接続されていることを確認するには、 StorageGRID アプライアンスインス
トーラで次の情報を表示します。

• ホーム * ページには、拡張シェルフに関するメッセージが表示されます。

• Advanced * > * RAID Mode * ページには、アプライアンスに拡張シェルフが含まれているかどうかをドラ
イブ数で示します。たとえば、以下のスクリーンショットでは、 2 本の SSD と 178 本の HDD が表示さ
れています。2 台の拡張シェルフを備えた SG6060 には、合計 180 本のドライブが搭載されてい

116



拡張シェルフが存在しないことが StorageGRID アプライアンスインストーラのページに示された場合は、
次の手順 を実行します。

手順

1. 確認します 必要なすべてのケーブルがしっかりと接続されている。

2. を確認します 拡張シェルフの電源をオンにします。

3. 問題 の解決にサポートが必要な場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

StorageGRID アプライアンスインストーラの実行中に SG6000-CN コントローラをリブ
ートします

StorageGRID アプライアンスインストーラの実行中に、 SG6000-CN コントローラのリ
ブートが必要になることがあります。たとえば、インストールが失敗した場合は、コン
トローラのリブートが必要になることがあります。

このタスクについて

この手順 は、 SG6000-CN コントローラで StorageGRID アプライアンスインストーラが実行されている場合
にのみ該当します。インストールが完了すると、 StorageGRID アプライアンスインストーラが使用できなく
なるため、この手順は機能しなくなります。

手順

1. StorageGRID アプライアンス・インストーラで、 [Advanced>*Reboot Controller*] をクリックし、次のい
ずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。（このオプションは、コントローラがメンテナンスモードのときにのみ使用で
きます）。 このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処理を実行す
る必要がある場合に選択します。

SG6000-CN コントローラがリブートされます。
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SG6000 アプライアンスをメンテナンスする

SG6000 アプライアンスでメンテナンス手順を実行する必要がある場合があります。こ
のセクションの手順は、アプライアンスが StorageGRID システムにストレージノードと
してすでに導入されていることを前提としています。

サービスの中断を回避するには、アプライアンスをシャットダウンする前に他のすべてのストレージノードが
グリッドに接続されていることを確認するか、サービスの停止期間が許容範囲内であれば、スケジュールされ
たメンテナンス期間中にアプライアンスをシャットダウンします。の情報を参照してください ノードの接続
状態を監視しています。

オブジェクトのコピーを 1 つだけ作成する ILM ルールを使用したことがある場合は、スケジュ
ールされたメンテナンス時間中にアプライアンスをシャットダウンする必要があります。そう
しないと、ストレージノードのサービスを停止するメンテナンス手順 の実行中に、これらのオ
ブジェクトへのアクセスが一時的に失われる可能性があります。の情報を参照してください 情
報ライフサイクル管理によるオブジェクトの管理。

アプライアンスをメンテナンスモードにします

特定のメンテナンス手順を実行する前に、アプライアンスをメンテナンスモードにする
必要があります。

必要なもの

• を使用して Grid Manager にサインインします サポートされている Web ブラウザ。

• Maintenance または Root アクセス権限が必要です。詳細については、 StorageGRID の管理手順を参照し
てください。

このタスクについて

まれに、 StorageGRID アプライアンスをメンテナンスモードにすると、アプライアンスにリモートアクセス
できなくなることがあります。

保守モードの StorageGRID アプライアンスの admin アカウントのパスワードおよび SSH ホス
ト・キーは、アプライアンスが稼働していたときと同じままです。

手順

1. Grid Manager から * nodes * を選択します。

2. Nodes ページのツリービューで、アプライアンスストレージノードを選択します。

3. [ タスク ] を選択します。
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4. [* メンテナンスモード * ] を選択します。

確認のダイアログボックスが表示されます。

5. プロビジョニングパスフレーズを入力し、「 * OK 」を選択します。

進捗状況バーと一連のメッセージ（「 Request Sent 」、「 Stopping StorageGRID 」、「 Rebaling 」な
ど）は、アプライアンスがメンテナンスモードに入るための手順を完了していることを示しています。
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アプライアンスがメンテナンスモードになっている場合は、 StorageGRID アプライアンスインストーラ
へのアクセスに使用できる URL が確認メッセージに表示されます。

6. StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスするには、表示されたいずれかの URL にアクセス
します。
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可能であれば、アプライアンスの管理ネットワークポートの IP アドレスを含む URL を使用します。

アプライアンスの管理ポートに直接接続している場合は '+ https://169.254.0.1:8443+` を使
用して StorageGRID アプライアンス・インストーラのページにアクセスします

7. StorageGRID アプライアンスインストーラで、アプライアンスがメンテナンスモードになっていることを
確認します。

8. 必要なメンテナンスタスクを実行します。

9. メンテナンス作業が完了したら、メンテナンスモードを終了して通常のノードの運用を再開しま
す。StorageGRID アプライアンス・インストーラから、 Advanced>* Reboot Controller* を選択し、 *
Reboot into StorageGRID * を選択します。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブート
が完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。ノード *
ページには、アクティブなアラートがなくノードがグリッドに接続されていることを示すために、アプラ
イアンスノードの通常ステータス（アイコンなし）が表示されます。
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ストレージコントローラの SANtricity OS をアップグレードします

ストレージコントローラが最適に機能するようにするには、 StorageGRID アプライアン
スに対応した最新の SANtricity OS メンテナンスリリースにアップグレードする必要が
あります。使用するバージョンを確認するには、 NetApp Interoperability Matrix Tool （
IMT ）を参照してください。サポートが必要な場合は、テクニカルサポートにお問い合
わせください。

現在インストールされている SANtricity OS のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

• ストレージコントローラで SANtricity OS 08.42.20.00 （ 11.42 ）以降を使用している場合、 Grid
Manager を使用してアップグレードを実行します。

Grid Manager を使用してストレージコントローラの SANtricity OS をアップグレード

• ストレージコントローラで 08.42.20.00 （ 11.42 ）より前のバージョンの SANtricity OS を使用している
場合、メンテナンスモードを使用してアップグレードを実行します。

ストレージコントローラの SANtricity OS をメンテナンスモードでアップグレードします

ストレージアプライアンスの SANtricity OS をアップグレードするときは、 StorageGRID のド
キュメントに記載されている手順に従う必要があります。他の手順を使用すると、アプライア
ンスが動作しなくなる可能性があります。

関連情報
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"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

"ネットアップのダウンロード：StorageGRID アプライアンス"

監視とトラブルシューティング

Grid Manager を使用してストレージコントローラの SANtricity OS をアップグレード

現在 SANtricity OS 08.42.20.00 （ 11.42 ）以降を使用しているストレージコントローラ
の場合、 Grid Manager を使用してアップグレードを適用する必要があります。

必要なもの

• NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を参照して、アップグレードに使用する SANtricity OS のバ
ージョンがお使いのアプライアンスと互換性があることを確認してください。

• Maintenance または Root アクセス権限が必要です。

• を使用して Grid Manager にサインインします サポートされている Web ブラウザ。

• プロビジョニングパスフレーズを用意します。

• SANtricity OS に関するネットアップのダウンロードページを利用できます。

このタスクについて

SANtricity OS のアップグレードプロセスが完了するまで、他のソフトウェアの更新（ StorageGRID ソフトウ
ェアのアップグレードまたはホットフィックス）は実行できません。SANtricity OS のアップグレードプロセ
スが完了する前にホットフィックスや StorageGRID ソフトウェアのアップグレードを開始しようとすると、
SANtricity OS のアップグレードページが表示されます。

手順 は、アップグレード対象として選択されたすべての該当ノードに SANtricity OS のアップグレードが正常
に適用されるまでは完了しません。各ノードの SANtricity OS を（順次）ロードする場合は 30 分以上、各
StorageGRID ストレージアプライアンスをリブートする場合は最大 90 分かかることがあります。

次の手順は、 Grid Manager を使用してアップグレードを実行する場合にのみ実行できます。
コントローラで 08.42.20.00 （ 11.42 ）より前の SANtricity OS を使用している場合、アプライ
アンス内のストレージコントローラを Grid Manager を使用してアップグレードすることはで
きません。

この手順 は、 SANtricity OS のアップグレードに関連付けられた最新バージョンに NVSRAM
を自動的にアップグレードします。個別の NVSRAM アップグレードファイルを適用する必要
はありません。

手順

1.  ネットアップサポートサイトから新しい SANtricity OS ソフトウェアファイルをダウンロードします。

ご使用のストレージコントローラに対応する SANtricity OS バージョンを選択してください。

"ネットアップのダウンロード：StorageGRID アプライアンス"

2. 「 * maintenance * > * System * > * Software update * 」を選択します。
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3. SANtricity OS アップデートセクションで、 * アップデート * を選択します。

SANtricity OS のアップグレードページが表示されます。

4. ネットアップサポートサイトからダウンロードした SANtricity OS アップグレードファイルを選択しま
す。

a. [ * 参照 * ] を選択します。

b. ファイルを探して選択します。

c. 「 * 開く * 」を選択します。

ファイルがアップロードされて検証されます。検証プロセスが完了すると、 * 参照 * ボタンの横にフ
ァイル名が表示されます。

ファイル名は検証プロセスで指定されるため変更しないでください。
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5. プロビジョニングパスフレーズを入力します。

「 * Start * （スタート * ）」ボタンが有効になります。

6. 「 * Start （開始）」を選択します

アップグレードされたノードのサービスを再起動するとブラウザの接続が一時的に失われる可能性がある
ことを示す警告ボックスが表示されます。

7. 「 * OK 」を選択して、 SANtricity OS アップグレードファイルをプライマリ管理ノードにステージングし
ます。

SANtricity OS のアップグレードを開始すると、次の処理が行わ

a. 健全性チェックが実行されます。このプロセスにより、ステータスが「 Needs Attention 」になってい
るノードがないかどうかが確認されます。

エラーが報告された場合は、エラーを解決してから、「 * Start * （開始）」を再度選択
します。
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b. SANtricity OS Upgrade Progress テーブルが表示されます。この表には、グリッド内のすべてのスト
レージノードと、各ノードのアップグレードの現在のステージが表示されます。

すべてのアプライアンスストレージノードが表に表示されます。ソフトウェアベースの
ストレージノードは表示されません。アップグレードが必要なすべてのノードに対し
て「 * 承認」を選択します。

8. 必要に応じて、ノードのリストを * Site * 、 * Name * 、 * Progress * 、 * Stage * 、 * Details * 、 または
* 現在のコントローラファームウェアバージョン * 。または、 * 検索 * ボックスに用語を入力して特定の
ノードを検索します。

ノードのリストをスクロールするには、セクションの右下隅にある左右の矢印を使用します。

9. アップグレードキューに追加する準備ができたグリッドノードを承認します。同じタイプの承認済みノー
ドが一度に 1 つずつアップグレードされます。
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アプライアンスストレージノードを停止およびリブートして問題ないことを確認するまで
は、そのノードの SANtricity OS アップグレードを承認しないでください。ノードで
SANtricity OS のアップグレードが承認されると、そのノードのサービスが停止し、アップ
グレードプロセスが開始されます。その後、ノードのアップグレードが完了すると、アプ
ライアンスノードがリブートされます。このような処理を実行すると、ノードと通信して
いるクライアントで原因 サービスが中断する可能性があります。

◦ すべてのストレージノードを SANtricity OS アップグレードキューに追加するには、すべて承認ボタン
* を選択します。

ノードのアップグレード順序が重要な場合は、ノードまたはノードグループを 1 つずつ
承認し、各ノードでアップグレードが完了するまで待ってから、次のノードを承認しま
す。

◦ 1 つ以上の * 承認 * ボタンを選択して、 SANtricity OS アップグレードキューに 1 つ以上のノードを追
加します。

[* Approve * （承認） ] を選択すると、アップグレードプロセスによってノードをアップグレードでき
るかどうかが決定されます。ノードをアップグレード可能な場合は、アップグレードキューに追加さ
れます。

ノードによっては、選択したアップグレードファイルが意図的に適用されていないため、これらのノード
をアップグレードせずにアップグレードプロセスを完了することができます。ノードが意図的にアップグ
レードされていない状態になると、「 complete 」（アップグレード試行）と表示され、ノードがアップ
グレードされなかった理由が Details 列に表示されます。

10. SANtricity OS アップグレードキューからノードまたはすべてのノードを削除する必要がある場合は、「 *
Remove * 」または「 * Remove All * 」を選択します。

ステージが Queued を超えると、「 * Remove * 」ボタンは非表示になり、 SANtricity OS のアップグレー
ド処理からノードを削除できなくなります。

11. 承認された各グリッドノードに SANtricity OS のアップグレードが適用されるまで待ちます。

◦ SANtricity OS のアップグレードの適用中にいずれかのノードでエラーのステージが表示される場合、
そのノードのアップグレードは失敗しています。テクニカルサポートの助言を受けて、アプライアン
スをリカバリするためにメンテナンスモードに切り替えることが必要になる場合があります。

◦ ノード上のファームウェアが古すぎて Grid Manager でアップグレードできない場合、そのノードは
Error をステージに表示します。 "` このノードで SANtricity OS をアップグレードするには、保守モー
ドを使用する必要があります。使用しているアプライアンスのインストールとメンテナンスの手順を
参照してください。アップグレード後は ' このユーティリティを将来のアップグレードに使用できま
す エラーを解決するには、次の手順を実行します。

i. メンテナンスモードを使用して、「エラー」のステージが表示されるノードの SANtricity OS をア
ップグレードします。

ii. Grid Manager を使用して、 SANtricity OS のアップグレードを再起動して完了します。

承認されたすべてのノードで SANtricity OS のアップグレードが完了すると、 SANtricity OS アップグレー
ドの進捗状況テーブルが閉じ、緑のバナーに SANtricity OS のアップグレードが完了した日時が表示され
ます。
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1. ノードをアップグレードできない場合は、 Details 列に表示された理由を確認し、該当する操作を実行し
ます。

◦ " ストレージノードはすでにアップグレードされています。 " これ以上の操作は必要ありません。

◦ SANtricity OS アップグレードはこのノードには適用されません StorageGRID システムで管理できる
ストレージコントローラがノードにありません。このメッセージが表示されているノードをアップグ
レードせずに、アップグレードプロセスを完了します。

◦ SANtricity OS ファイルはこのノードと互換性がありません ノードには、選択したファイルとは異なる
SANtricity OS ファイルが必要です。現在のアップグレードが完了したら、ノードの正しい SANtricity
OS ファイルをダウンロードして、アップグレードプロセスを繰り返します。

表示されたすべてのストレージノードで SANtricity OS のアップグレードを承認するまで、
SANtricity OS のアップグレードプロセスは完了しません。

1. ノードの承認を終了し、 SANtricity OS ページに戻って新しい SANtricity OS ファイルのアップロードを許
可する場合は、次の手順を実行します。

a. [ ノードをスキップして終了 ] を選択します。

すべてのノードをアップグレードせずにアップグレードプロセスを完了するかどうかを確認する警告
が表示されます。

b. 「 * OK * 」を選択して、「 * SANtricity OS * 」ページに戻ります。

c. ノードの承認を続行する場合は、に進みます SANtricity OS をダウンロードします をクリックしてア
ップグレードプロセスを再開してください。

すでに承認され、エラーなしでアップグレードされたノードはアップグレードされたまま

2. 別の SANtricity OS アップグレードファイルが必要な、完了段階のノードすべてについて、このアップグ
レード手順 を繰り返します。

ステータスが「 Needs Attention 」のノードがある場合は、メンテナンスモードを使用して
アップグレードを実行します。
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アップグレード手順 を再度実行するときは、以前にアップグレードしたノードを承認する
必要があります。

関連情報

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

ストレージコントローラの SANtricity OS をメンテナンスモードでアップグレードします

ストレージコントローラの SANtricity OS をメンテナンスモードでアップグレードします

08.42.20.00 （ 11.42 ）より前の SANtricity OS を使用しているストレージコントローラ
の場合、メンテナンスモード手順 を使用してアップグレードを適用する必要がありま
す。

必要なもの

• NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を参照して、アップグレードに使用する SANtricity OS のバ
ージョンがお使いのアプライアンスと互換性があることを確認してください。

• StorageGRID アプライアンスをStorageGRID システムで実行している場合は、SG6000-CNコントローラ
が設置されている必要があります メンテナンスモードに切り替えられます。

保守モードでは、ストレージコントローラへの接続が中断されます。

このタスクについて

一度に複数の StorageGRID アプライアンスで E シリーズコントローラの SANtricity OS または NVSRAM を
アップグレードしないでください。

一度に複数の StorageGRID アプライアンスをアップグレードすると、導入モデルや ILM ポリ
シーによっては、原因 データを使用できなくなる可能性があります。

手順

1. アプライアンスがに接続されていることを確認します メンテナンスモード。

2. サービスラップトップから、 SANtricity System Manager にアクセスしてサインインします。

3. 新しい SANtricity OS ソフトウェアファイルと NVSRAM ファイルを管理クライアントにダウンロードし
ます。

NVSRAM は、 StorageGRID アプライアンスに固有です。標準の NVSRAM ダウンロード
を使用しないでください。

4. SANtricity OS_guide または SANtricity System Manager のオンラインヘルプの指示に従って、ファームウ
ェアと NVSRAM をアップグレードします。

アップグレードファイルはただちにアクティブ化する必要があります。アクティブ化を先
延ばしにしないでください。

5. この手順 が正常に完了し、ノードを保守モードにしている間に実行する追加の手順がある場合は、すぐに
実行します。処理が完了した場合、または何らかの障害が発生して最初からやり直したい場合は、 *
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Advanced * > * Reboot Controller * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ [Reboot into StorageGRID （の再起動） ] を選択します

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。手順 で障害が発生したために最初からやり直す場合は、このオプションを選
択します。ノードのリブートが完了したら、障害が発生した手順 の該当する手順から再起動します。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。アプ
ライアンスノードの Nodes ページに、アラートがアクティブでノードがグリッドに接続されていない
ことを示す正常なステータス（ノード名の左側にアイコンが表示されない）が表示されます。

関連情報

130



"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

Grid Manager を使用してストレージコントローラの SANtricity OS をアップグレード

SANtricity System Manager を使用してドライブファームウェアをアップグレードしま
す

ドライブファームウェアをアップグレードして、最新の機能とバグ修正をすべて適用し
ます。

必要なもの

• ストレージアプライアンスのステータスが「最適」であることを確認します。

• すべてのドライブのステータスが最適な状態である必要があります

• 最新バージョンの SANtricity System Manager がインストールされていて、 StorageGRID のバージョンと
互換性があることを確認します。

• これで完了です StorageGRID アプライアンスをメンテナンスモードにしました。

保守モードでは、ストレージコントローラへの接続が中断され、すべての I/O アクティビテ
ィが停止されて、すべてのドライブがオフラインになります。

一度に複数の StorageGRID アプライアンスでドライブファームウェアをアップグレードし
ないでください。お使いの導入モデルや ILM ポリシーによっては、原因 データを使用でき
なくなる場合があります。

手順

1. アプライアンスがに接続されていることを確認します メンテナンスモード。

2. 次のいずれかの方法で SANtricity System Manager にアクセスします。

◦ StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用して、 * アドバンスト * > * SANtricity システム・
マネージャ * を選択します

◦ SANtricity システム・マネージャを使用するには、ストレージ・コントローラ IP ： +*

https://Storage_Controller_IP* にアクセスします

3. 必要に応じて、 SANtricity System Manager 管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

4. ストレージアプライアンスに現在インストールされているドライブファームウェアのバージョンを確認し
ます。

a. SANtricity システムマネージャで、 * support * > * Upgrade Center * を選択します。

b. ドライブファームウェアのアップグレードで、 * アップグレードの開始 * を選択します。

ドライブファームウェアのアップグレードに、現在インストールされているドライブファームウェア
ファイルが表示されます。

c. 現在のドライブファームウェア列に表示されているドライブファームウェアのリビジョンとドライブ
ID をメモします。
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次の例では、

▪ ドライブファームウェアのリビジョンは * MS02 * です。

▪ ドライブ識別子は KPM51VUG800G です。

Associated Drives 列で「 * View drives 」を選択して、ストレージアプライアンス内のドライブがどこに
取り付けられているかを表示します。

a. ドライブファームウェアのアップグレードウィンドウを閉じます。

5. 使用可能なドライブファームウェアのアップグレードをダウンロードして準備します。

a. ドライブファームウェアのアップグレードで、 * ネットアップサポート * を選択します。

b. ネットアップサポート Web サイトで、「 * Downloads * 」タブを選択し、「 * E-Series Disk Drive
Firmware * 」を選択します。

E-Series Disk Firmware ページが表示されます。

c. ストレージアプライアンスにインストールされているドライブ識別子 * をそれぞれ検索し、各ドライ
ブ識別子に最新のファームウェアリビジョンが適用されていることを確認します。

▪ ファームウェアリビジョンがリンクでない場合、このドライブ識別子には最新のファームウェア
リビジョンが含まれます。

▪ ドライブ識別子が記載されたドライブのパーツ番号が 1 つ以上であれば、それらのドライブでフ
ァームウェアのアップグレードを実行できます。任意のリンクを選択してファームウェアファイ
ルをダウンロードできます。
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d. 新しいファームウェアリビジョンがリストされている場合は、ファームウェアリビジョンのリンクを
選択します( ダウンロード ) 列をクリックして ' ファームウェア・ファイルを含む .zip アーカイブをダ
ウンロードします

e. サポートサイトからダウンロードしたドライブファームウェアのアーカイブファイルを展開（解凍）
します。

6. ドライブファームウェアのアップグレードをインストールします。

a. SANtricity システムマネージャのドライブファームウェアアップグレードで、 * アップグレードの開始
* を選択します。

b. [* Browse] を選択し、サポートサイトからダウンロードした新しいドライブファームウェアファイル
を選択します。

ドライブファームウェアファイルのファイル名は、
+`D_HCUC101212CSS600_30602291_MS01_2800_0002.dll' のようになります。

ドライブファームウェアファイルは一度に 1 つずつ、最大 4 つまで選択できます。同じドライブに複
数のドライブファームウェアファイルが対応している場合は、ファイル競合エラーが発生します。ア
ップグレードに使用するドライブファームウェアファイルを決定し、それ以外のファイルは削除しま
す。

c. 「 * 次へ * 」を選択します。

▪ ドライブの選択 * には、選択したファームウェアファイルでアップグレードできるドライブがリス
トされています。

対応しているドライブのみが表示されます。

選択したドライブのファームウェアが * 推奨ファームウェア * に表示されます。このファームウェア
を変更する必要がある場合は、 * 戻る * を選択します。

d. 「オフライン（パラレル） * アップグレード」を選択します。

オフラインアップグレード方式を使用できるのは、アプライアンスがメンテナンスモードで、すべて
のドライブとすべてのボリュームの I/O アクティビティが停止されているためです。
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アプライアンスが確実にメンテナンスモードになっていないかぎり、次の手順に進まな
いでください。オフラインのドライブファームウェア更新を開始する前にアプライアン
スをメンテナンスモードに切り替えると、原因 のデータが失われる可能性がありま
す。

e. テーブルの最初の列で、アップグレードするドライブを選択します。

ベストプラクティスとして、同じモデルのドライブをすべて同じファームウェアリビジョンにアップ
グレードすることを推奨します。

f. [ スタート ] ボタンをクリックし、アップグレードを実行することを確認します。

アップグレードを停止する必要がある場合は、 * 停止 * を選択します。実行中のファームウェアのダ
ウンロードは完了します。開始されていないファームウェアのダウンロードはキャンセルされます。

ドライブファームウェアのアップグレードを停止すると、データが失われたり、ドライ
ブを使用できなくなったりする可能性があります。

g. （オプション）アップグレードされた内容のリストを表示するには、 * ログを保存 * を選択します。

ログ・ファイルは ' ブラウザの Downloads フォルダに 'latest-upgrade-log-timestamp.txt という名前で
保存されます

手順のアップグレード中に次のいずれかのエラーが発生した場合は、推奨される対処方法を実行して
ください。

▪ * 割り当て済みドライブの障害 *

エラーの理由の 1 つとして、ドライブに適切な署名がない可能性があります。該当するドライブ
が認定済みのドライブであることを確認します。詳細については、テクニカルサポートにお問い
合わせください。

ドライブを交換する場合は、交換用ドライブの容量が交換する障害ドライブと同じかそれよりも大き
いことを確認してください。

障害が発生したドライブの交換は、ストレージアレイで I/O を受信中に実行できます

◦ * ストレージアレイを確認してください *

▪ 各コントローラに IP アドレスが割り当てられていることを確認します。

▪ コントローラに接続されているすべてのケーブルが破損していないことを確認します。

▪ すべてのケーブルがしっかりと接続されていることを確認します。

◦ * 内蔵ホットスペアドライブ *

ファームウェアをアップグレードする前に、このエラーを修正する必要があります。

◦ * 不完全なボリュームグループ *

1 つ以上のボリュームグループまたはディスクプールが不完全な場合は、ファームウェアをアップグ
レードする前に、このエラーを修正する必要があります。
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◦ * すべてのボリュームグループで実行中の排他的な処理（バックグラウンドメディア / パリティスキャ
ン以外） *

1 つ以上の排他的な処理を実行中の場合は、その処理を完了してからファームウェアをアップグレー
ドする必要があります。System Manager で処理の進捗状況を監視します。

◦ * 見つからないボリューム *

ファームウェアをアップグレードする前に、ボリュームが見つからない状態を修正する必要がありま
す。

◦ * いずれかのコントローラが最適以外の状態 *

いずれかのストレージアレイコントローラを確認する必要があります。ファームウェアをアップグレ
ードする前に、この状態を修正する必要があります。

◦ * コントローラオブジェクトグラフ間でストレージパーティション情報が一致しません *

コントローラ上のデータの検証中にエラーが発生しました。この問題を解決するには、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

◦ * SPM によるデータベースコントローラの検証が失敗します *

コントローラでストレージパーティションマッピングデータベースのエラーが発生しました。この問
題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 構成データベースの検証（ストレージアレイのコントローラのバージョンでサポートされている場合
） *

コントローラで構成データベースのエラーが発生しました。この問題を解決するには、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

◦ * MEL 関連のチェック *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 10 個を超える DDE 情報または重大 MEL イベントが報告されました *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 2 ページ 2C 重大 MEL イベントが報告されました *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 2 個以上の低下したドライブチャネル重大 MEL イベントが報告されました *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 4 個を超える重大 MEL エントリがあります *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

7. この手順 が正常に完了し、ノードを保守モードにしている間に実行する追加の手順がある場合は、すぐに
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実行します。処理が完了した場合、または何らかの障害が発生して最初からやり直したい場合は、 *
Advanced * > * Reboot Controller * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ [Reboot into StorageGRID （の再起動） ] を選択します

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。手順 で障害が発生したために最初からやり直す場合は、このオプションを選
択します。ノードのリブートが完了したら、障害が発生した手順 の該当する手順から再起動します。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。アプ
ライアンスノードの Nodes ページに、アラートがアクティブでノードがグリッドに接続されていない
ことを示す正常なステータス（ノード名の左側にアイコンが表示されない）が表示されます。
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関連情報

ストレージコントローラの SANtricity OS をアップグレードします

導入済み SG6060 に拡張シェルフを追加します

ストレージ容量を増やすには、StorageGRID システムにすでに導入されているSG6060
またはSG6060Xに拡張シェルフを1つまたは2つ追加します。

必要なもの

• プロビジョニングパスフレーズが必要です。

• StorageGRID 11.4 以降が実行されている必要があります。

• 拡張シェルフごとに、拡張シェルフと SAS ケーブルを 2 本用意します。

• データセンターに拡張シェルフを追加するストレージアプライアンスを物理的に配置しておきます。

データセンターでコントローラを探します

このタスクについて

拡張シェルフを追加するには、次の手順を実行します。

• キャビネットまたはラックにハードウェアを設置します。

• SG6060またはSG6060Xをメンテナンスモードにします。

• 拡張シェルフを E2860 コントローラシェルフまたは別の拡張シェルフに接続します。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して拡張を開始します

• 新しいボリュームが設定されるまで待ちます。

拡張シェルフ 1 台または 2 台の手順 を完了するには、アプライアンスノードあたり 1 時間以内に作業を行う
必要があります。ダウンタイムを最小限に抑えるために、次の手順では、SG6060またはSG6060Xをメンテナ
ンスモードにする前に、新しい拡張シェルフとドライブを設置するように指示します。残りの手順には、アプ
ライアンスノード 1 台あたり 20~30 分かかります。

手順

1. 60 ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置する手順に従います。

SG6060とSG6060X：60ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置

2. ドライブの取り付け手順に従います。

SG6060とSG6060X：ドライブの設置

3. Grid Manager から SG6000-CN コントローラをメンテナンスモードにします。

4. 次の図に示すように、各拡張シェルフを E2860 コントローラシェルフに接続します。

この図は、 2 台の拡張シェルフを示しています。IOM A のみをコントローラ A に接続し、 IOM B をコン
トローラ B に接続します
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SG6060が示されています。SG6060Xの拡張ケーブルの配線は同じです。
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コールアウト 説明

1. SG6000-CN の情報

2. E2860 コントローラシェルフです

3. コントローラ A

4. コントローラ B

5. 拡張シェルフ 1

6. 拡張シェルフ 1 の IOM A

7. 拡張シェルフ 1 の IOM B

8. 拡張シェルフ 2

9. 拡張シェルフ 2 の IOM A

10. 拡張シェルフ 2 の IOM B

5. 電源コードを接続し、拡張シェルフに電源を投入

a. 各拡張シェルフの 2 つ電源装置のそれぞれに電源コードを接続します。

b. 各拡張シェルフの 2 本の電源コードを、キャビネットまたはラック内の別々の PDU に接続します。

c. 拡張シェルフごとに 2 つの電源スイッチをオンにします。

▪ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。

▪ 拡張シェルフのファンは、初回起動時に大きな音を立てることがあります。起動時に大きな音が
しても問題はありません。

6. StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページを監視します。

拡張シェルフの電源投入が完了してシステムで検出されるまでに約 5 分かかります。ホームページに、検
出された新しい拡張シェルフの数と、拡張の開始ボタンが有効になっていることが表示されます。

次のスクリーンショットは、既存または新規の拡張シェルフの数に応じて、ホームページに表示されるメ
ッセージの例を示しています。

◦ ページ上部の丸で囲まれたバナーには、検出された拡張シェルフの総数が表示されます。

▪ バナーには拡張シェルフの総数が表示され、シェルフの構成と導入が完了しているか、新規およ
び未設定のいずれであるかが示されます。

▪ 拡張シェルフが検出されなかった場合は、バナーは表示されません。

◦ ページ下部の丸で囲まれたメッセージは、拡張を開始する準備ができていることを示します。
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▪ メッセージには、 StorageGRID が検出した新しい拡張シェルフの数が示されます。「 Attached
」は、シェルフが検出されたことを示します。"`Unconfigureed" は、シェルフが新規であり、
StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用してまだ構成されていないことを示します。

すでに導入されている拡張シェルフはこのメッセージに含まれません。これらの値
は、ページ上部のバナーの数に含まれています。

▪ このメッセージは、新しい拡張シェルフが検出されない場合は表示されません。

7. 必要に応じて、ホームページのメッセージに記載されている問題を解決します。

たとえば、ストレージハードウェアの問題を解決するには、 SANtricity System Manager を使用します。

8. ホームページに表示される拡張シェルフの数が、追加する拡張シェルフの数と一致していることを確認し
ます。

新しい拡張シェルフが検出されていない場合は、適切にケーブル接続され、電源がオンに
なっていることを確認します。

9.  * Start Expansion をクリックして、拡張シェルフを設定し、オブジェクトストレージで使用できるよう
にします。

10. 拡張シェルフ構成の進捗状況を監視します。

初期インストール時と同様に、進行状況バーが Web ページに表示されます。
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設定が完了すると、アプライアンスが自動的にリブートしてメンテナンスモードを終了し、グリッドに再
参加します。この処理には最大 20 分かかることがあります。

拡張シェルフの構成に失敗した場合に再試行するには、 StorageGRID アプライアンスイン
ストーラで * Advanced * > * Reboot Controller * を選択し、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。ノードがリブートしたら、を再試行します 拡張シェルフ構成。

リブートが完了すると、 * Tasks * タブは次のスクリーンショットのようになります。

11. アプライアンスストレージノードおよび新しい拡張シェルフのステータスを確認します。

a. Grid Manager で * nodes * を選択し、アプライアンスストレージノードのチェックマークが緑色にな
っていることを確認します。

緑のチェックマークアイコンは、アクティブなアラートがなく、ノードがグリッドに接続されている
ことを示します。ノードアイコンの概要 については、 StorageGRID の監視とトラブルシューティン
グの手順を参照してください。

b. 「 * Storage * 」タブを選択し、追加した各拡張シェルフのオブジェクトストレージテーブルに 16 個
の新しいオブジェクトストアが表示されていることを確認します。

c. 新しい各拡張シェルフのシェルフステータスが Nominal であり、構成ステータスが Configured になっ
ていることを確認します。

関連情報

開梱ボックス（SG6000およびSG6060X）
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SG6060とSG6060X：60ドライブシェルフをキャビネットまたはラックに設置

SG6060とSG6060X：ドライブの設置

監視とトラブルシューティング

コントローラ識別 LED のオンとオフを切り替えます

コントローラの前面と背面にある青色の識別 LED は、データセンターでアプライアンス
を特定するのに役立ちます。

必要なもの

識別するコントローラの BMC IP アドレスが必要です。

手順

1. コントローラの BMC インターフェイスにアクセスします。

2. 「 * サーバー識別 * 」を選択します。

3. 「 * オン * 」を選択し、「 * アクションの実行 * 」を選択します。

結果

青色の識別 LED は、コントローラの前面（図）と背面（図）に点灯します。
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コントローラにベゼルが取り付けられている場合、前面の識別 LED が見えにくいことがありま
す。

完了後

コントローラ識別 LED を消灯するには、次の手順を実行します。

• コントローラの前面パネルにある識別 LED スイッチを押します。

• コントローラの BMC インターフェイスから、 * Server identify * を選択し、 * off * を選択して、 *
Perform Action * を選択します。

コントローラの前面と背面の青色の識別 LED が消灯します。

関連情報

交換するファイバチャネル HBA を確認します

データセンターでコントローラを探します

BMC インターフェイスにアクセスします

データセンターでコントローラを探します

ハードウェアのメンテナンスやアップグレードを実行できるように、コントローラを特
定します。

必要なもの
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• メンテナンスが必要なコントローラを特定しておきます。

（オプション）データセンター内のコントローラの位置を確認するには、青色の識別 LED をオンにしま
す。

コントローラ識別 LED のオンとオフを切り替えます

手順

1. データセンターでメンテナンスが必要なコントローラを特定します。

◦ コントローラの前面または背面の LED が青色に点灯していることを確認します。

前面の識別 LED はコントローラの前面ベゼルの背面にあり、ベゼルが取り付けられているかどうかを
確認するのが困難な場合があります。

◦ 各コントローラの前面にあるタグで、一致するパーツ番号を確認します。

2. コントローラの前面ベゼルが取り付けられている場合は、前面パネルのコントロールとインジケータにア
クセスするために取り外します。

3. オプション：コントローラの場所を確認するために使用した場合は、青色の識別 LED を消灯します。

◦ コントローラの前面パネルにある識別 LED スイッチを押します。

◦ コントローラの BMC インターフェイスを使用します。

コントローラ識別 LED のオンとオフを切り替えます

関連情報

ファイバチャネル HBA を取り外します

キャビネットまたはラックから SG6000-CN コントローラを取り外します

SG6000-CN コントローラをシャットダウンします

SG6000のストレージコントローラを交換します

E2800シリーズコントローラまたはEF570コントローラが適切に機能しない場合や障害
が発生した場合は、コントローラの交換が必要となることがあります。
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必要なもの

• 交換するコントローラと同じパーツ番号の交換用コントローラを用意しておきます。

• コントローラに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバを用意しておきます。

• デュプレックス構成のコントローラを交換するための E シリーズの手順書を用意しておきます。

StorageGRID アプライアンスのコントローラを交換する際は、 E シリーズの手順書を参考
にしないでください。手順が異なります。

• データセンター内のコントローラを交換するストレージアプライアンスの物理的な場所を確認しておきま
す。

データセンターでコントローラを探します

このタスクについて

コントローラに障害が発生したかどうかは、次の 2 つの方法で確認できます。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru から、コントローラを交換するように指示されます。

• コントローラの黄色の警告 LED が点灯して、コントローラに障害が発生したことが通知されます。

シェルフ内の両方のコントローラの警告 LED が点灯している場合は、テクニカルサポート
に連絡してください。

アプライアンスにストレージコントローラが2台搭載されている場合は、次の条件を満たしていれば、アプラ
イアンスの電源がオンで読み取り/書き込み処理が行われている間に片方のコントローラを交換できます。

• シェルフのもう一方のコントローラのステータスが「最適」である。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域にある「 ok to remove 」フィールドに「 Yes 」
と表示され、このコンポーネントを安全に削除できることを示します。

可能な場合は、この交換用手順 のアプライアンスをメンテナンスモードにして、予期しないエ
ラーや障害が発生した場合の影響を最小限にしてください。

シェルフの2台目のコントローラのステータスが「最適」でない場合や、Recovery Guruにコン
トローラを削除しないよう記載されている場合は、テクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。

コントローラを交換するときは、元のコントローラからバッテリを取り外し、交換用コントローラに取り付け
る必要があります。場合によっては、元のコントローラからホストインターフェイスカードを取り外して、交
換用コントローラに取り付ける必要があります。

ほとんどのアプライアンスモデルのストレージコントローラには、ホストインターフェイスカ
ード（ HIC ）は搭載されていません。

このタスクには、次の部分があります。
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1. 準備

2. コントローラをオフラインにします

3. コントローラを取り外します

4. バッテリを新しいコントローラに移動します

5. 必要に応じてHICを新しいコントローラに移動します

6. コントローラを交換してください

準備

手順

1. 新しいコントローラを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したコントローラを発送するときのために保管しておいてください。

2. 交換用コントローラの背面にある MAC アドレスと FRU パーツ番号のラベルを確認します。

この図は、E2800AコントローラとE2800Bコントローラを示しています。E2800シリーズのコントローラ
とEF570コントローラの交換用手順 は同じです。

• E2800Aストレージコントローラ*

• E2800Bストレージコントローラ×
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ラベル コンポーネント 説明

1. MAC アドレス 管理ポート1のMACアドレス（E2800Aの場合は「
P1」、E2800B`の場合は「0a」）。元のコントロー
ラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレ
スである場合は、新しいコントローラに接続する際
にこのアドレスが必要になります。

2. FRU パーツ番号 FRU パーツ番号。この番号は、現在取り付けられて
いるコントローラの交換パーツ番号と一致している
必要があります。

3. 4ポートHIC 4ポートのホストインターフェイスカード（HIC）。
このカードは、交換の際に新しいコントローラに移
動する必要があります。

*注：E2800AコントローラにはHICが搭載されていま
せん。

コントローラをオフラインにします

手順

1. コントローラを取り外す準備をします。これらの手順を実行するには、 SANtricity System Manager を使
用します。

a. 障害が発生したコントローラの交換パーツ番号が交換用コントローラの FRU パーツ番号と同じである
ことを確認します。

コントローラに障害が発生しているため交換が必要な場合は、 Recovery Guru の詳細領域に交換パー
ツ番号が表示されます。この番号を手動で確認する必要がある場合は、コントローラの * Base * タブ
を参照してください。

データアクセスが失われる可能性があります。 2つのパーツ番号が同じでない場合は、この
手順 を試行しないでください。

a. 構成データベースをバックアップします。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストア
できます。

b. アプライアンスのサポートデータを収集します。

コンポーネントを交換する前後にサポートデータを収集しておけば、交換しても問題が
解決しない場合に、テクニカルサポートにすべてのログを送信できます。

c. 交換するコントローラをオフラインにします。
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コントローラを取り外します

手順

1. コントローラをアプライアンスから取り外します。

a. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

b. ケーブルにラベルを付け、ケーブルと SFP を外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

c. カムハンドルのラッチを押してコントローラをアプライアンスから外し、カムハンドルを右側に開き
ます。

d. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラをスライドしてアプライアンスから引き出します。

コントローラは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

e. 取り外し可能なカバーを上にして、静電気防止処置を施した平らな場所にコントローラを置きます。

f. カバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

バッテリを新しいコントローラに移動します

手順

1. 障害が発生したコントローラからバッテリを取り外し、交換用コントローラに取り付けます。

a. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この
LED が消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。
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項目 説明

1. 内部キャッシュアクティブ LED

2. バッテリー

b. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

c. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラから外します。
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項目 説明

1. バッテリのリリースラッチ

2. バッテリー

d. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラから引き出します。

e. 交換用コントローラのカバーを取り外します。

f. バッテリのスロットが手前になるよう交換用コントローラの向きを変えます。

g. バッテリを少し下に傾けながらコントローラに挿入します。

バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラ下部のスロットに挿入し、バッテリの上部がコント
ローラの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。

h. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まり
ます。

i. コントローラを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。
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* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラの
スロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリが正し
く取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボードに
接触し、破損の原因となる可能性があります。

▪ 正解—バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに完全に挿入されています

▪ * 不正解 — バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません *

2. コントローラカバーを取り付けます。

必要に応じてHICを新しいコントローラに移動します

手順

1. 障害が発生したコントローラにホストインターフェイスカード（HIC）が搭載されている場合は、障害が
発生したコントローラから交換用コントローラにHICを移動します。

E2800Bコントローラにのみ、別のHICを使用します。HICはメインコントローラボードにマウントさ
れ、2つのSPFコネクタが含まれています。

この手順 の図は2ポートHICを示しています。コントローラのHICのポート数は異なる場合
があります。
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2. コントローラにHICが搭載されていない場合（E2800A）は、コントローラカバーを交換します。コントロ
ーラにHICが搭載されている場合（E2800B）は、に進みます 障害が発生したコントローラから交換用コ
ントローラにHICを移動します。

a. [[move_The _HIC _on_the replacement _controller]] HICを搭載している場合は、障害が発生したコン
トローラから交換用コントローラにHICを移動します。

b. HICからSFPをすべて取り外します。

c. コントローラにHICカバーを固定しているネジをNo.1プラスドライバを使用して外します。

ネジは 4 本あります。 1 本は上部に、もう 1 本は側面に、 2 本は前面にあります。

d. HIC カバーを取り外します。

e. コントローラカードに HIC を固定している 3 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めま
す。

f. HIC を持ち上げながら後方にスライドし、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしな
いように注意してください。
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ラベル 説明

1. ホストインターフェイスカード

2. 蝶ネジ

g. HIC を静電気防止処置を施した場所に置きます。

h. 交換用コントローラにブランクカバーを固定している4本のネジをNo.1プラスドライバを使用して外
し、カバーを取り外します。

i. HICの3本の取り付けネジを交換用コントローラの対応する穴に合わせ、HICの底面のコネクタをコン
トローラカードのHICインターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意
してください。

j. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色の
リボンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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ラベル 説明

1. ホストインターフェイスカード

2. 蝶ネジ

a. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

b. 元のコントローラから取り外したHICカバーを新しいコントローラに取り付け、No.1プラスドライバ
を使用して4本のネジで固定します。
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c. 取り外したSFPをHICに再度取り付けます。

コントローラを交換してください

手順

1. 交換用コントローラをアプライアンスに取り付けます。

a. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラを裏返します。

b. カムハンドルを開いた状態でコントローラをスライドし、アプライアンスに最後まで挿入します。

c. カムハンドルを左側に動かして、コントローラを所定の位置にロックします。

d. ケーブルと SFP を交換します。

e. 元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスである場合は、交換用コント
ローラの背面のラベルに記載された MAC アドレスを確認します。取り外したコントローラの DNS /
ネットワークおよび IP アドレスを交換用コントローラの MAC アドレスと関連付けるよう、ネットワ
ーク管理者に依頼します。

元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスでなければ、取
り外したコントローラの IP アドレスが新しいコントローラで使用されます。

2. SANtricity System Manager を使用して、コントローラをオンラインにします。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。
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b. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

c. オンラインに切り替えるコントローラを選択します。

d. コンテキストメニューから * オンラインに配置 * を選択し、操作を確定します。

e. デジタル表示ディスプレイに「 99 」の状態が表示されていることを確認します。

3. 新しいコントローラのステータスが「 Optimal 」であることを確認し、サポートデータを収集します。

部品の交換後、障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してくださ
い。を参照してください "パーツの返品と交換" 詳細については、を参照してください。

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

ストレージコントローラシェルフのハードウェアコンポーネントを交換します

ハードウェアの問題が発生した場合は、ストレージコントローラシェルフのコンポーネ
ントの交換が必要となることがあります。

必要なもの

• E シリーズハードウェアの交換用手順 を用意しておきます。

• データセンターでストレージシェルフのハードウェアコンポーネントを交換するストレージアプライアン
スを物理的に配置しておきます。

データセンターでコントローラを探します

このタスクについて

ストレージコントローラのバッテリを交換するには、ストレージコントローラの交換手順の説明を参照してく
ださい。これらの手順では、アプライアンスからのコントローラの取り外し、コントローラからのバッテリの
取り外し、バッテリの取り付け、およびコントローラの交換の方法について説明します。

コントローラシェルフの他の Field Replaceable Unit （ FRU ；フィールド交換可能ユニット）に関する手順
については、システムメンテナンスに関する E シリーズの手順書を参照してください。

FRU 手順を参照してください

バッテリー StorageGRID （以下の手順）：ストレージコントロ
ーラの交換

ドライブ E シリーズ：

• ドライブの交換（ 60 ドライブ）

• ドライブの交換（ 12 ドライブまたは 24 ドライ
ブ）
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FRU 手順を参照してください

電源キャニスター E シリーズ

• 電源キャニスターの交換（ 60 ドライブ）

• 電源装置の交換（ 12 ドライブまたは 24 ドライ
ブ）

ファンキャニスター（ 60 ドライブシェルフのみ） E シリーズ：ファンキャニスターの交換（ 60 ドライ
ブ）

ドライブドロワー（ 60 ドライブシェルフのみ） E シリーズ：ドライブドロワーの交換（ 60 ドライブ
）

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

ストレージコントローラを交換します

オプションの 60 ドライブ拡張シェルフのハードウェアコンポーネントを交換します

拡張シェルフの入出力モジュール、電源装置、またはファンの交換が必要になることが
あります。

必要なもの

• E シリーズハードウェアの交換用手順 を用意しておきます。

• データセンターの拡張シェルフのハードウェアコンポーネントを交換するストレージアプライアンスが物
理的に配置されている。

データセンターでコントローラを探します

このタスクについて

60 ドライブ拡張シェルフの入出力モジュール（ IOM ）を交換するには、ストレージコントローラの交換手順
の説明を参照してください。

60 ドライブ拡張シェルフの電源装置またはファンを交換するには、 60 ドライブハードウェアのメンテナンス
に関する E シリーズの手順書を参照してください。

FRU については、 E
シリーズの手順書を参照してください

入出力モジュール（ IOM ） IOM の交換

電源キャニスター 電源キャニスターの交換（ 60 ドライブ）

ファンキャニスター ファンキャニスターの交換（ 60 ドライブ）
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SG6000-CN コントローラをシャットダウンします

ハードウェアのメンテナンスを実行するには、 SG6000-CN コントローラをシャットダ
ウンします。

必要なもの

データセンターでのメンテナンスが必要な SG6000-CN コントローラの物理的な場所を確認しておきます。を
参照してください データセンターでコントローラを探します。

このタスクについて

サービスの中断を回避するには、他のすべてのストレージノードがグリッドに接続されていることを確認して
から、コントローラをシャットダウンするか、スケジュールされたメンテナンス期間中にサービスの停止期間
が許容される場合はコントローラをシャットダウンします。の情報を参照してください ノードの接続状態を
監視しています。

オブジェクトのコピーを 1 つだけ作成する ILM ルールを使用したことがある場合は、スケジュ
ールされたメンテナンス時間中にコントローラをシャットダウンする必要があります。そうし
ないと、この手順 中にオブジェクトへのアクセスが一時的に失われる可能性があります。を参
照してください "情報ライフサイクル管理でオブジェクトを管理"。

手順

1. SG6000-CNコントローラをシャットダウンします。

以下に示すコマンドを入力して、コントローラの制御シャットダウンを実行する必要があ
ります。不要なアラートを回避し、フルログを利用できることを確認し、サービスの停止
を回避するために、可能なかぎり通常の方法でシャットダウンすることを推奨します。

a. グリッドノードにまだログインしていない場合は、PuTTYまたは別のsshクライアントを使用してログ
インします。

i. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

ii. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

iii. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

iv. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

root としてログインすると、プロンプトは「 $` 」から「 #」 に変わります。

b. SG6000-CNコントローラをシャットダウンします。

shutdown -h now

このコマンドの実行には 10 分程度かかる場合があります。

2. 次のいずれかの方法を使用して、 SG6000-CN コントローラの電源がオフになっていることを確認しま
す。

◦ コントローラ前面の青色の電源 LED が消灯していることを確認します。
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◦ コントローラ背面の両方の電源装置の緑の LED を確認し、一定の速度で点滅することを確認します（
1 秒あたり約 1 回点滅）。

◦ コントローラの BMC インターフェイスを使用します。

i. コントローラの BMC インターフェイスにアクセスします。

BMC インターフェイスにアクセスします

ii. 「 * 電源制御 * 」を選択します。

iii. 電源操作でホストが現在オフになっていることを確認します。
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関連情報

キャビネットまたはラックから SG6000-CN コントローラを取り外します

SG6000-CN コントローラの電源をオンにして、動作を確認します

メンテナンスが完了したら、コントローラの電源をオンにします。

必要なもの

• コントローラをキャビネットまたはラックに設置し、データケーブルと電源ケーブルを接続しておきま
す。

SG6000-CN コントローラをキャビネットまたはラックに再度取り付けます

• コントローラをデータセンターに物理的に配置しておきます。

データセンターでコントローラを探します

手順

1. SG6000-CN コントローラの電源をオンにし、次のいずれかの方法でコントローラの LED とブート時のコ
ードを監視します。

◦ コントローラ前面の電源スイッチを押します。
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◦ コントローラの BMC インターフェイスを使用します。

i. コントローラの BMC インターフェイスにアクセスします。

BMC インターフェイスにアクセスします

ii. 「 * 電源制御 * 」を選択します。

iii. [ サーバーの電源をオンにする *] を選択し、 [ アクションの実行 *] を選択します。

BMC インターフェイスを使用して、起動ステータスを監視します。

2. アプライアンスコントローラが Grid Manager に表示され、アラートがないことを確認します。
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コントローラが Grid Manager に表示されるまでに最大 20 分かかることがあります。

3. 新しい SG6000-CN コントローラが完全に動作していることを確認します。

a. PuTTY または別の SSH クライアントを使用して、グリッドノードにログインします。

i. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

ii. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

iii. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

iv. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

root としてログインすると、プロンプトは「 $` 」から「 #」 に変わります。

b. 次のコマンドを入力して、想定される出力が返されることを確認します。 +cat

/sys/class/fc_host/* /port_state

想定される出力：

Online

Online

Online

Online

想定する出力が返されない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

c. 次のコマンドを入力して、想定される出力が返されることを確認します。 +cat

/sys/class/fc_host/*/spea

想定される出力：

16 Gbit

16 Gbit

16 Gbit

16 Gbit

+ 想定する出力が返されない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

a. Grid Manager のノードページで、アプライアンスノードがグリッドに接続されていてアラートがない
ことを確認する。

このアプライアンスに緑のアイコンが表示されていないかぎり、別のアプライアンスノ
ードをオフラインにしないでください。

4. オプション：前面ベゼルが取り外されている場合は、取り付けます。

関連情報
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SG6000-CN コントローラのステータスインジケータとボタンを表示します

SG6000 ストレージコントローラのブート時のステータスコードを確認します

SG6000-CN コントローラを交換します

SG6000-CN コントローラが適切に機能しない場合や障害が発生した場合は、交換が必
要となることがあります。

必要なもの

• 交換するコントローラと同じパーツ番号の交換用コントローラを用意しておきます。

• コントローラに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• データセンター内で交換するコントローラの物理的な場所を確認しておきます。

データセンターでコントローラを探します

このタスクについて

SG6000-CN コントローラを交換すると、アプライアンスストレージノードにアクセスできなくなりま
す。SG6000-CN コントローラが十分に機能している場合は、この手順 の開始時に通常の方法でシャットダウ
ンを実行できます。

StorageGRID ソフトウェアをインストールする前にコントローラを交換すると、この手順 の完
了後すぐに StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスできない場合があります。ア
プライアンスと同じサブネット上の他のホストから StorageGRID アプライアンスインストーラ
にアクセスすることはできますが、他のサブネット上のホストからはアクセスできません。こ
の状態は 15 分以内に（元のコントローラのいずれかの ARP キャッシュエントリがタイムアウ
トした時点で）自動的に解消されます。あるいは、古い ARP キャッシュエントリをローカルル
ータまたはゲートウェイから手動でパージすれば、すぐにこの状態を解消できます。

手順

1. アプライアンスの現在の設定を表示して記録します。

a. 交換するアプライアンスにログインします。

i. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

ii. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

iii. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

iv. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

root としてログインすると、プロンプトは「 $` 」から「 #」 に変わります。

b. 入力するコマンド run-host-command ipmitool lan print をクリックして、アプライアンスの
現在のBMC設定を表示します。

2. SG6000-CN コントローラが動作していて通常の方法でシャットダウンできる場合は、 SG6000-CN コン
トローラをシャットダウンします。

SG6000-CN コントローラをシャットダウンします
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3. このStorageGRID アプライアンスのいずれかのネットワークインターフェイスがDHCP用に設定されてい
る場合は、交換用アプライアンスのMACアドレスを参照するために、DHCPサーバの永続的なDHCPリー
ス割り当てを更新する必要があります。この更新により、アプライアンスに想定されるIPアドレスが割り
当てられます。

a. SG6000-CN コントローラの前面にある MAC アドレスラベルを確認し、管理ネットワークポートの
MAC アドレスを特定します。

MAC アドレスラベルには、 BMC 管理ポートの MAC アドレスが記載されています。

管理ネットワークポートの MAC アドレスを特定するには、ラベルに記載された 16 進
数に * 2 * を追加する必要があります。たとえば、ラベルに記載されている MAC アド
レスの末尾が * 09 * の場合、管理ポートの MAC アドレスの末尾は * 0B * となります。
ラベルに記載された MAC アドレスの末尾が * （ y） FF* の場合、管理ポートの MAC
アドレスの末尾は * （ y+1 ） 01 * となります。この計算を簡単に行うには、 Windows
で Calculator を開き、 Programmer モードに設定して Hex を選択し、 MAC アドレス
を入力してから、 +2= と入力します。

b. 取り外したコントローラの DNS / ネットワークおよび IP アドレスを交換用コントローラの MAC アド
レスと関連付けるよう、ネットワーク管理者に依頼します。

交換用コントローラに電源を投入する前に、元のコントローラのすべての IP アドレス
が更新されたことを確認する必要があります。そうしないと、コントローラのブート時
に新しい DHCP IP アドレスが取得されて、 StorageGRID に再接続できなくなることが
あります。この手順では、コントローラに接続されているすべての StorageGRID ネッ
トワークを環境 接続します。

元のコントローラが静的 IP アドレスを使用していた場合は、取り外したコントローラの IP
アドレスが自動的に新しいコントローラで使用されます。

4. SG6000-CN コントローラを取り外して交換します。

a. ケーブルにラベルを付けてから、ケーブルと SFP+ または SFP28 トランシーバを取り外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

b. 障害が発生したコントローラをキャビネットまたはラックから取り外します。

c. 交換用コントローラをキャビネットまたはラックに取り付けます。

d. ケーブルと SFP+ または SFP28 トランシーバを交換します。

e. コントローラの電源を入れ、コントローラの LED とブート時のコードを監視します。

5. コントローラを交換したアプライアンスでキー管理サーバ（KMS）を使用してデータを暗号化していた場
合は、ノードをグリッドに追加する前に追加の設定が必要になることがあります。ノードが自動的にグリ
ッドに追加されない場合は、次の設定が新しいコントローラに転送されたことを確認し、想定される設定
と異なる設定があれば手動で設定します。

◦ "StorageGRID 接続を設定します"

◦ "アプライアンスのノード暗号化を設定します"
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6. コントローラを交換したアプライアンスにログインします。

a. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

b. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

c. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

d. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

7. アプライアンスのBMCネットワーク接続をリストアします。次の 2 つのオプションがあります。

◦ 静的IP、ネットマスク、およびゲートウェイを使用します

◦ DHCPを使用して、IP、ネットマスク、およびゲートウェイを取得します

i. 静的IP、ネットマスク、およびゲートウェイを使用するようにBMCの設定をリストアするには、
次のコマンドを入力します。

run-host-command ipmitool lan set 1 ipsrc static

run-host-command ipmitool lan set 1 ipaddr Appliance_IP

run-host-command ipmitool lan set 1 netmask Netmask_IP

run-host-command ipmitool lan set 1 defgw ipaddr Default_gateway

i. DHCPを使用してIP、ネットマスク、およびゲートウェイを取得するようにBMCの設定を復元するに
は、次のコマンドを入力します。

run-host-command ipmitool lan set 1 ipsrc dhcp

8. BMCネットワーク接続をリストアしたら、BMCインターフェイスに接続して監査し、追加で適用し
たBMCのカスタム設定をリストアします。たとえば、SNMPトラップの送信先やEメール通知の設定を確
認する必要があります。を参照してください "BMCインターフェイスの設定"。

9. アプライアンスノードが Grid Manager に表示され、アラートが表示されていないことを確認します。

関連情報

SG6000-CN ：キャビネットまたはラックに設置します

SG6000-CN コントローラのステータスインジケータとボタンを表示します

SG6000-CN コントローラのブート時のコードを確認します

SG6000-CN コントローラの一方または両方の電源装置を交換します

SG6000-CN コントローラには、冗長性を確保するために電源装置が 2 つあります。い
ずれかの電源装置で障害が発生した場合は、コンピューティングコントローラの電源の
冗長性を維持するために、できるだけ早く交換する必要があります。コントローラで動
作する電源装置は、両方とも同じモデル、ワット数である必要があります。

必要なもの

• 交換する電源装置があるコントローラのデータセンターの物理的な場所を決めておきます。
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コントローラのデータセンターへの配置

• 1 台の電源装置のみを交換する場合は、次の手順を実行します

◦ 交換用電源装置を開封し、交換する電源装置と同じモデルおよびワット数であることを確認しておき
ます。

◦ もう 1 つの電源装置が搭載され、動作していることを確認しておきます。

• 両方の電源装置を同時に交換する場合は、次の手順を実行します。

◦ 交換用電源装置を開封し、モデルとワット数が同じであることを確認しておきます。

このタスクについて

次の図は、 SG6000-CN コントローラの 2 つの電源装置を示しています。これらの装置には、コントローラ
の背面からアクセスできます。この手順 を使用して、一方または両方の電源装置を交換します。両方の電源
装置を交換する場合は、最初にアプライアンスの制御シャットダウンを実行する必要があります。

手順

1. 電源装置を 1 台だけ交換する場合は、アプライアンスをシャットダウンする必要はありません。にアクセ
スします 電源コードを抜きます ステップ。両方の電源装置を同時に交換する場合は、電源コードを取り
外す前に次の手順を実行します。

a. アプライアンスをメンテナンスモードにします。

b. アプライアンスをシャットダウンします。

2. [[power_power_cord 、 start=2 ] 交換する各電源装置から電源コードを抜きます。

3. 交換する最初の電源装置のカムハンドルを持ち上げます。

4. 青色のラッチを押し、電源装置を引き出します。
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5. 右側の青色のラッチを使用して、交換用電源装置をシャーシにスライドさせます。

両方の電源装置のモデルとワット数が同じである必要があります。

交換用ユニットをスライドするときは、青色のラッチが右側にあることを確認してください。

6. カムハンドルを下に押して、交換用電源装置を固定します。

7. 両方の電源装置を交換する場合は、手順 2 ~ 6 を繰り返して 2 台目の電源装置を交換します。

8. 交換したユニットに電源コードを接続し、電源を投入。

9. アプライアンスをメンテナンスモードにした場合は、メンテナンスモードを終了します。StorageGRID ア
プライアンス・インストーラから、 Advanced>* Reboot Controller* を選択し、 * Reboot into
StorageGRID * を選択します。

キャビネットまたはラックから SG6000-CN コントローラを取り外します

キャビネットまたはラックから SG6000-CN コントローラを取り外して上部カバーにア
クセスしたり、コントローラを別の場所に移動したりします。
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必要なもの

• SG6000-CN コントローラに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• データセンターでメンテナンスを実行する SG6000-CN コントローラを物理的に配置しておきます。

データセンターでコントローラを探します

• SG6000-CN コントローラをシャットダウンしておきます。

SG6000-CN コントローラをシャットダウンします

電源スイッチを使用してコントローラをシャットダウンしないでください。

手順

1. コントローラの電源ケーブルにラベルを付けてから外します。

2. ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメタル
アースに固定します。

3. コントローラのデータケーブルと SFP+ または SFP28 トランシーバにラベルを付けてから外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの前面パネルにある 2 本の非脱落型ネジを緩めます。

5. 取り付けレールが完全に引き出されて両側のラッチがカチッという音がするまで、 SG6000-CN コントロ
ーラをラックから前方にスライドします。

コントローラの上部カバーに手が届くようになっています。

6. オプション：キャビネットまたはラックからコントローラを完全に取り外す場合は、レールキットの手順
に従ってレールからコントローラを取り外します。

関連情報

SG6000-CN コントローラのカバーを取り外します

SG6000-CN コントローラをキャビネットまたはラックに再度取り付けます

ハードウェアのメンテナンスが完了したら、コントローラをキャビネットまたはラック
に再度取り付けます。

必要なもの

コントローラカバーを再度取り付けておきます。

SG6000-CN コントローラのカバーを再度取り付けます
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手順

1. 青色のレールを同時に押して両方のラックレールを外し、 SG6000-CN コントローラをラックに完全に挿
入するまでスライドします。

コントローラが途中でひっかかる場合は、シャーシの両側にある青いラッチを引いて、コントローラを奥
までスライドさせます。

コントローラの電源を入れるまでは、前面ベゼルを取り付けないでください。

2. コントローラの前面パネルの非脱落型ネジを締めて、コントローラをラックに固定します。

3. ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメタル
アースに固定します。

4. コントローラのデータケーブルと SFP+ または SFP28 トランシーバを再接続します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

アプライアンスをケーブル接続（ SG6000 ）
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5. コントローラの電源ケーブルを再接続します。

電源コードを接続して電源（ SG6000 ）を投入

完了後

コントローラは再起動可能です。

SG6000-CN コントローラの電源をオンにして、動作を確認します

SG6000-CN コントローラのカバーを取り外します

メンテナンスのために内部コンポーネントにアクセスするために、コントローラカバー
を取り外します。

必要なもの

コントローラをキャビネットまたはラックから取り外して、上部カバーにアクセスします。

キャビネットまたはラックから SG6000-CN コントローラを取り外します

手順

1. SG6000-CN コントローラのカバーラッチがロックされていないことを確認します。必要に応じて、ラッ
チロックに表示されているように、プラスチック製ラッチロックの青色の 4 分の 1 回転をアンロック方向
に回します。

2. ラッチを SG6000-CN コントローラシャーシの背面方向に回して止まるまで回し、シャーシから慎重にカ
バーを持ち上げて脇に置きます。

ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、 SG6000-CN コントローラの内部
で静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメタルアースに固定します。

関連情報
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ファイバチャネル HBA を取り外します

SG6000-CN コントローラのカバーを再度取り付けます

内蔵ハードウェアのメンテナンスが完了したら、コントローラカバーを再度取り付けま
す。

必要なもの

コントローラ内部のすべてのメンテナンス手順を完了しておきます。

手順

1. カバーラッチを開いた状態で、シャーシの上にあるカバーを持ち、上部カバーラッチの穴をシャーシのピ
ンに合わせます。カバーの位置が合ったら、シャーシに下ろします。

2. カバーラッチが止まるまで前後に回し、カバーをシャーシに完全に固定します。カバーの前端に隙間がな
いことを確認します。

カバーが完全に装着されていないと、 SG6000-CN コントローラをラックにスライドして挿入できないこ
とがあります。

3. オプション：ラッチロックに表示されているように、青色のプラスチックラッチロックを 1 / 4 回転させ
てロック方向に回します。

完了後

コントローラをキャビネットまたはラックに再度取り付けます。

SG6000-CN コントローラをキャビネットまたはラックに再度取り付けます

SG6000-CN コントローラの Fibre Channel HBA を交換します

SG6000-CN コントローラが適切に機能しない場合や障害が発生した場合は、 SG6000-
CN コントローラの Fibre Channel Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）の
交換が必要となることがあります。

交換するファイバチャネル HBA を確認します

交換する Fibre Channel Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）が不明な場合
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は、この手順 を確認してください。

必要なもの

• Fibre Channel HBA を交換する必要があるストレージアプライアンスまたは SG6000-CN コントローラの
シリアル番号を確認しておきます。

交換するファイバチャネル HBA を搭載したストレージアプライアンスのシリアル番号が先
頭の文字が Q である場合、 Grid Manager には表示されません。データセンター内の各
SG6000-CN コントローラの前面に接続されているタグが一致するまで確認しておく必要が
あります。

• を使用して Grid Manager にサインインします サポートされている Web ブラウザ。

手順

1. Grid Manager から * nodes * を選択します。

2. ノードページのテーブルで、アプライアンスストレージノードを選択します。

3. [* ハードウェア * ] タブを選択します。

StorageGRID アプライアンスのセクションで、ストレージアプライアンスのシャーシのシリアル番号 * と
コンピューティングコントローラのシリアル番号 * を確認します。これらのシリアル番号のいずれかが、
ファイバ・チャネル HBA を交換するストレージ・アプライアンスのシリアル番号と一致しているかどう
かを確認します。いずれかのシリアル番号が一致していれば、正しいアプライアンスが見つかりました。
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◦ StorageGRID アプライアンスのセクションが表示されない場合、選択したノードは StorageGRID ア
プライアンスではありません。ツリービューから別のノードを選択する。

◦ アプライアンスモデルがSG6060またはSG6060Xでない場合は、ツリービューから別のノードを選択
します。

◦ シリアル番号が一致しない場合は、ツリービューから別のノードを選択します。

4. Fibre Channel HBA を交換する必要があるノードの場所を特定したら、コンピューティングコントローラ
の BMC IP アドレスをメモします。 StorageGRID アプライアンスのセクションに記載されています。

この IP アドレスを使用すると、コンピューティングコントローラの識別 LED をオンにして、データセン
ターでアプライアンスを探す際に役立ちます。
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コントローラ識別 LED をオンまたはオフにします

関連情報

ファイバチャネル HBA を取り外します

ファイバチャネル HBA を取り外します

SG6000-CN コントローラが適切に機能しない場合や障害が発生した場合は、 SG6000-
CN コントローラの Fibre Channel Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）の
交換が必要となることがあります。

必要なもの

• 正しい交換用の Fibre Channel HBA を用意しておきます。

• これで完了です "交換するファイバチャネルHBAが搭載されているSG6000-CNコントローラを特定"。

• これで完了です "SG6000-CNコントローラの物理的な場所を確認します" 実現します。

• これで完了です "SG6000-CNコントローラをシャットダウンします"。

コントローラをラックから取り外す前に、通常の方法でシャットダウンする必要がありま
す。

• これで完了です "キャビネットまたはラックからコントローラを取り外した"。

• これで完了です "コントローラのカバーを取り外した"。

このタスクについて

サービスの中断を回避するには、 Fibre Channel HBA の交換を開始する前に他のすべてのストレージノード
がグリッドに接続されていることを確認するか、定期的なメンテナンスの実行中にサービスの中断が通常どお
りに発生するようにアダプタを交換してください。の情報を参照してください "ノードの接続状態を監視して
います"。

オブジェクトのコピーを 1 つだけ作成する ILM ルールを使用したことがある場合は、スケジュ
ールされたメンテナンス期間中に Fibre Channel HBA を交換する必要があります。そうしない
と、この手順 中にオブジェクトへのアクセスが一時的に失われる可能性があります。について
は、を参照してください "シングルコピーレプリケーションを使用しない理由"。

手順

1. ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメタル
アースに固定します。

2. ファイバーチャネル HBA を搭載したコントローラの背面にあるライザーアセンブリを探します。
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3. 青いマークの付いた穴を通してライザーアセンブリをつかみ、慎重に持ち上げます。取り付けられている
アダプタの外部コネクタがシャーシから外れるように、ライザーアセンブリをシャーシの前面方向に持ち
上げます。

4. 金属製フレーム側を下にしてライザーカードを静電気防止用の平らな場所に置き、アダプタにアクセスし
ます。

ライザーアセンブリには、ファイバチャネル HBA とイーサネットネットワークアダプタの 2 つのアダプ
タがあります。この図では Fibre Channel HBA を示しています。

5. 青色のアダプタラッチ（丸で囲んだ部分）を開き、ファイバチャネル HBA をライザーアセンブリから慎
重に取り外します。アダプタをわずかにロックして、アダプタをコネクタから取り外します。力を入れす
ぎないように注意してください。

6. アダプタを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

完了後

交換用の Fibre Channel HBA を取り付けます。
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Fibre Channel HBA を再度取り付けます

Fibre Channel HBA を再度取り付けます

交換用のファイバチャネル HBA は、取り外した HBA と同じ場所に取り付けます。

必要なもの

• 正しい交換用の Fibre Channel HBA を用意しておきます。

• 既存の Fibre Channel HBA を削除しておきます。

ファイバチャネル HBA を取り外します

手順

1. ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメタル
アースに固定します。

2. 交換用の Fibre Channel HBA をパッケージから取り出します。

3. 青色のアダプタラッチを開いた状態で、ファイバチャネル HBA をライザーアセンブリのコネクタに合わ
せ、アダプタが完全に装着されるまで慎重にコネクタに押し込みます。

ライザーアセンブリには、ファイバチャネル HBA とイーサネットネットワークアダプタの 2 つのアダプ
タがあります。この図では Fibre Channel HBA を示しています。

4. ライザーアセンブリの位置合わせ穴（丸で囲んだ箇所）を見つけます。この穴は、システム基板のガイド
ピンに合わせて配置されており、ライザーアセンブリの位置が正しいことを確認します。
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5. ライザーアセンブリをシャーシに配置し、システム基板のコネクタとガイドピンの位置が合っていること
を確認してから、ライザーアセンブリを挿入します。

6. ライザーアセンブリが完全に装着されるまで、青いマークの付いた穴の横にある中心線に沿って慎重に押
し込みます。

7. ケーブルを再取り付けするファイバチャネル HBA ポートから保護キャップを取り外します。

完了後

コントローラで他のメンテナンス手順を実行する必要がない場合は、コントローラカバーを再度取り付けま
す。

SG6000-CN コントローラのカバーを再度取り付けます

SG6000-CN コントローラのリンク設定を変更します

SG6000-CN コントローラのイーサネットリンク設定を変更することができます。ポー
トボンディングモード、ネットワークボンディングモード、およびリンク速度を変更で
きます。

必要なもの

アプライアンスは次のようになりました メンテナンスモードにしました。

このタスクについて

SG6000-CN コントローラのイーサネットリンク設定を変更するオプションには、次のものがあります。

• ポートボンディングモード * を「 Fixed 」から「 Aggregate 」または「 Aggregate 」から「 Fixed 」に変
更します

• ネットワークボンディングモード * を Active-Backup から LACP に、または LACP から Active-Backup に
変更

• VLAN タグを有効または無効にするか、 VLAN タグの値を変更します

• リンク速度を変更する。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking>*Link Configuration* を選択し
ます。
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2.  リンク設定に必要な変更を加えます。

オプションの詳細については、を参照してください ネットワークリンク（ SG6000 ）の設定。

3. 選択に問題がなければ、 * 保存 * をクリックします。

接続しているネットワークまたはリンクを変更すると、接続が失われる可能性がありま
す。1 分以内に再接続されない場合は、アプライアンスに割り当てられている他の IP アド
レスのいずれかを使用して、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの URL を再入

力します。 +https://Appliance_Controller_IP:8443

VLAN 設定を変更した場合は、アプライアンスのサブネットが変更されている可能性があります。アプラ
イアンスの IP アドレスを変更する必要がある場合は、に従います IP アドレスを設定する 手順

StorageGRID IP アドレスを設定する

4. メニューから [ ネットワークの設定 *>*Ping テスト *] を選択します。

5. ping テストツールを使用して、で行ったリンク設定の変更によって影響を受けた可能性のあるネットワー
ク上の IP アドレスへの接続を確認します リンク設定の変更 ステップ。

最低でもプライマリ管理ノードのグリッドネットワーク IP アドレスと、 1 つ以上の他のストレージノー
ドのグリッドネットワーク IP アドレスについて、 ping が通ることを確認します。必要に応じて、に戻り
ます リンク設定の変更 リンク設定の問題があれば手順を実行して修正します。

6. リンク設定の変更が問題なく機能しており、ノードがメンテナンスモードの間に実行する追加の手順があ
る場合は、ここで実行します。処理が完了した場合、または何らかの障害が発生して最初からやり直した
い場合は、 * Advanced * > * Reboot Controller * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ [Reboot into StorageGRID （の再起動） ] を選択します

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。手順 で障害が発生したために最初からやり直す場合は、このオプションを選
択します。ノードのリブートが完了したら、障害が発生した手順 の該当する手順から再起動します。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。ノー
ド * ページには、アクティブなアラートがなくノードがグリッドに接続されていることを示すため
に、アプライアンスノードの通常ステータス（アイコンなし）が表示されます。
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MTU 設定を変更します

アプライアンスノードの IP アドレスを設定するときに割り当てた MTU 設定を変更でき
ます。

このタスクについて

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている値と同
じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題やパケット損失
が発生する可能性があります。

ネットワークのパフォーマンスを最大限に高めるには、すべてのノードのグリッドネットワー
クインターフェイスで MTU 値がほぼ同じになるように設定する必要があります。個々のノー
ドのグリッドネットワークの MTU 設定に大きな違いがある場合は、 * Grid Network MTU
mismatch * アラートがトリガーされます。MTU 値はすべてのネットワークタイプで同じであ
る必要はありません。

アプライアンスノードをリブートせずに MTU 設定を変更するには、次の手順を実行します。 IP 変更ツール
を使用します。

初回インストール時にクライアントまたは管理ネットワークが StorageGRID アプライアンスインストーラで
設定されていなかった場合は、次の手順を実行します。 メンテナンスモードを使用して MTU 設定を変更しま
す。

IP 変更ツールを使用して MTU 設定を変更します

必要なもの
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IP 変更ツールを使用するための「 passwords.txt 」ファイルが必要です。

手順

IP 変更ツールにアクセスし、の説明に従って MTU 設定を更新します ノードのネットワーク設定の変更。

メンテナンスモードを使用して MTU 設定を変更します

IP 変更ツールでこれらの設定にアクセスできない場合は、メンテナンスモードを使用して MTU 設定を変更し
てください。

必要なもの

アプライアンスは次のようになりました メンテナンスモードにしました。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking>*IP Configuration* を選択しま
す。

2. グリッドネットワーク、管理ネットワーク、およびクライアントネットワークの MTU 設定に必要な変更
を加えます。
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3. 設定に問題がなければ、「 * 保存 * 」を選択します。

4. この手順 が正常に完了し、ノードを保守モードにしている間に実行する追加の手順がある場合は、すぐに
実行します。処理が完了した場合、または何らかの障害が発生して最初からやり直したい場合は、 *
Advanced * > * Reboot Controller * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ [Reboot into StorageGRID （の再起動） ] を選択します

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。手順 で障害が発生したために最初からやり直す場合は、このオプションを選
択します。ノードのリブートが完了したら、障害が発生した手順 の該当する手順から再起動します。
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アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。ノー
ド * ページには、アクティブなアラートがなくノードがグリッドに接続されていることを示すため
に、アプライアンスノードの通常ステータス（アイコンなし）が表示されます。

関連情報

StorageGRID の管理

DNS サーバの設定を確認します

このアプライアンスノードで現在使用されているドメインネームシステム（ DNS ）サ
ーバを確認し、一時的に変更することができます。
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必要なもの

アプライアンスは次のようになりました メンテナンスモードにしました。

このタスクについて

KMS のホスト名は IP アドレスではなくドメイン名として指定されているため、暗号化されたアプライアンス
がキー管理サーバ（ KMS ）または KMS クラスタに接続できない場合は、 DNS サーバ設定の変更が必要に
なることがあります。アプライアンスの DNS 設定に加えた変更は一時的なものであり、メンテナンスモード
を終了すると失われます。これらの変更を永続的に行うには、 Grid Manager で DNS サーバを指定します（ *
maintenance * > * Network * > * DNS servers * ）。

• DNS 設定の一時的な変更が必要になるのは、ホスト名に IP アドレスではなく完全修飾ドメイン名を使用
して KMS サーバが定義されているノード暗号化アプライアンスのみです。

• ノード暗号化アプライアンスをドメイン名を使用して KMS に接続する場合は、グリッド用に定義されて
いる DNS サーバの 1 つに接続する必要があります。これらの DNS サーバの 1 つが、ドメイン名を IP ア
ドレスに変換します。

• ノードがグリッドの DNS サーバにアクセスできない場合、またはノード暗号化アプライアンスノードが
オフラインのときにグリッド全体の DNS 設定を変更した場合は、ノードは KMS に接続できません。ア
プライアンス上の暗号化されたデータは、 DNS 問題 が解決されるまで復号化できません。

KMS 接続を回避する DNS 問題 を解決するには、 StorageGRID アプライアンスインストーラで 1 つ以上の
DNS サーバの IP アドレスを指定します。この一時的な DNS 設定により、アプライアンスは KMS に接続し
てノード上のデータを復号化することができます。

たとえば、暗号化されたノードがオフラインのときにグリッドの DNS サーバが変更された場合、ノードは以
前の DNS 値をまだ使用しているため、オンラインに戻った時点で KMS にアクセスできなくなりま
す。StorageGRID アプライアンスインストーラで新しい DNS サーバの IP アドレスを入力すると、 KMS 接
続を使用してノードのデータを復号化できます。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking *>*DNS Configuration を選択
します。

2. 指定した DNS サーバが正しいことを確認してください。

3. 必要に応じて、 DNS サーバを変更します。
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DNS 設定に対する変更は一時的なものであり、メンテナンスモードを終了すると失われま
す。

4. 一時的な DNS 設定に問題がなければ、 * 保存 * を選択します。

ノードは、このページで指定されている DNS サーバ設定を使用して KMS に再接続し、ノード上のデー
タを復号化できるようにします。

5. ノードデータが復号化されたら、ノードをリブートします。StorageGRID アプライアンス・インストーラ
から、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。（このオプションは、コントローラがメンテナンスモードのときにのみ使用で
きます）。 このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処理を実行す
る必要がある場合に選択します。

ノードがリブートしてグリッドに再び参加すると、 Grid Manager にリストされている
システム全体の DNS サーバが使用されます。グリッドに再追加したあとは、アプライ
アンスがメンテナンスモードのときに、 StorageGRID アプライアンスインストーラで
指定された一時的な DNS サーバがアプライアンスで使用されなくなります。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。ノー
ド * ページには、アクティブなアラートがなくノードがグリッドに接続されていることを示すため
に、アプライアンスノードの通常ステータス（アイコンなし）が表示されます。
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メンテナンスモード（ SG6000 ）でのノード暗号化の監視

インストール中にアプライアンスのノード暗号化を有効にした場合は、ノード暗号化の
状態やキー管理サーバ（ KMS ）の詳細など、各アプライアンスノードのノード暗号化
ステータスを監視できます。

必要なもの

• インストール時にアプライアンスのノード暗号化を有効にしておく必要があります。アプライアンスのイ
ンストール後にノード暗号化を有効にすることはできません。

• これで完了です アプライアンスをメンテナンスモードにしました。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 * ハードウェアの設定 * > * ノード暗号化 * を選択しま
す。
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Node Encryption のページには次の 3 つのセクションがあります。

◦ Encryption Status には、アプライアンスでノード暗号化が有効か無効かが表示されます。

◦ キー管理サーバの詳細には、アプライアンスの暗号化に使用されている KMS に関する情報が表示さ
れます。サーバおよびクライアント証明書のセクションを展開すると、証明書の詳細およびステータ
スを表示できます。

▪ 期限切れの証明書の更新など、証明書自体に関する問題に対処するには、 StorageGRID の管理手
順の KMS に関する情報を参照してください。

▪ KMS ホストへの接続で予期しない問題が発生する場合は、ドメインネームシステム（ DNS ）サ
ーバが正しいこと、およびアプライアンスのネットワークが正しく設定されていることを確認し
てください。

DNS サーバの設定を確認します

▪ 証明書の問題を解決できない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。
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◦ KMS Key をクリアすると、アプライアンスのノード暗号化が無効になり、 StorageGRID サイト用に
設定されているアプライアンスとキー管理サーバの間の関連付けが解除され、アプライアンスのすべ
てのデータが削除されます。実行する必要があります KMS キーをクリアします 別の StorageGRID シ
ステムにアプライアンスを設置する前に、

KMS の設定をクリアすると、アプライアンスからデータが削除され、永久にアクセス
できなくなります。このデータはリカバリできません。

2. ノード暗号化ステータスの確認が完了したら、ノードをリブートします。StorageGRID アプライアンス・
インストーラから、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択しま
す。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance
Mode * を選択します。（このオプションは、コントローラがメンテナンスモードのときにのみ使用で
きます）。 このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処理を実行す
る必要がある場合に選択します。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。ノー
ド * ページには、アクティブなアラートがなくノードがグリッドに接続されていることを示すため
に、アプライアンスノードの通常ステータス（アイコンなし）が表示されます。
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関連情報

StorageGRID の管理

キー管理サーバの設定をクリアします

キー管理サーバ（ KMS ）の設定をクリアすると、アプライアンスでノード暗号化が無
効になります。KMS の設定をクリアすると、アプライアンスのデータは完全に削除さ
れ、アクセスできなくなります。このデータはリカバリできません。

必要なもの

アプライアンス上でデータを保持する必要がある場合は、 KMS の設定をクリアする前に、ノードの運用を停
止する手順 を実行するか、ノードをクローニングする必要があります。

KMS をクリアすると、アプライアンスのデータが完全に削除され、アクセスできなくなりま
す。このデータはリカバリできません。

ノードを運用停止 に含まれるデータを StorageGRID 内の他のノードに移動すること。

このタスクについて

アプライアンス KMS の設定をクリアすると、ノード暗号化が無効になり、アプライアンスノードと
StorageGRID サイトの KMS の設定との間の関連付けが解除されます。その後、アプライアンスのデータが削
除され、アプライアンスはインストール前の状態のままになります。このプロセスを元に戻すことはできませ
ん。

KMS の設定をクリアする必要があります。
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• アプライアンスを別の StorageGRID システムにインストールする前に、 KMS を使用しない、または別の
KMS を使用する前に、

同じ KMS キーを使用する StorageGRID システムにアプライアンスノードを再インストー
ルする場合は、 KMS の設定をクリアしないでください。

• KMS 設定が失われて KMS キーをリカバリおよび再インストールできないノードをリカバリする前に、
KMS キーをリカバリできません。

• お客様のサイトで以前使用していたアプライアンスを返却する前に、

• ノード暗号化が有効になっているアプライアンスの運用を停止したあと。

KMS をクリアして StorageGRID システム内の他のノードにデータを移動する前に、アプライ
アンスの運用を停止します。アプライアンスの運用を停止する前に KMS をクリアすると、デ
ータが失われるため、アプライアンスが動作しなくなる可能性があります。

手順

1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。+* https://Controller_IP:8443*

「 Controller_IP` 」は、 3 つの StorageGRID ネットワークのいずれか上のコンピューティング・コントロ
ーラ（ストレージ・コントローラではない）の IP アドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. Configure Hardware * > * Node Encryption * を選択します。
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KMS の設定をクリアすると、アプライアンス上のデータが完全に削除されます。このデー
タはリカバリできません。

3. ウィンドウの下部で、 * KMS キーをクリアしてデータを削除 * を選択します。

4. KMS の構成をクリアしても問題がない場合は '`*clear*` と入力してから 'Clear KMS Key and Delete Data

を選択します
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KMS 暗号化キーとすべてのデータがノードから削除され、アプライアンスがリブートします。この処理
には 20 分程度かかる場合があります。

5. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。+* https://Controller_IP:8443*

「 Controller_IP` 」は、 3 つの StorageGRID ネットワークのいずれか上のコンピューティング・コントロ
ーラ（ストレージ・コントローラではない）の IP アドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

6. Configure Hardware * > * Node Encryption * を選択します。

7. ノードの暗号化が無効になっていること、および * キー管理サーバの詳細 * および * KMS キーと削除 * の
コントロールでキーと証明書の情報がウィンドウから削除されていることを確認します。

アプライアンスでのノード暗号化の再インストールまでは、グリッドでのノード暗号化を再度有効にする
ことはできません。

完了後

アプライアンスがリブートし、 KMS がクリアされてインストール前の状態になっていることを確認したら、
StorageGRID システムからアプライアンスを物理的に取り外すことができます。を参照してください 再イン
ストールのためのアプライアンスの準備手順。

関連情報

StorageGRID の管理
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的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR
5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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